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墓湾原住民族の人口密度分布並に高
度分布（1）．（2）

海南島地誌

墓湾北部の茶に就いて

墓北市の地理畢的研究

済州島の緊落の地誌畢的研究
（第一・二報）

墓湾の気候は暑いと云ふことに就い
て

海南島の見

壷慮島

墓湾中部港の工築と其の影響

海南島記一皇湾との比較に於いて

西沙群島

蔓湾に於ける土地利用

済州島の村落組織

9月における済州島漁場の海況と漁
況に関する一・二の知見

海南島土地売買‘慣行と同族先買権の
問題

樺太史研究一唐太と山丹一

済州島名考

郡司草一北千島の実‘情を語る一

世界地理風俗大系第9巻東南ア
ジア諸島・大平洋諸島

「おふせん」論考一弧草島釣魚に関
する一考察一

サハリン島とアムール河流域中心の
AMS版シベリア25万分の1地
図

経済成長下における人民生活水準の
向上及び農民・非農民間の格差の拡
大一台湾の場合一

台湾バナナの経済構造

台湾における一水利組織の歴史的考
察一彰化県「八塁」について-

30年の今日「台湾」

台湾における人口移動

最近の台湾における農業・農村の地
域的変貌

台湾における畑地かんがいの特質と
かんがい必要度区分

台湾におけるバナナ生産の発展過程
(1)

|日台湾における水利組織の植民地的
再編過程一の場合について一

台湾における糊仔栽培の経営的意義

諸蕃志記載「東流」の位置ならびに
境域一東南アジア東部島喚地域の歴
史地理学的研究（7）一

旧台湾における水利組織の植民地的
再編過程一「八墨」の場合について－

日本の海外企業進出一韓国・台湾・
香港・シンガポール－

台湾のサトウキビ栽培地域

西沙・東沙群島の領土的意義

鹿野忠雄

井上修次

下村敦馬

西村睦男

桝田一二

岡田武松

仁瓶平二

山口俊策

秋山桓士

富田芳郎

須藤菖治

川田三郎

泉一

盛田友弐

天野元之助

洞富雄

高橋享

能戸英三

世界地理風俗大系編集
部

長節子

西村康

張漢裕

陳栄松

森田明

大村肇

上坂修夫

江波戸昭・上坂修夫・
赤坂暢穂

水之江政輝

館斎一郎

森田明

工藤寿郎

木村宏

森田明

吉原久仁夫・足立恭一
郎

山本正三・陳憲明ほか

菊地一雅
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地理学評論

地理教育

地理論叢

地理論叢

地理

地理教育

地理教育

地理

地理教育

地理学

地理学

地理学評論

経済論叢

鹿児島大学水産学部紀要

東方学報

新樹社

朝鮮学報

北千島資料刊行会

誠文堂新光社

朝鮮学報

地図

経済研究（一橋大）

農業と経済

福岡大人文論叢

地理

駒沢大経済学論集

明治大人文科学研究所紀要

東海近畿農業試験場研究報告

農村研究

福岡大人文論叢

農業経済論集

Cosmica地域研究

福岡大人文論叢

東南アジア研究

地理月報

地域
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弧草島釣魚研究一弧草島の位置を中
心として

夜明りの島-海南島（1）熱帯作物の
宝庫

16世紀以前，中国人の南海地域に
関する地理的知識

台湾5万分の1地図集成

韓国青山島の民俗と民家

台湾原住民の生活様式一日本領時代
の衣食住

台湾における祭祁公業の意義とその
変容一中部台湾の同族組織の調査事
例より

『台湾5万分の1地図集成」の資料
的価値とその利用

台湾における農業・非農業間交易条
件の変化と部門間労働力配分

台湾省彰化県における水稲二期作経
営の作付体系の変化

台湾における稲作機械化の進展と
「代耕」制度

台湾における養鰻産地の展開過程

台湾北東部漢人村落の形成とその展
開一宜蘭県蘭陽平野の村落調査に基
づいて（上）

台湾ヤミータオ族における生業と伝
統的社会

台湾の人口問題と家族計画

華南海南島における気候と農業：予
察研究〔英文〕

台湾中央山地における温帯落葉樹・
高冷地蒜菜栽培の発展

海南島の自然条件と林業

製造業の発展と雇用拡大一台湾，韓
国およびフィリピンの事例

台湾原住民社会研究の現段階

台湾ダイヤル族の日常の生活圏と人
間集団の分類

台湾北西部の漢人村落における地
縁・血縁構造一桃園県新屋・観音両
郷の村落実態調査に基づいて

海南島見聞記（1）～（6）

台湾の北部における農業的土地利用
の地域的差異

台湾アミ族の水田稲作

台湾省中部・鹿谷郷の農業

台湾におけるエスニック関係の展開

台湾アミ族の社会変化一居住規制の
変容をめぐって

鄭和航海図にみる15世紀中国の南
海認識

台湾東部の都市形成一台東・花蓮

台湾の水利開発

台湾農業の現状（1）．（2）

台湾農村における作物転換と土地利
用の変化一南投県鹿谷郷の事例

海南島の旅

朝鮮学報

地理

地理の思想〔地人書房〕

長節子

青木千枝子

木村宏

911979

26-81981

1982

学生社編

張保雄

白石太良

同左

地域－その文化と自然(福武書店）

兵庫地理

1982

1982

198227

石田浩・中田睦子 農林業問題研究 1982

佐伯岩男

本台進

三簾久夫

嘉田亮平

修道商学

農林業問題研究

拓殖学研究

拓殖学研究

1-24 1983

1983

19

19

57

1983

1983

増井好雄

石田浩

農村研究

関西大学経済論集

1983

1983

法政大学地理学集報三富正隆 12

29－2．3

1983

福岡大学経済学論叢

地理学評論Ser.B

施昭雄

吉野正敏

1984

1984

斎藤功・陳憲明 筑波大学人文地理学研究 8 1984

符気浩

本台進

林業技術

大東文化大学紀要（社会・自然科
学）

法政大学地理学集報

関西学院大学社会学部紀要

511

22

1984

1984

長沢利明

山路勝彦

13

49

1984

1984

石田浩 関西大学経済論集 33－5．6

(合併）

1984

吉野正敏ほか

市南文一

地理

鳥取大学教育学部研究報告（人
文・社会科学）

農耕の技術

駒沢大学大学院地理学研究

教養学科紀要

法政地理

29 1984

1985

松山利夫

面来昭則

若林正丈

長沢利明

８
５
７
３

１
１
１

1985

1985

1985

1985

歴史評論宮崎正勝 433 1986

佐伯岩夫

旗手勲

山野明男

面来昭則

修道商学

愛知大学法経論集(経済・経営1）

地理

駒沢地理

1986

1986

1986

1986

I1l

31-7．8

22

外濠会訪中団 地理 1986
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田畑久夫・金丸良子

佐々木史郎

地理

国立民族学博物館研究報告別冊

中国の漁村－舟山諸島のフィールド
ノートから

ピウスツキ資料に基づく北サハリン
における民族の関係の研究一サハリ
ン・ギリヤークとアムール・ギリ

ヤーク

十九世紀サハリン島のアイヌと同島
およびアムール河下流域の原住民と
の交流

韓国済州島の地域研究

32-12 1987

19885

国立民族学博物館研究報告別冊A.W.スモリャーク灰

谷慶三訳

19885

立正大学地理学教室

人文地理

地域研究（立正地理）

民俗と歴史

地域研究（立正地理学会）

立正大学日韓合同韓国
済州島学術調査団

許衛東

1988

1990

1990

1991

1991

中国海南島における農業の変貌と地
域分化

韓国済州島における観光施設の立地
形態

中国舟山諸島の漁村一現地調査によ
る比較研究

韓国済州島における鉱業の分布と業
種特性

海南島における土器づくり

鹿野忠雄一台湾に魅せられたナ
チュラリスト

韓国済州島の商業中心地システム

済州島［韓国r研究ノート（2）
一「耽羅紀行」を中心に

台湾漢民族の死霊と土地

韓国済州島における牧牛の展開構造

日本植民地と文化変容一韓国・巨
文島『‘

台湾蘭喚ヤミ(Yami)族における空
間認知世界観の変容
”年中行事”の変質メカニズムにつ
いて（1）－台湾先住民アミ族の生
活誌の中から；

植民地時代台湾総督府の鉄道経路選
定について

韓国済州島の別棟型民家の成立に関
する予察的研究

台湾における農業生産の多様化と営
農システムの進展過程

台湾南勢アミ族の儀礼体系

別島存疑＝中国文献の東海のイ
メージへの考察

台湾における中華民国政府による地
理教育の展開一小・中学校の場合

析田一二の済州島研究一地誌学の
一典型

横浜市寿町へ出稼ぎ労働者を送る村
一済州島K邑B村を事例として
台湾茶業における台湾人資本の発展
-1910年代を中心に

アジアにおける日系小売業の店舗立
地行動一とくに台湾での進出・撤
退行動を中心として

台湾ヤミ族の出小屋における放棄行
動に関する民俗考古学的研究

サハリン:の先住民族一ウイルタ、
ニブヒ

台湾蘭喚ヤミ族社会の民俗方位と地
名

３
２
３
１
１
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－
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３

２
０
２

４
３
３

大塚昌利・萩原八郎

田畑久夫・金丸良子

大塚昌利

国立歴史民俗博物館研究報告

平凡社

西谷大

山崎柄根

1991

1992

鈴木厚志

樋口節夫

立正大学文学部論叢

大阪国際大学紀要国際研究論叢

96

5－1

1992

1992

国立歴史博物館研究報告

大正大学大学院紀要

御茶の水書房

植野弘子

沢田裕之

崖吉城編

41

9

1992

1993

1993

地理学評論

熊本地理

三冨正隆

山口守人・草野美智子

66A-8

4

1993

1993

やまだあっし

佐々木史郎

板垣啓四郎

鉄道史学

歴史地理学

農村研究

13 1994

1994

1995

36－5

80

法政地理

東洋文化学科年報(追手門学院大）

長沢利明

中小路駿逸

1995

1995

23

10

新地理

地域研究（立正地理学会）

寄せ場

社会経済史学

経営学論集（竜谷大）

劉泊

高野史男

高鮮徽

やまだあっし

川端基夫

42－4 1995

1996

1996

1996

1996

１
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７
１
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３
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考古学研究

地理

法政地理

野林厚志

田中了

三富正隆

43－2 996

1996

1996
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24
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植松明石

やまだあつし

台湾北部客家村の死者儀礼

台湾茶業における台湾人資本の発展
-1910年代を中心に

台湾における地形地名

韓国済州島一日韓をむすぶ東シナ
海の要石

中国．台湾．香港図説大百科世
界の地理20

台湾における社会科教育

「北辺の魅惑島」サハリンを旅する

韓国済州島中文観光団地の開発と地
域住民意識

韓国済州島における水産養殖業の素
描一表善里のフィールドワークか
ら－

大連蛇島の開発と利用の状況

国立歴史民俗博物館研究報告

社会経済史学

:!:"68ヘ

61－6
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1996中央公論社

朝倉書店諏訪哲郎田辺裕監修諏

訳

井田仁康

徳田耕一

山村順次・権純

1996

筑波社会科研究

地理

地理学研究報告
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地理教育

地理教育

地理教育

地理学

地理単

地理畢

地理論叢

地理学評論

ジヤバの経済地理（上）．（下）

スマトラの山水[上］・［下］

フィリッピン事情[上］・［下］

ジヤヴァ紀行の一節一・

ジャヴァの農業

フィリッピン

比律賓群島の地政肇的考察

ジャワ島方面への日本漆器輸出に就
いて（1）．（2）

フィリッピン諸島の農業

ジヤバ島に於ける邦人商業と第二世
教育問題

比津賓の五つの都市

インドネシアの宗教

新南群島

新嘉波を中心としたる英領馬来

馬来の重要資源

東印度諸島の湖沼

バリーの素描

チモール島の現状

英領北ボルネオの地理

ダイヤ族とバタク族

ニューギニア概観

比島に於ける西班牙の植民的遺産

ダバオに於ける邦人のマニラ麻栽培
事業

ジヤヴァ人の食生活について

フィリッピン・マンダヤ族とその生

活

シンガポールから昭南島へ

ジャワ島の甘藷収量及び砂糖収量と
降水量との関係に就いて(一）（二）

スマトラの陸上交通

田中館秀三

田中館秀三

島之夫

瀧本貞一

編輯室

佐藤弘

村本達郎

小山嘉毒柴

青野詳郎

小山嘉毒柴

地理

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

米田正武

編輯局

編輯局

夏目八郎

編輯局

吉村信吉

佐立五十男

松江浩正

編輯局

小田惰

歌丸光四郎

永丘智太郎

鬼島宇一

地理学研究

地理学研究

中野弘

八幡一郎

地理学研究

地理単研究

中江健

安藤鰹一

地理学清野謙六郎
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15-11950

－～1951

民族学研究

新地理

佐々木謙

別枝篤彦

モル島記

ジャワの人口密度一ジャワ人口の地
理学的研究第1報一

西部ニューギニヤに於ける未開経済
最近の事‘情

ジャワにおける土地利用の展開一文
化圏の交流を中心として一

ヤップ島最近の津浪と島民の創造伝
説

チモール島観察記

マライシア島喚圏に関する近代の地
理学的研究の歴史について一マラ
イシアにおける人文地理学序説一

ジャワの早と農業のローカリゼー
ション

カール・ヘルビヒ：東南アジア諸島

ジャワの稲作状況

バリ島及びマドラ島人口集積の状況
について

ジャワの農園

マライシア島喚圏における海上交通
路の研究

ルソン島とミンダナオ島一比較研究
2ー

ルソン島カガヤン平野とミンダナオ
島アグサン平野

スマトラ島の森林資源

14(3)P.189ジャワ農村における
LifeCycleの研究
ミンダナオ地域の農業視察記

フィリピンおよび北ボルネオの木材
資源

西北ボルネオにおける原住民村落

中部ルソンの米作農村一カトリナン
村の社会経済構造一

北セレベス島における綿花の栽培に
つ いて

27(2)P.479スマトラの開発と居住
の研究

ジャワ島の調査旅行から

南スマトラの糖業調査

同志社大学ボルネオ(Borneo)島学
術調査略報一北部ボルネオにおける
稲作の形態一

ジャワの村落組織についての覚書一
デッサとカルラハンについて－

ジャワ島南方海域における夏期マグ
ロ延縄漁場について

パラワン島の人と自然一関西学院大
学第一次パラワン島学術探検隊報告
書一

マルケサス原住民の食生活一とくに
主食物について－

バリ島の研究

バリ島およびロンブフ島の農民家族
と居住様式

-1951大塚地理

社会地理

新地理

小栗宏

別枝篤彦

内田寛一

－～1951

2-3～1951

-19512－2

1

新地理

福井大学学芸学部紀要

能登志雄

別技篤彦 1952

上内田寛一先生還暦記念論文集 1952尾原信彦

地理学評論

国際農友

新地理

1952

1953

1956

５
４
２

一
一
一

５
３
５

２
５

能登路宇一郎

木島一郎

別技篤彦

現代地理講座

史観

1956

1956

6

47

別技篤彦

別技篤彦

人文研究（大阪市大）

人文研究（大阪市大）

1956

1956

6－12

7－9

木村宏

木村宏

電力中央研究所

新地理

1962

196311-1

4－9

別枝篤彦

アジア経済

アジア経済研究所

1963

1963

梅原弘光

宮原省久編

人文地理

アジア経済研究所

1965

1965

17-4海野一隆

高橋彰

熱帯農業

新地理

1965

1966

8－2

14-2

小林常八

別枝篤彦

東南アジア研究

東南アジア研究

文化史学

1966

1966

1966

4－1

3－5，13

20

吉井良三

横田敏明

江畑武他

東洋文化（東大東洋文化研究所）

長崎大水産学部研究報告

関西学院大探検部

1967

1967

1968

43

23

岸幸一

矢田殖郎ほか

関西学院大学第一次パ
ラワン島学術探検隊著

人文地理学の諸問題（大明堂） 1968石川栄吉

東海大学出版協会

バリ島の研究一東海大学出版会一

1968

1968

宮本延人編

石川栄吉
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パラワン島南部の山地民一関西学院
大学第二次パラワン島学術探検隊報
告書一

フィリピン・ミンドロ島マンギャン
族調査報告

パタン島のヤム芋栽培・その技術と
儀礼－立命館大学パタン諸島学術調
査報告の中から－

東部インド洋におけるマグロ漁場の
特性について（1）－スマトラ島西
方海域における海況と漁況（英文）

パタン島の自然と文化一その調査と
記録一

パタン島の民家と生活一その歴史的
変遷をめぐって－

ドゥスン族の焼畑技術とその儀礼一
ボルネオ島北部の山地陸稲栽培民の
事例から－

シュリット、カルロス：日本占領中
のフィリピンにおける林業（上）

日本国際問題研究所インドネシア部
編・播里枝監修：「インドネシア資
料集」上巻（1945～1955

中部ルソン農村における作の新展開
-フィリピン村落での実態調査報告一

フィリピンの農地改革とその実態

AGeographicalStudyon
AgricultureinthePhilippines
食人'慣行社会の変容過程?スマト
ラ・バクタ族の場合一

Cognatic社会におけるFbrmal
Leadershipの発生一フィリピン・ミ
ンドロ島Batangan族の事例から－

ロン、L.、アンドリウス・コリン、
s.フリーストン：インドネシア、マ

ラヤ、シンガポールの地理（改訂
版）

フィリピンにおける企業的農業の成
立のメカニズム一中部ルソン作農村
での実態調査より一

フィリピンの林業と木材工業につい
て(1)～(3)

フィリピン養魚池漁業の地理学的分
析

フィリピンの養殖漁村をとびあるく

インドネシア（東ジャワバリ島）の
食品工業と農産物

ジャワの明暗

二つのパタン島漂流記一鎖国下にお
ける通航の記録とその民族誌的意義

バリ村落の基本構造

インドネシア経済における華僑の地
位

最近のフィリピン農業と水問題
（上）．（下）

フィリピンの米増産と農業水利開発
(ASE州地域く特集＞）

最近のインドネシア林業の紹介(上）

関西学院大学第二次パ
ラワン島学術探検隊著

横田健一

佐々木高明

鶴留松穂

立命館大学探検部フィ
リピン・パタン諸島学
術調査隊編著

佐々木高明

長岡康規

藤 川 昇 訳

永積昭

嘉田良平

水野正巳

大島

別技篤彦

菊池靖

岡田真

嘉田良平

須藤彰司

大島

大島

三浦利昭

別技篤彦

佐々木高明

間苧谷栄

松尾弘

高島良哉

高瀬国雄

小川欣一
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関西学院大探検部

関西大東西学術研究所紀要

立命館大学

鹿児島大水産学部紀要

立命館大探検部

都市住宅

季刊人類学

林業経済

アジア研究

農林業問題研究

農業と経済

KwanseiGakuin

AnnualStudy

歴史地理学紀要

民族学研究

地理学評論

東南アジア研究

University

木材工業

アジア経済研究所

季刊人類学

缶詰時報

立教

地域と交通[大明堂］

アジア経済

政経論叢（明大）

農林統計調査

海外事‘情

林業経済

1969

21969

3051970

191970

1971

401971

36-11971

25-121972

20-11973

9－21973

39－7

22

15

37－4

46－7

11-3

29

5－2

53－5

70．71

16-10

43－1～4

25－7．8

23－2

28－4

1973

1973

1973

1973

1973

1974

1974

1974

1974

1974

1974

1975

1975

1975

1975

1975

1975



インドネシア漁ロウの海洋人類学的
考察－特にウオーレス線の社会学的
な意義と関連して（1）．（2）－

LifeinIndonesianVilieges

西村朝日太郎 アジア経済 16-7．81975

別技篤彦・石川栄吉 InstituteofAsianStudies,

RikkyoUniversity

アジア経済

1975

インドネシア漁ロウの海洋人類学的
考察－特にウオーレス線の社会学的
な意義と関連して1～(2)-

インドネシア経済における華僑の地
位

Socio-culturalChangesina
traditionalJavanesevillage-a
casestudyinavillageof
centralJava-

フビライのジャワ遠征

衛星写真判読による小縮尺地形分類
図の試作一ジャワ島東部の場合一

フィリピン社会の特質

ハルマヘラ島における民族方位の構
造

一九世紀中葉のジャワ村落（デサ）
における賦役遂行一ジャワ村落（デ
サ）の歴史的性格に関する一考察

北ハルマヘラにおける環境観

西村朝日太郎 16-7．81975

松尾弘

別技篤彦

政経論叢（明大） 43-1～41975

1975LifeinIndonesianVillages
[instituteofAsianStudies,
RikkyoUniversity]

別技篤彦

大矢雅彦

百科の広場

東南アジア研究

15

13-3

1975
$

1975

別技篤彦

吉田集而

民族文化

国立民族学博物館研究報告

11-4

2－3

1976

1977

内藤能房 一橋論叢 78-31977

吉田集而

林理介

環境と文化一人類学的考察[日本
放送出版協会］

朝日アジアレビュー

1978

91978多島海，東南アにおける多様性の統

ジャワ農村調査ノートー目的と方法

ハルマヘラ島,Galela族の食生活

メラナウ族とサゴビスケットーサラ
ワク覚え書

フォーク・カテゴリーの位相問題一
フィリピン・パタン島における民族
分類の研究から

フィリピン華僑の動向一セブ市広東
会館を中心として

南スマトラの農業変革の動向

南スマトラ，コムリン川流域の稲作
景観

スンバ島における時・空間表象

南スマトラの自然環境区分

南スマトラ，コムリン川流域および
ムシ川下流部における集落形成史

ジャワ農村問題の研究

ジャワ農村経済史研究の視座変換一
「インボリューション」テーゼの批

判的検討

ハルマヘラ島北部，ガレラ族の焼畑
耕地とその土地利用

TraditionandChangesinRural
Java

ジャワ島・テンゲル人調査ノートー
伝説に生きる人々

ジャワの分類体系におけるアルスと
カッサール

農地改革・2人関係・刈分小作-中部
ルソンー米作農業の事例より

加納啓良

石毛直道

八木康幸

アジア経済

国立民族学博物館研究報告

関西学院史学

19－4

3－2

19

1978

1978

1978

松井健 民族学研究 43－11978

市川信愛 長崎大東南アジア研究所研究年報 211979

宏
一

能
好

田
谷

海
高

東南アジア研究

東南アジア研究

17-3

17-3

1979

1979

中川敏

海田能宏

坪内良博

民族学研究

東南アジア研究

東南アジア研究

43-4

17-3

17-3

1979

1979

1979

石橋重雄

加納啓良

拓殖大論集

アジア経済

125

20-2

1979

1979

佐々木高明

上野福男

季刊人類学

駒沢地理

アジア研究所紀要

九州大比較教育文化研究施設紀要

農林問題研究

10-41979

161980

71980

311980

161980

木村肥佐生・鯉測信一

中島成久

福井清一
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農業問題の中部ジャワ的構造1
（2）－ジャワ，ジャカルタ特別区の

事例に即して

Satawal島における伝統的航海術一
その基本的知識の記述と分析

OntheHighPopulationGrowth
RatesofthePastinSouth

Sumatra

バリ人の空間認識体系と生活空間

ジャワ島の人口,1971年

東南アジアの木造住居（4）－バリ
の住居

東南アジアの木造住居（5）一ルソ
ン島の住居

東南アジアの木造住居（6）一ボル
ネオの住居

スマトラの小区画水田

加納啓良 アジア経済 21-4,5 1980

秋道智弥

坪内良博・松下敬一郎

国立民族学博物館研究報告

東南アジア研究

5－3 1980

198119-1

地表空間の組織[古今書院］小川都弘

K・Horstmann,W.Rutz

浅井賢治

1981

1981

1981

アジア経済研究所

新建築

４
５
６
４
２
０
３
２

－
一
一
７
－
－

６
６
６
０

５
５
５
５
１
１

太田邦夫

勝瀬義仁

新建築

新建築

農耕の技術

福島大商学論集

東北経済

東南アジア研究

東南アジア研究

1981

1981

1981

1981

1981

1982

1982

高谷好一・前田成文・
古川久雄

山川充夫中部ルソン・アマンデイル村の米作
経営-1978/79年の乾・雨季作

中部ルソンの農業構造と地域性-
1971年センサスの分析を中心として

フィリピンにおける都市化の将来予
測

DifferentialFertilityin
IndonesiaandthePhilippines-A
MultivariateAnalysis

南スラウェシの人口移動と性比の変
動に関するノート

中部ルソン・ママンデイル村の社会
経済構造と親族関係

生活環境と社会組織?南スラウェシ
の一山村誌

19～20世紀におけるジャワ農村
(desa)の変容一ナブラック，プカ

ロンガン（中部ジャワ，パテイ県）
の2村について

フィリピンにおける都市化の将来予
測

ジャワにおける農業金融の近代化

南スラウェシ州ルウ県北部への人の
移動と水田農耕の技術変容

ルソン島の陸稲栽培とその環境?事
例調査

南スラウェシの稲作景観

果樹の栽培地の分布に関する研究
〔英文〕－フィリピン国の果樹・樹

木作物の分布

バランガイ・パコールー（3）～
（6）一フィリピン農村の稲作社会

フィリピンの畑作一とくにトウモロ
コシおよびソルガム栽培

インドネシア及びマレーシア・サバ
州における野菜について

ジャワにおける農業金融の近代化

ジャワ・ムスリム階層区分に関する
一試論

ジャワ農村における社会序列に関す
る試論

山川充夫

大友篤

小川直宏

東南アジア研究

経済地理学年報

東南アジア研究

南方文化

坪内良博

山川充夫

前田成文

田中則雄

1-20 1982

1982

1982

19829

大友篤 東南アジア研究 1982

拓殖大学論集

東南アジア研究

石橋繁雄

田中耕司

135

1-20

1982

1982

農耕の技術古川久雄 19825

東南アジア研究

熱帯農業

古川久雄

岸本修・石畑清武

1-20

2－26

1982

1982

農林統計調査

熱帯農研集報

熱帯農研集報

諸岡慶昇

金子幸司

本多藤雄・石井正義

32-3～6 1982

1982

1982

44

45

拓殖大学論集

史学研究

石橋重雄

今永清二

135

156

1982

1982

帯広畜産大学学術研究報告（第2
部）

染谷臣道 1982
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もっと知りたい東南アジア（2）－
もっと知りたいインドネシア

東南アジアにおける人口と伝統的基
礎社会の'性格一島喚部を中心として

フィリピンの人口都市化と人口移動

19世紀，バランバンガン（ジャワ
東端地方）の村落社会一ジャワ村落
との比較において

都市と移住民：ジャカルタ在住ミナ
ンカバウの事例

ジョクジャカルター中部ジャワにお

けるくみやこ＞の成立と展開

バンドンー西ジャワ・プリアンガン

の町の生成と発展

オランダ東インド会社とバダヴイア
（1619－1799年）－町の崩

壊の原因について

インドネシア国ランポン州における
流域管理について一土壌の保全の見
地からの熱帯流域土地利用の合理的
あり方

ジャワ島における潅概の発展と水利
組織一主として西部ジャワ，チマヒ
地区の調査にもとづく

中部ルソン糖業地帯の土地所有と農
村構造一パンパンガ州パスデコ地区
の事例

南スラウェシのサゴ生産

インドネシアにおける農業生産の実

際一主として畑作について

インドネシア森林雑感一東カリマン
タンの森林

インドネシア国ランポン州における
流域管理について－土壌保全の見地
からの熱帯流域土地利用の合理的あ
り方

インドネシアの産業と文化

東南アジア地方都市社会研究ノート
ーフイリピンセブ市の事例を中心に

もっと知りたい東南アジア(5)－もっ
と知りたいフィリピン

マニラ大都市圏への人口流出地域に
おける流出要因の分析一Eastem
Samarを事例として

インドネシアにおける近年の国内人
口移動と都市化の動向について－途
上国の都市・農村関係に関する予備
考察

西部ジャワ，チマヒ村における産業
と村民の生活

インドネシア・ランポン州への移住

と潅概開発

西ジャワ・プリアガン高地における
水稲耕作一若干の生態学的考察

「緑の革命」・農村間労働移動・制
度的革新一フィリピンにおける一在
来的農村制度の展開

農業開発協力の現地における課題一
バングラデシュ，フィリピンのかん
がい開発の場合

綾部恒夫・永積昭編

坪内良博

弘文堂

東南アジア研究

1982

19831－2

東北福祉大学紀要

南方文化

谷勝英

田中則雄

８
０

－
１

１ 1983

1983

東南アジア研究

東南アジア研究

東南アジア研究

東南アジア研究

加藤剛

士屋健治

村井吉敬

1983

1983

1983

1983レオナルドーブリュッ

セイ

冨田正彦ほか 熱帯農業 1983

熊本大学教育学部紀要(人文科学）規工川宏輔 32 1983

永野善子 アジア経済 1983

東南アジア研究

熱帯農研集報

高谷好一

広瀬昌平

1983

198346

馬場繁幸

冨田正彦ほか

北方林業

熱帯農業

1983

1983

中野渡信行

梶原景昭

政経論叢

南方文化

51－5．6

10

1983

1983

綾部恒夫・永積昭編

谷勝英・田上喜美

弘文堂

東北福祉大学紀要

1983

19848－1

史淵熊谷圭知 121 1984

駒沢大学大学院地理学研究

農業土木学会誌

農耕の技術

農業総合研究

面来昭則

山崎晃

五十嵐忠孝

菊地員夫

４
４
４
４

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

14

7

宇和川正人 拓殖学研究 20．21 1984
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インドネシアの農業開発と土地増大
的技術進歩一米作の展開を中心にし
て

発展途上国における工業化と中小企
業育成策：インドネシアとフィリピ
ンを中心にして－世界の中小企業
(13

フィリピンの一地方都市における都
市フイエスタとその変遷一セブ市の
聖ニーニョのシヌログ祭から

東インFネシアの首長国

インドネシアの教育制度と社会科教
育

「坤輿万国全図」収載の東南アジア
東部諸島喚（1）．（2）－東南ア
ジア東部島喚地域の歴史地理学的研
究

ジャワでの都市部への人口移動の背
景と属性

インドネシア北スマトラの農業開発

についての一考察〔英文〕

インドネシアにおける大豆作と害虫
問題（1）．（2）

台湾およびフィリピン，インドネシ
アにおけるMilkfishの養殖地域

インドネシアの移住計画

インドネシアにおける親族名称と親
族呼称をめぐって一インドネシア
語・アチェ語・バタック語およびミ
ナンカバウ語の場合

激動するフィリピン

異文化理解のための学習内容の開発
一インドネシア社会の生活文化の教
材化を例として

ジョクジャカルタ・イン・インドネ

シア一統合と変動の一断面

農業における技術変化と雇用吸収力
一フィリピン稲作農村の人口史から
の接近

熱帯多雨林沿岸部の生活一東スマト
ラ，リアウ州の実例

バリ島における伝統的集落の類型化
とその近代化課程

アジアにおける大都市圏への人口集
中に伴う都市化現象の比較考察一マ
ニラ，東京大都市圏を例として

西ジャワ（パダレック村）の出稼ぎ
農民

ジャワ農村における階層構成と農業
労働'慣行

フィリピン経済史研究一糖業資本と
地主制

「緑の革命」技術の普及と評価一
フイリピン・ラグナ州における稲作

農業における技術変化と雇用吸収力
一フィリピン稲作農村の人口史から
の接近

フィリピンにおける工業団地開発一
パターン輸出加工区の開発を中心に

小林一三 京都産業大学国土利用開発研究所
紀要

11984

丹野平三郎 中小企業季報 1984

宮坂敬造 大阪大学人間科学部紀要 101984

南方文化

新地理

小池誠

JuhanaSupriadi
Mariadinata白坂蕃訳

木村宏

111984

1984

東京外国語大学COSMICA13,151984-
86

川元岩夫

松野正・佐藤俊朗

内藤篤

大村肇

Martono

高殿良博

東南アジア研究

東京農業大学農学集報

農業技術

地域の探求〔古今書院〕

1-201985

1985

40-111985

1985

海外事情

アジア研究所紀要

1985

121985

小林伸夫

山崎和

勤草書房

新地理

1985

1985

地域開発

農業総合研究

青木秀男

菊地真夫

250 1985

19864－4

東南アジア研究高谷好一・アリスーポ
ニマン

鳴海邦碩・アルデイP・
パリミン

谷勝英・田上喜美

1986

1986

1986

都市計画別冊（日本都市計画学会
学術研究論文集）

日本都市学会年報

21

19

福家洋介

米倉等

永野善子

菊地員夫

菊地員夫

アジア研究

アジア経済

勤草書房

農業総合研究

農業総合研究

32－3．4

(合併） ６
６
６
６
６

８
８
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

金子勝 日本立地センター研究年報 12 1986
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福島真人

宮崎猛

アジア経済

アジア経済

ジャワ農村における村長選挙とネッ
トワーク

ジャワ農村における家族周期と農家
階層分化一社会学的分析と経済学的
分析との接点を求めて

19世紀の中・東ジャワにおける焼畑
耕作

新経済政策下におけるマレーシア日
系企業一ペナン州，ケダー州での調
査から

一六、一七世紀におけるモルッカ諸

島図について

国家的過程の中の民族文化一インド
ネシア、トラジャにおける伝統的文
化の現代的位相

イエとムラ一インドネシア，東スン
バ社会におけるイデオロギーと現実

フィリピンにおける農民的土地所有
の崩壊-パナイ島の1米作農村におけ
る事例

ルソン島北東部のドゥマガット族一
フィリピン・ネグリート研究への位
置づけ

ジャワにおける伝統水田稲作の実態
(1)．(2－耕起から収穫・保存ま

で

北スマトラ，カロ高原における観光
化と温帯野菜販売の発展

ジャワ島・カリマンタン東部の民家

マレー諸島

1986

■

28-111987

アジア経済

アジア経済夫

白
白
一
一

木
不

大
原

28-71987

28と21987

古地図研究

国立民族学博物館研究報告

木村宏

山下晋司

2001988

13-11988

民族学研究

地誌研年報

小池誠

梅原弘光

54-21989

11989

民族学研究玉置泰明 53-41989

アジア経済大木昌 31-12.1990．

3 2-191

筑波大学人文地理学研究斎藤功 141990

新谷一男

A.R.ウオレス宮田彬
訳

木村宏

岐阜地理

思索社

321990

1991

F.Verbiest(南懐仁）作「坤輿全
国」収載のMalay諸島(1～3)-東
南アジア東部島喚地域の歴史地理学
的研究x)

ジャワにおける伝統的住民潅概

インドネシア，北スラウェシのカツ
オ漁業

北スマトラ石油帰属問題,1945-
1957年一軍の石油管理への足がかり

ブルネイの人と生活

地図にみるフィリピンの歴史（1）
－地名に残されたフィリピンの発見
と征服

PopulationandEnvironmentjn
Indonesia

日本占領下のジャワ農村の変容

フィリピンの農村－その構造と変
動

TraditionalCulturesFacingthe
DevelopmentofAgricultural
Industries:aPreliminaryStudy

ofCultureChangeinIrianJaya

京都外国語大学コスミカ 20．431991'

94

■ﾛ

大木昌

エデイ．マンチェロほ

か

金光男

アジア経済

漁業経済論集

32－6

32

1991

1991

アジア経済 32-101991

山下清海

今井弘樹．C・ガンツオ
キ

地理

地図

36－6

30-2

1991

1992

地域学研究（駒沢大） 51992I.B.Mantra

倉沢愛子

梅原弘光

草思社

古今書院

1992

1992

東南アジア研究 30-11992Koentjaraninn-grat

東南アジア研究 30-11992B.SumawinataAdaptiveAgriculturalPractices
andLandUseCyclesonPyritic
SedimentsinSouthKalimantan

地理学評論西スマトラ赤道付近にある高原の土
地利用の動態英文

中野和敬・シヤフデイ
ン

65B-21992
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HouseholdEconomyofArtisanal
FisheriesinIndonesia:An

ExampleoftheCoastalVillage
ofMolompar,NorthSulawesi

島のうちそと－フィリピン・ビザ
ヤ小島漁業展開誌

フィリピンにおけるマングローブ林
開発と養殖池の拡大について

「劇場国家」から「旅行者の楽園」
へ-20世紀バリにおける「芸術一
文化システム」としての観光

ジャカルタのバリ人

インドネシアの低湿地

スマトラ最北端・ウエー島の変容
一その盛衰史的展開と独立後の点描

「インドネシアの米作り」の授業
一異文化理解への試み

地図にみるフィリピンの歴史（2）
－古地図に示された地形変化

フィリピンのフロンティア開発一
パラワン州にみる国内移住と支村の
形成

東南アジア海域世界と農業フロン
ティアの拡大一インドネシア南ス
ラウェシ州の事例から

インドネシア農村におけるプリブミ
資本織布小工業の展開一西ジャ
ワ・マジャラヤ地方の産地における

小営業

フィリピン・レイテ島における農村
の就業構造と畑作農業経営について

インドネシアの潅概開発における政
府と農民

森林利用の諸形態一ジャワと日本
における焼畑の比較試論

スマトラ泥炭湿地林の近代一試論

インドネシア漁村にみる漁業発展と
漁業世帯経済一北スラウェシ、モ
ロンパー村の事例

インドネシアにおける汽水養殖業の

経営経済分析

発展途上国の都市における道路公共
交通一インドネシアの都市のケー
ス

熱帯雨林とサラワク先住民族一人
権とエコロジーを守るたたかい世
界人権問題叢書7

サラワクの先住民

死者儀礼の変遷一中部カリマンタ
ン､ガジュ・ダヤク族の場合

物語・空間・権力一クルンクン県
（バリ島）水利法典を読む

香料の島パンダの生活

インドネシア・オーストラリア・

ニューギニアにおける夏のモンスー

ンの開始・終了日の解析［英文］

インドネシアにおける伝統漁業の近

代的変容一西ジャワ州インドラマ
ユ県におけるパヤン漁業を事例とし
て

0.A.マヌス・片岡千賀
之

川田牧人

安食和宏・宮城豊彦

山下晋司

鏡味治也

古川久雄

太田晃舜

森本真一

今井弘樹

鳥飼行博

田中耕司

水野広祐

安食和宏

水野正己

大木昌

安部健一

0.A.マヌスほか

ジュリアンシャ

千賀之

寺田一薫

片岡

サラワク・キャンペー

ン委員会訳竹内直一
編

A.レイン．N.レイン

三木誠

小川都弘

森康成

田中実

北窓時男

－72－

漁業経済論集

民族学研究

人文地理

国立民族学博物館研究報告

東南アジア研究

勤草書房

新地理

地理学報

地図

東南アジア開発

東南アジア研究

東南アジア研究

人文論叢（三重大）

農業総合研究

東南アジア研究

東南アジア研究

漁業経済研究

漁業経済論集

都市問題研究

明石書店

地理

南方文化

転換期に立つ地域の科学[古今書
院］

瀬戸内地理

Jour.Met.Soc.Japan

漁業経済論集

33－2

57－3

44－5

17-1

30-3

39－4

28

31-3

31-3

30-4

31－3

10

47－4

30－4

31-3

38－3

1992

1992

1992

1992

1992

1992

1992

1992

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

34-11993

45-121993

38-12

20

2
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1993

1993

1993

1993

1993

1994
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E､､マンチェロ・北窓時漁業経済論集
男

1994インドネシア地方都市における漁業
発展とその特質一マルク州アンボ
ン市の事例

1917年バリ大地震一植民地状況にお
ける文化形成の政治学

表層の遊戯一バリの闘鶏に関するも
う1つの解釈

東マレーシア・サバ州における人の
移動一スルー諸島からのバジヤブ
族の移動を中心に

マカッサル人の山村における文化生

態系の動態一インドネシア共和国
南スラウェシ州における治山プロ
ジェクトの影響

フィリピン農地改革の新形態一ル
イシタ農園における株式分配方式の
実態

地縁技術の形成とその危機一ジャ
ワ島東部北岸地域におけるパヤン漁
業の事例

インドネシアにおける巻網類漁業の
地理的展開

FishMarketingSystemsinNorth
Sulawesi:theDevelopmentof
CommercialFisheriesandIts

ImpacttoDistributionof
FisheriesProduce

スマトラ泥炭湿地に暮らす人びと

マカッサル人の山村における文化生
態系の動態一インドネシア共和国
南スラウェシ州における治山プロ

ジェクトの影響

フィリピン稲作農村の開発問題

フィリピン首都圏近郊における農村
工業の生成一ラグナ州の輸出向け
衣料下請業の事例

「インドネシア」の見方一行政空
間の認識とその変容

存亡の危機から民族の新生へ－ピ
ナトゥボ大噴火とアエタの生存戦略

マニラ都市の歴史

35－2

国立民族学博物館研究報告永測康之

吉田竹也

浜元聡子

19-2 1994

南方文化

南方文化

199421

22 1995

東南アジア研究井上真 33－2 1995

太田和宏 アジア経済 36-10 1995

漁業経済論集北窓時男 36-1 1995

北窓 時 男漁業経済論集

E.､マンチェロ・山尾政漁業経済論集

1995

1995

36－2

36-1

博

安部健一

井上真

地理

東南アジア研究

40-10

33－2

1995

1995

石代吉史

菊池真夫

地理

アジア経済

1996

1996

41-11

37－5

東南アジア研究

民族学研究

学芸出版社

学芸出版社

人文地理

加藤剛

清水展

34-1 1996

199661-2

R.M.サラゴーサ城所

哲夫・木田健一訳

S.H.ホワイト栗林久
美子・山内奈美子訳

石大吉史

1996

ペナン都市の歴史 1996

1997中部ルソンの農村社会と住民生活一
ヌエバ・エシハ州の一米作農村を例
として－

インドネシア・バリ島における園芸
農業の立地

フィリッピンにおける地域開発戦略

の変遷

開発入植と地域変化一ミンダナオ島
コロナダル・バレーの事例一

Socio-EconomicSystminthe
WesternPacificIslands-The

PracticeofParaIsland

community,Indnesia-

49－3

地理誌叢

地理科学

地理科学

水嶋一雄

神田道夫

梅原弘光

EddyM州TJORO

７
９
９
９

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

3 9 － 1

54－3

54－3

南太平洋研究-SouthPacific

Study-

20－1
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小田宏信 人文地理学研究東アセアン成長地域構想下における
地域経済開発の進展一南部ミンダナ
オ地域とその中心市ダバオを事例に
して－

インドネシア、バリ島における農
業・農村地域の変容－新しい農業形
態としての園芸農業の立地と発展一

242000

水嶋一雄 地理誌叢 4 2 - 12001

16.太平洋の島

地理学評論

地理教育

デーヴイスの小アンチール諸島研究
(W.M.Davis)

南洋ヤップ島旅行記（1）．（2）

七
六

龍
幸

木
谷

東
坪

1-91925

5－4．51926．

27

6-101930

16．171932

1－11933

23-11935

地理学評論

地理教育

地理学

地理教育

八幡一郎

員木哲三

飯本信之

岸彰忠

パラウ島の古代衆落祉

ヤルート島所見（1）．（2）

所謂新南群島先占問題

南洋パラオ諸島アンガウル島の燐鑑
業の現状

サイパン支磨管内の人口地理の二三

南洋群島の現状について

南洋に於ける邦人の事業

南洋の島々（1）～（7） 郎

郎
禰
三

毒
忠
久
利

丸
彰
松
山

中
岸
園
田

地理教育

地理学

地理学

地理教育

23-1

3－4

6－11

23．24

1935

1935

1935

1935-

36

1936

1938

1938

1938

1938

1939

1939

1939

1939

1940

地理教育

地理

地理学

地理

地理学

地理教育

地理単

地理単

地理畢

地理論叢

坂上隆一

圃島秀雄

園松久禰

圃島秀雄

秋岡武次郎

山内豊保

常夏の島に季節を尋ねて

ニュージーランドの産業

南洋に於ける邦人の事業二．三

ハワイ諸島の人文地理

太平洋上の邦領島喚

南洋の旅[二］

パプア島探検記

太平洋上の島々

南洋の奇習バリーの「アベン」

英領西太平洋諸島に於ける軍一栽培
に就いて

ハワイ諸島

グアム・ミッドウェイ・ウエーク

ガラパゴス群島

ニューカレドニヤ

サモア諸島・ソシエテ諸島

フイジー小誌

甘蕨のテニアンと燐鍍のアンガウル

我が南洋群島の水産業

パラオ諸島に於ける員珠貝養殖業

ニューギニア人の農業

５
虎
６
２
５
別
１
５
５
４

卜
号
二
・
」
一
一
」
ト

２
刊
１
６
７
７
７
１

－
ｍ
叩
叩
叩
石
口
０
。
◆
皇

公
日
ロ

日本経済地理研究所

斎藤忠

山内豊保

御子柴幸一

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理教育

地理

地理学

地理学

酉水孜郎

米田正武

吉村信吉

武見芳二

新井浩

吉井正敏

尾野作次郎

青野毒郎

大村肇

L・』ブラーズ・中野
弘課

杉浦健一

塚田康夫

石井泰義

犯
犯
詑
記
躯
銘
記
４
イ
３

－
９
一

３
０１

1940

1940

1940

1940

1940

1940

1940

1940

1941

1942

地理学研究

地理肇

地理聖

パラオ島民の芋田耕作

ニューカレFニヤ島概観

ニューギネア近海の二島

８
下
－
３
ｎ
１

一
ｍ
１
‐
－

１
１
２
２

1942

1943

1943

松津光雄・木内信燕

上野福男

地理筆

地理学研究

ニューギニア旅行談一封談一

グワム島を観る

1943

1943
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民族学研究

民族学研究

民族学研究

ココ榔子と人生一ニューブリテン島
北部ガゼル半島トーライ族の生態一

サゴ郁子の生み出す文化一ニューギ
ニアの植物民族学一

西部ニューギニア原住民の社会組織
－特に部族の構造について－

ニューギニアの南北文化横断線

ミクロネシアに於ける「同生地族」
の形式

ハワイ諸島

ミクロネシア原住民の政治組織?民
主的なパラオ島民と封建的なポナペ
島民一

太平洋諸島

ハワイの島々（アメリカ見聞記）

W，B、ジョンスン：大平洋諸島の農
業

南洋における中国人の集団移民の特
異性について

ハワイ郡島のスケッチ

ポリネシアの島一南海にトンガ王国
をたずねて－

ニューギニア島の森林資源

オセアニア・南極地方一現代地理学
大系（3）世界地理一

大平洋諸島文化の研究

Fatuhiva島（ポリネシア・マルケサ
ス諸島）の人口と集落

大平洋離島の生態

英領ソロモン諸島調査概報

西部ソロモン諸島における民族学的
調査の覚書き（上)、（中)、（下）

西部ソロモン諸島における考古学的
調査の概報（上）、（下）－集落の
移動と生活空間一

西サモアの村落（要旨）

大平洋諸島における文化変容一ポリ
ネシアのラロイア島を例として－

西サモアの村落一居住様式を中心と
して－

ガラパゴス諸島一「進化論」のふる
さと－

世界の文化地理第18巻オセアニ
ア

ポリネシア－宗教・土地・住居一

ポリネシアの村落と居住様式

太平洋地域におけるポリネシア人の
民俗移動

サモアの村落生活と建築作業

西サモアの住居形態と住まいかた

13-41948石川元助

泉一

泉一

13-41948

14-31949

泉一

奥野彦太郎

民族学研究

民族学研究

1949

1949

14-4

14－3

世界地理大系

人文

石田竜次郎

杉浦健一

4～1951

-1951

世界地理大系

天文と気象

人文地理

村松繁樹

和達夫

藤本利治

-1951

1951

1953

４
２
２－５

呉主恵 人類科学 Ⅶ1955

大矢雅彦

薮内芳彦

地理

地理

1962

1962

7－1

7-1?5

電力中央研究所

古今書店

1962
国今

1962石田竜次郎・矢沢大
二・入江敏夫編

薮内芳彦

石川栄吉

人文地理

民族学研究

15－4

.29-1

1963

1964

I

9ー3

38-2

28-3,-4

薮内芳彦

伊藤清司

伊藤清司

地理

史学

史学

1964

1965

1965

『e
■ーQ

11.jI

近藤正史 史学 38-2,31965

F号
6－

勺

杉本尚次

別技篤彦

人文地理

地理

18-41966

11-81966

iO

杉本尚次

伊藤秀三

佐藤久・石川栄吉編

民族学研究

中央公論社

講談社

31－31966

1966

1966

薮内芳彦

杉本尚次

能登志雄

大明堂

ポリネシア

東北地理

1967

1967

1967

(大明堂）

19-4

杉本尚次

杉本尚次

民族建築 601967

1967日本建築学会近畿支部研究論文報
告集

北方林業

世界の旅一河出書店一

ソロモン群島バガ島の森林資源

オセアニア世界一文化地理的にみ
る－

ハワイ諸島の観光産業

滅びゆく部族の社会一パラワン島南
部山地民ケン・エイ族について－

藤井清

石川栄吉

19-41967

1967

植村元覚

大島巽二

地理

人文論究

13-12
pｻ

19-1

1968

1968
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ポリネシアの家政哲学

巨大な鳥篭の中の生活像一サモアの
コミュニティとプライバシーー

ポリネシアの伝承文化

太平洋諸島における居住様式の研究
資料

ミクロネシア諸島民における母系制
社会の解体過程

メラネシアの村落構造一土地所有を
中心に－

UrbanProblemsofthePacific

Basin-SomeExamplesfrom
Hawaii-

南西太平洋一オーストラリア・
ニュージーランド及び太平洋近隣島
喚の地理一

トンガ諸島における社会諸階級の起
源一「ソビエト民族学」1958年
第1号一

中部太平洋ミクロネシアの自然と人
間生活－特にマリアナ諸島中のグ
アムの過去と現在一

ニュージーランド－その自然と人
びと－

マリアナ諸島の自然と生活

オセアニアの魚ロウ文化

ニューギニア、セピック流域のカナ
カ族の生活空間

PhysicalGeographyinNew
Zealand

ポナペ島一生態学的研究一

西サモア村落再訪記

NotesonAncientSettlementin

Hawaii

ハワイ諸島の地理的概観

ニュージーランドの都市と田園

ニュージーランド、水と気候の旅
（1）．（2）

トレス海峡諸島調査記

ハワイ島コナにおけるコーヒー栽培
と日系社会の変遷（英文）

プカル環礁における居住と人口動態

ミクロネシア・ポナペ島の生活様式
に関する参与観察ならびに若干の考
察（続）－パンの実を中心としてみ
た食生活

トレス海峡諸島調査記1～(6)

トレス海峡諸島の漁携文化マブイ

アグ(Mabuiag)島を中心に
南太平洋島喚の都市-アピア（西サ
モア）を中心として

パプアニューギニアの現地事情

タヒチ首長国の構造

マーシャル諸島民の空間認識-伝統
的海図を中心に－

ハワイ移民の歴史一新天地を求めた
苦難の道

石川栄吉

石川栄吉

石川栄吉

杉本尚次

牛島巌

石川栄吉

DavidH・Kornhauser

カンバーランド・石田

寛・浅黄谷剛寛共訳

Takarev.S.A

訳

前田和夫

堀正一

前田和夫

薮内芳彦

高木秀樹

スーンズ

林基

今西錦司編

杉本尚次

VirgilW.Meeker

加藤喜蔵

木内信蔵

関口武

杉本尚次

島袋伸三

畑中幸子

宮崎清

薮内芳彦ほか

松本博之

杉本尚次

森正治

石川栄吉

石森秀三

島岡宏
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被服文化

都市住宅

小原流挿花

桃山学院大社会学論集

民俗学研究

史苑

TheScienceReportsofthe
TohokuUniversity(Geography)

朝倉書店

専修人文論集

三重社会

古今書院

東京書籍K.K.月間「高校通信」

人文研究（大阪市立大）

徳島大学芸紀要（社会科学）

地理科学

講談社

季刊人類学

TheScienceReportsofthe
TohokuUniversity(Geography)
日本私学教育研究所調査資料

不動産研究

水利科学

国立民族学博物館研究報告

琉球大法文学部紀要（史学・地理
学）

季刊人類学

千葉大工学部研究報告

地理

民族学研究

歴史地理研究と都市研究（下）
[大明堂］

木材工業

歴史学研究

環境と文化一人類学的考察[日本
放送出版協会］

国書刊行会

1－2

19-12

14-18

34-1

29－2

22－2

11

18

133

26－8

23

23

6－2

25-1

35

17-2

19-1-4

1－2

20

8－1

28－54

22-4～9

41-4

33-11

463

1968

1968

1969

1969

1969

1969

1972

1972

1973

1973

1973

1974

1974

1974

1974

1975

1975

1975

1975

1975

1975

1976

1977

1977

1977

1977

1977

1978

1978

1978

1978

1978



日本建築学会論文報告集 1978八木幸二 272湿潤および乾燥熱帯における農村住
居の基礎的研究（1）－ソロモン諸
島における農村住居[英文］

食物の共有・交換・分配をめぐって
一ミクロネシア・トラックの調査報

告

トレス海峡諸島の文化変容とその史
的背景

続トレス海峡諸島調査記1)～(6

海外における真珠養殖業の現地労働
力一西オーストラリアにおけるトレ
ス海峡諸島民

ハモンド島（トレス海峡）の村落と
住居

オセアニアの新独立国「キリバス」

パプアニューギニア高地人の生態
（総説）－食生活を中心として

トレス海峡諸島における文化変容の
空間的側面

ダーンリイ島における政治的変化一
トレス海峡諸島の社会変化

マビオグ<Mabuiog>島における気
象現象の認知について－トレス海峡
諸島の伝統的環境観の一面

日本人契約移民の適応特性一ハワイ
とブラジルの比較研究から

パプア南西岸地帯における地域社会
の諸相一マワタMawata村を中心と
して

“嵐の星”と自然認識一サワタル島
における民族気象学的研究

ウートがたちあがるまで－トラック
諸島トル島におけるウート建設過程
の報告

ミクロネシア・ヤップ島のタロイモ
とヤマイモ

サンゴ礁地域における微小国家の形
成

ニュージーランド南島Canterbury地
方の土地利用について

ニュージーランド南島Canterbury地
方主要部における農業的土地利用に
ついて

Acculturationand

ChistianizationinTorresStrait
Island

第三次トレス海峡諸島調査記
（1）～（6）

魚・イメージ・空間一サワタル島民
の航海術における位置認識のしかた
について

グアム島における地誌学的考察

未開と文明と一パプアニューギニア
での解遁

トレス海峡諸島の経済的現状一モア
島を事例として

ハワイ諸島の人口特‘性と経済・都市
景観

パプアニューギニアの林産業

民族学研究 197843－2河合利光

オーストラリア研究紀要 19784

23-7～12

大島雲二

地理

漁携文化人類学[風間書房］

1978

1978

大島雲二ほか

大島雲二

国立民族学博物館研究報告 19783-1杉本尚次

海外事情

大阪市立大生活科学部紀要

1979

1979

27-1

27

越村衛一

小石秀夫ほか

人文地理

人文論究

愛媛大教養部紀要

1979

1979

1979

橋本征治

瀬川真平

松本博之

31-4

29－2

12

武蔵野台人文学会雑誌

愛媛大教養部紀要

横山定雄

松本博之

1980

1980

11－2～4

(合併）

13

季刊人類学

季刊人類学

秋道智禰

湊川慈男

０
０
８
８
９
９
１
１

11-4

11-3

日本民俗風土論[弘文堂］

地理

牛島巌

斎藤毅

今井敏信

今井敏信

1980

1980

1980

1980

25－8

西村嘉助先生退官記念地理学論文
集[古今書院］

文化紀要（弘前大教養部） 14

大島妻二 198029KwanseiGakuinUniversity
AnnualStudies

大島巽二ほか

秋道智禰

地理

季刊人類学

1980

1981

25-1～6

12－2

地理学と地理教育[古今書院］

地理

氏家武

山口恵一郎

1981

198126-11

関西大文学論集 1981

1982

1982

橋本征治

山崎健

武田八郎

30－4

地域－その文化と自然〔福武書
店〕

林業技術
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パプア南西岸パラマ島の人口変動と
文化変容

パプアニューギニアの社会と経済

西サモアと日本人酋長一村落調査記
（1965～1980）

自然に生きるニューギニア高地人

南太平洋諸国における経済と農業

ニュージーランド南島の殖民とゴー
ルド＝ラッシュ

トレス海峡諸島民(TorresStrait
Islanders)の人間関係-マブオグ・
バドゥを事例として

ポリネシアの伝統的航海についての
諸論議

西カロリン群島・ウルシー環礁社会
におけるにおける土地保有集団一母
系，夫方居住婚社会における親族集
団構成

神秘の島ガラパゴス

大島雲二 人文論究 1982

谷内達

杉本尚次

アジア経済研究所

古今書院

1982

1982

小島正彰

金井道夫

川崎茂

地理

農業総合研究

地域－その文化と自然〔福武書
店〕

愛媛大学教養部紀要

1982

1982

1982

松本博之 1982

池野茂

牛島巌

桃山学院大学人文科学研究

歴史人類

1983

198311

小学館

西日本漁業経済論集

群馬大学地理学会論文集

テュイ・ド・ロイ・

ムーア八杉龍一訳

由比浜省吾

1983

1983

1983

ニュージーランドの漁業の動向につ
いて

NewZealand紀行一第15回

PacificScienceCongressに参加
して

TheEarlyJapaneseImmigrantsin
Hawaii

サタワル島における伝統的航海術の
研究一島喚問の方位関係と海域名称

さんご礁島における漁業と海面利用
形態一トレス海峡中部諸島の例から

トレス海峡諸島の社会史?社会構
成・島民・漁携

ニュージーランドは詩う

ニユージーランドの自然地誌

明治中・後期のハワイ北米移住?ひ
とつの数量的把握の試み

パプア・ニューギニア熱帯降雨林に
おける植林

ハワイ州における土地利用計画と観
光開発の誘導

フイジーにおける土器づくりの技術

とその系譜

ポナペ島民の生活様式（2）

サタワル島における伝統的航海術の
研究一洋上における位置確認方法と
エタックについて

ポリネシア

24

山内秀夫 11

上武大学論集

国立民族学博物館研究報告

西日本漁業経済論集

愛媛大学教養部紀要

そしえて

東京成徳短期大学紀要

大阪大学経済学

林業技術

都市問題

関西大学考古学等資料室紀要

IrisEkita

秋道智弥

大島妻二

松本博之

15

４
４
４
４

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

25

堀淳一

秋山秀一

猪木武徳

1984

1984

1985

17

森正次

ロシディス・ニコス

橋本征治

5161985

1985

21985

茨城大学地域総合研究所年報

国立民族学博物館研究報告

木本英人

秋道智弥

181985

1985

p.ベルウツド池野茂

訳

由比浜省吾

大明堂 1985

地域をめぐる自然と人間との接点
(細井淳志郎先生退官記念論文集）

愛媛大学教養部紀要

ニュージーランドの林業について 1985

1985トレス海峡諸島の社会史（2）－キ
リスト教の布教

太平洋地域におけるタロイモ潅概耕
作一フィジーを中心として

MarketinginPapuaNewGuinea

パプアニューギニア・イワム族の農

耕に関する民族分類の予備的報告

松本博之

橋本征治 関西大学文学論集 百周年記1986
念

1986

1986

田島康弘

吉田集而

南海研紀要

国立民族学博物館研究報告
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日本委任統治下南洋群島の公学校に
おける地理教育一『国語読本』及び
地理科教授要目を手がかりにして

オーストラリアとニューギニアの間

〔英文〕一トレス海峡の生態的・文
化的多様′性，とくに水産資源の利用
について

パラオの食事雑考

ニューギニア・セピック下流地域の

交換関係－その予備考察

ハワイオワフ島における入院患者の
医療行動パターンに関する分析[英
文］

フイジーのインド商人

ミクロネシアと中島敦

航海術と海の生物一ミクロネシアの
航海術におけるPwukofの知識

タイム・パルス・イ・カム一パプア

ニューギニア，ミアンミン族におけ
る西欧社会との接触と社会変容

航海術と海の生物一ミクロネシアの
航海術におけるPwukofの知識

歴史のマーカーとしての地名と人名
一パプア・ニューギニア，ファス族
の歴史意識

ミクロネシアから世界・日本を見る

ミクロネシアの土地所有と社会構造

パプアニューギニアの農業と農作物

中央・西カロリン諸島における土
地・血縁・称号

裁判記録からみたポナペ島の土地所
有

ミクロネシアの茎漁一漁具・漁法の
生態学的研究

ニユーカレドニアのニッケル鉱山

パプアニューギニアのプロフィル

現代を生きるニューギニア高地の
人々

生態環境，物質文化，分業形態
（ニューギニア高地のインボング族

第3回）

ニューギニア高地における近代貨幣

経済の導入（ニューギニア高地のイ
ンボング族2）

祖先の失った富一パプアニューギニ

ア，ミアンミン族の神話と戦争・移
動をめぐる一考察

パプアニューギニアにおける環境と
食生活

ミクロネシアの茎漁一漁具・漁法の
生態学的研究

ポリネシア社会の進出とハワイ型首
長国の出現

サワタル島における集団改宗一キリ
スト教と伝統宗教

フイジーにおけるキリスト教受容の
過程と実態一文化変容再考

寺本潔

大島雲二

日比野光敏

豊田由貴夫

佐藤都喜子

橋本征治

浦田義和

秋道智弥

熊谷光喜

秋道智弥

栗田博之

吉本健一

須藤健一

内田実

牛島巌

中山和芳

秋道智弥

森康成

大矢雅彦ほか

熊谷圭知

塩田光喜

塩田光喜

熊谷圭知

大塚柳太郎

秋道智弥

後藤明

石森秀三

橋本和也
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新地理

地理学評論Ser.B

岐阜地理

民族学研究

地理学論評

国際協力

南島文化（沖国大）

国立民族学博物館研究報告

阪南論集（人文・自然科学編）

国立民族学博物館研究報告

民族学研究

地理教育

国立民族学博物館研究報告別冊

地理

国立民族学博物館研究報告別冊

国立民族学博物館研究報告別冊

国立民族学博物館研究報告別冊

地理

地理

地理

アジア経済

アジア経済

阪南論集（人文・自然科学編）

地理

国立民族学博物館研究報告別冊

民族学研究

国立民族学博物館研究報告別冊

国立民族学博物館研究報告別冊

巳字

27

52－2

1986

1986

1987

1987

60B-11987

384

9

13-1

1987

1987

1988

23-41988

13-11988

52－41988

17

6

34-7

6

1988

1989

1989

1989

61989

61989

34-5

34-7

34-7

1989

1989

1989

30-91989

30-61989

25－1．1989

2．3

34-71989

61989

54-11989

61989

61989



ヤップ島のコミュニケーション・
ネットワークーバス交通が結ぶface

toface関係

ヤップの人と生活

パラオ諸国の歴史と地質

アメリカ，ワシントン州，サンフア
ン諸島の島唄地域特'性

豚をめぐるメラネシアの社会

パプア南西岸漁村における食生活の
変化一パプアニューギニア西部州カ
タタイ漁村調査報告

ソロモン諸島と開発

大地の破壊，民族の創成-1988～90
年ブーケンヴイル島分離独立運動の
経過と本質

パプア南西岸漁村における食生活の
変化一パプア・ニューギニア西部州
カタタイ漁村調査報告

変わるトンガの食生活

フイジーの一村落における文化の動
態

首長制とキリスト教一ミクロネシ
ア，ポーンペイ島とコシャエ島の事
例

太平洋諸島ガイドー南の島の昔と今

風の民族誌，あるいは風の民族詩一
トレス海峡諸島民のもうひとつの自
然

明治18年の日本人出移民再開の一考
察一ハワイ官約移民制度成立にみる
人的背景について1

現代フイジーの農耕

フィールドノート：ナマコ漁が始
まったパプア南西岸の村一パプ
ア・ニューギニア西部州カタタイ漁

村調査報告

現代フイジーの農耕

メラネシアー伝統と近代の相勉

アオテアロア－ニュージーランド

南へ北へ

明治18年の日本人出移民再開の一考
察一ハワイ官約移民制度成立にみる
人的背景について（2）

島喚に生きるオセアニア1

航海術と海の空間認識一中央カロリ
ン諸島・Satawal島における事例

ハワイ諸島の国家形成と人口論的基
盤

ハワイにおける日本人の居住地・出
身地分布-1885年と1929年
ニュージーランドのオークランド都

市周辺農村における農業的土地利用
の変化とその地域的性格一マヌカ
ウ市クレブドン地区の場合

SustainableChangesof

AgriculturalLandUseinNew
Zealand

小林繁樹

日比野光敏

坂田澄夫・八田明夫

堂前亮平

熊谷圭知

田和正孝

関根久雄

塩田光喜

田和正孝

村山伸子

春日直樹

中山和芳

牟田清

松本博之

島岡宏

橋本征治

田和正孝

橋本征治

橋本征治

橋爪若子

島岡宏

石川栄吉監修大塚柳
太郎ほか編

秋道智弥

後藤明

飯田耕二郎

菊地俊夫

菊地俊夫
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岐阜地理

地学雑誌

アメリカ・カナダの自然と社会
[大明堂］

地理

漁業経済論集

民族学研究

アジア経済

漁業経済論集

地理

民族学研究

国立民族学博物館研究報告

古今書院

国立民族学博物館研究報告別冊

大阪学院大学国際学論集

ジオグラフイカ・センリガオカ

人文論究（関西学院大）

ジオグラフイカ

大明堂

古今書院

センリガオカ

大阪学院大学国際学論集

東京大学出版会

国立民族学博物館研究報告

国立民族学博物館研究報告

人文地理

地学雑誌

Geog.Rept.OfTokyo
MetropolitanUniv.

6

31

99－3

36－8

32

56-1

32-12

32

36-12

55－4

16-3

15

3－2

1

41-4

1

4－1

18-4

19-1

46-1

103-4

1-30

1989

1990

1990

1990

1991

1991

1991

1991

1991

1991

1991

1991

1991

1991

1992

1992

1992

1992

1992

1992

1993

1993

1993

1994

1994

1994

1994



民族学研究

国立民族学博物館研究報告

木下太志

清水昭俊

59－4 1995

1995

ニユーギニア高地における人口支持

力、適度人口およびBoserupモデル

ミクロネシア連邦、コシャエ州およ
びポーンペイ州からの海外移民の動
向[英文］

変わりゆくパプアニューギニア

「絶滅」の神話を超えて一現代に
生きるタスマニア先住民族

ニュージーランド・マオリにおける

集団形成の原理一ハブの概念を中
心として

ニュージーランドにおける地理教育

一その人気の要因

ハワイにおける日本人の職業構成
-1910年代～1930年代

20－4

丸善

地理

1995

1995

田和正孝

細川弘明 40－7

民族学研究武者根理子 199559－4

井田仁康

飯田耕二郎

新地理 1995

1996

43-1

1920年代ハワイ日系人アメリカ化
の諸相［同志社大人文科学研究
所］

1920年代ハワイ日系人アメリカ化
の諸相［同志社大人文科学研究

ハワイにおける砂糖キビプランテー久武哲也
ションとエスニック構造の多様性

1996

所］

明石書店

兵庫地理

秋道智弥ほか編

小河文雄

1996

1996

ソロモン諸島の生活誌

発問を中心とした考える力を養う地
理授業一「太平洋の島々」におけ
る実践

SustainabilityofDairyFanning
LocationintheAucklandRegion,
NewZealand

ニュージーランドにおける航空旅客

流動

ラブリーニュージーランド

世界地誌学習における「他国を見る
目」の教材化一中国、ニュージー
ランド、日本の生徒の調査に基づい
て

大平洋島喚地域の地理学的研究一パ
ラオ共和国（ベラウ）を事例とし
て－

41

菊地俊夫 Geog.Rept・OfTokyo
MetropolitanUniv.

31 1996

井田仁康 筑波大学人文地理学研究 20 1996

井田仁康

井田仁康ほか

二宮書店

社会科教育研究

1996

199675

兵庫教育大地理学水間達也 3 1998

17.その他の世界の島

地理教育マリヨルカ島の人文地理上の観察
（一）～（四）

蘭領東印度の人口事的考察

地理畢放話一ハワイの所属・北支の
自治

ギリシヤの島々をめぐる

悌領印度支那の自然と産業

蘭領東印度諸島の戦略的候件

東印度に於ける宗教戦

東印度諸島都市の地理学的研究

アンダマン列島地誌

蘭領西印度

東印度諸島都市の地理畢的研究

スピッツベルケン諸島

地中海および大西洋の島々

西インド諸島

田中阿歌麻呂 4－2 1926

地理教育

地理単

田中館秀三

沼川経

13－6

4－1

1931

1936

田中館秀三

国松久禰

斎藤忠

別枝篤彦

地理肇

地理学

地理学

地理学

地理学

地理学研究

地理学研究

地理筆

世界地理大系

世界地理大系

世界地理大系
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６
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一
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４
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一
一
一
一
一
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９
９
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１
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１
１
１
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１
１
１

一
一
一

伊藤知暁

新井浩

H・レーマン、

川上健三

村松繁樹

喜多村俊夫

秋本太二
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インド洋諸島

マダガスカル島及びアフリカ周辺島
唄

ハンス：スコットランド北西部にお
ける離島外へブリデスの水産業

ロブケイン：砂糖の島の将来、モー
リシャス島の国情と住民

セイロンの経済開発

カナダ北極郡島

マンチェスター、C.A・Jr.:
ハワイ諸島の地理

セイロン島におけるプランテーショ
ン農業の成立

西南セイロンの農村経済

ギリシャの島々－エーゲ海ヨット周
航記一

強盗島諸島の地図について（要旨）

キユーバの農業一統計に基づく農地
改革の前と後一

Island島への植民-8世紀前後の北
大西洋の島唄一

キユーバの農業改革-1966年肌0
世界農業改革会議報告一

キューバにおける奴隷制＝砂糖プラ
ンテーションの発展一ひとつの覚え
書き－

APunjabPlainVillage:Some
Socio-CulturalAspects

アイルランド島一その地理的ス
ケッチ一

アイスランド紀行

漁業水域をめぐる英国・アイスラン
ド紛争－たら戦争一

インドのこころとインドネシアのこ

ころ-文化の伝播と受容の立場から－

マダガスカル島の共同体一アジア的
生産様式によせて－

プランテーションの概念とその変容
一スリランカの茶のそれを例としつ
つ－

19世紀末のシチリアの土地所有構造
一「シチリア・ファッシの反乱」と
シチリアの農業・土地問題(1)

地中海，アンチル諸島およびポリネ
シア海域におけるマグロ類養殖の展
望

スペイン地中海島喚の伝統的農村に
おける最近の変化一イビサ島サン・
マテオ教区を事例として

島喚社会の変貌一マルタ諸島ゴゾ島
における事例

ナクソス島の村落共同体一フイロ
テイ村の放牧共有地を素材に

マルチニク島の漁民

島喚社会の変貌一マルタ諸島コゾ島
における事例

地中海島喚社会の総合的研究

小笠原義勝

田中実

世界地理体系

世界地誌叢書

５
５

1952

1953

石井泰義

岸本実

地理学評論

地理学評論

28-121955

28-41955

栗本弘

楠宏

関口武

アジア経済研究所

地理

地理

1962

1963

1963

8－6

8－5

中村尚司 アジア経済 5-11964

中村尚司

佐々木静一

アジア経済

日本経済新聞社

6-41965

1965

木村東一郎

西川大二郎

地理学評論

地理

39－9

12-6

1966

1967

相模女子大紀要

三好四郎国際問題研究所紀要

大塚光子 311968

451970Jimenes,A.N
訳

池本幸三 社会科学研究年報（竜谷大） 11970

石田寛

佐々木博

広島大文学部紀要

立正大文学部論叢

31-11972

431972

中島香子

小沢俊郎

地理

外務省調査月報

18-7

15-3

1973

1974

別技篤彦

菊池一雅

安藤菖寿男

史苑

歴史評論

34－21974

3041975

守り

愛知大法経論集30周年記念論文集
経営篇

1976

経済論叢丸山優 120-3．41977

うみジャック・ペローほか 15-1 1977

栗原尚子 一橋論叢 80-61978

一橋論叢

一橋論叢

竹内啓一

松本栄三

80-61978

80－61978

探検地理民族誌[中央公論社］

一橋論叢

石塚道子

竹内啓一

1978

80-61978

一橋大地中海研究会 一橋論叢 80-61978
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11-11979HitotsubashiJournalofSocial
Studies

竹内啓一・栗原尚子SomeRemarksonInternational

TourismintheMediterranean-

WithaCaseStudyintheMaltese
Islands

仏領アンチル諸島 24－81979

18-61980

ギイ・ラーセル，菊池
一雅訳

栗原尚子

地理

一橋論叢イビサ島における一九世紀の人口構
成一ザン・マテオ教区を事例として

パナイ島の沿岸漁業（中間報告）

レンネル島における漁携活動
（上）．（下）

ヨーロッパ島喚連絡交通網の整備

東インド諸島への航海大航海時代
叢書第2期10

セイロンにおけるコーヒー・プラン

テーション労働力の調達をめぐる諸
問題

バレアンス諸島の都市誌

古代スリランカにおける潅概文明

高地シンハラ農村の″内と外″－
ウーヴァ県バッドウラ郡T村からの
報告

低地シンハラ人の伝統，村落，工場
労働一スリランカ南部農村調査予報

稲作と自然・住民-スリランカの農
業

スリランカの気候変動と農作物生
産・土地利用の変化

スリランカの焼畑農村

スリランカの農耕文化

マダガスカル南部半乾燥地域の水資
源について

市場と女'性労働の役割一カリブ海小
アンチール諸島の場合

カリブ海地域における"公園の意味”
一仏領小アンチール諸島の場合

スリランカの経済と社会?研究上の
問題をめぐって

LandUseandSeaSurfaceUseof
CoralIslands

観光業と社会主義一セイシェルの政
治と経済

貯水システムに関する考察一スリラ
ンカ潅概農業論の試み

スリランカにおける降雨量と米作
〔英文〕

AgriculturalTransformationin
Maningamuwa,aVillagein
DryzoneSriLanka

島々を巡る

広島修道大総合研究所レポート

史学

1980

1980

3．4

50-51

河野通博

近森正

長崎大教育学部社会科学論叢

岩波書店

291980

1981

竹内清文

ファン･ハウトマン・

ネック，生田滋訳
史学 51-31981池田年穂

堺女子短期大学紀要

地理

地理

18 1982

1982

1982

山崎俊郎

極根勇

渋谷利雄 27－3

民族学研究

地域

地理

47-11982

111982

27－31982

谷口圭子

市川健夫

吉野正敏

地理

地理

日本地下水学会会誌

３
３
１

一
・
一
，
－

７
７
４

２
２
１

1982

1982

1982

足立明

市川健夫

森和雄

大阪私立短期大学協会研究報告集

大阪薫英女子短期大学研究報告

地理

石塚道子

石塚道子

中村尚司

大島妻二

杉谷滋

中村尚司

1982

1982

1982

1983

1983

1984

1984

1984

９
７
１
１

27－3

KwanseiGakuinUniv.Ann.

Studies

経済学論究

32

37－3

96東洋文化研究所紀要

農業気象

東南アジア研究

吉野正敏・Ramasamy
Suppiah

高谷好一．S.D.G.

Jayawardena

40-1

22－2

日本西部沖縄朝
一
一
一伸

正
袋
森

島
近

世界の地理
日新聞社

史学

1984

198554生計戦略としてのセトウルメント・
パターンーレンネル島における集落
の変化

聖地スリランカ一生きた仏教の儀礼
と実践

美しい島．忘れられた島一コルシカ
島

アイスランドの自然環境

日本放送出版協会青木保編著

寺坂昭信

秋山秀一

1985

1985地域をめぐる自然と人間との接点

(細井淳志郎先生退官記念論文集）

地理学集誌 19854 ． 5
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アイスランド一人と自然環境

仏領小アンチール諸島における小家
屋"カーズ"一カリブ海プランテー
ション景観への一視点

スリランカにおける稲作技術の普及
過程と農民参加

スリランカにおける米作の農業気候

学的諸相〔英文〕

19世紀ニューファンドランドの経済
と社会

アフリカの離れ島コモロ

カリブ（ジャマイカ）の農業と農作
物

知られざる小アンチル諸島

カリブの自然－火の島，白い珊瑚
礁，青い海

シチリア島の開発と保全

16世紀以前の古地図にあらわれた
Palawan島

ニューファンドランドのフレンチ

シヨア一歴史的漁業権の古典例

セイシェルのコプラ産業

インド洋の島国セイシェル

世界のサンゴ礁地域の生態と文化

民族の場所一中央マダガスカル北
東部、シハナカ族における民族意識

南スリランカにおける森林再生の適
地評価

漁業儀礼考一スリランカ・タミル
漁村における地曳網漁をめぐって

森の民、湖へ行く－北東マダガスカ
ル、ベツイミサラカにおける伝統と
現在

ブレーメンのアダム「北欧諸島誌」
（下）

スリランカにおける民族問題の一側
面-1930年代の反マラヤーリ人運動

アイスランドの今昔一気候と人口
小論

フェロー諸島研究事始一既存の研究
の整理と資料一

秋山秀一

石塚道子

東京成徳短期大学紀要

大阪薫英女子短期大学研究報告

18

21

1985

1986

ピヤダーサ・

ヤカ

R.スパイイ

正敏

島田正彦

龍谷大学経済経営論集

地理学評論Ser.B

ダーサ・ラタナー

スパイヤー，吉野

26－3 1986

1986

1987

59－2

カナダ研究の諸問題旧本カナダ
学会］

地理

地理

森康成

永井皐太郎

32-10

33－7

1987

1988

坂田篤稔

大矢雅彦

地理

地理

33-7

33-7

1988

1988

杉原和之

木村宏

地理

京都外国語大学コスミカ

33－3

17

1988

1988

島田正彦 西日本漁業経済論集 29

35－8

1989

森康成

森康成

大島雲二

森山工

地理

地域と生活2[岡山大学地理学教

熱い心の島[古今書院］

民族学研究

1990

1990

1992

1992

２
５
１
１

７
２
８
１

５
３
１
３

写真測量とリモートセンシング

国立民族学博物館研究報告

東南アジア研究

K.ペレラほか

田中雅一

森山工

1993

1993

1993

塚田秀雄訳

川島耕司

浅井辰郎

塚田秀雄

人文学論集（大阪府立大）

社会経済史学

法政地理

奈良大地理

11

61-1

24

5

1993

1995

1996

1999
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望
’
二
（
届
巴
等

禦
朴
碧
ヨ
穏
画
慨
Ｋ
筈
塵
騒
黛
恩
三

○
二
１
ｓ
一
寺
ｌ
巴
三
・
国
◎
の
○
・
一
◎
の
○
・
』
．
。
つ
仁
図
号
Ｅ
国
一
望
（
◎
皇
。
。
ｏ
己
．
一
昔
丘
の
舌
・
璽
屋
や
璽
馬
匡
垂
Ｏ
Ｅ
Ｃ
と
①
匡
８
ｍ
①
Ｅ
〒
、
匡
一
』
①
胃
一
三
◎
の
①
彊
匡
○
悪
里

房
了
ふ
二
ａ
房
鱈
匙
計
倒
碧
騒
騨
倒
裂
員
甑
裂
ｅ
西
独
ヨ
制
く
営
鱈
創
堅

員
の
命
等
）
難
餌
碧
．
唾
駅
ｅ
弧
匿
陣
豊
』
の
曽
這
◎
の
。
①
弓
一
自
職
没
爵
三

等
の
１
つ
恩
Ｓ
漠
伽
雰
蝋
題
涯
朴
骨
、
牌
二
種
ｕ
醍
裂
・
餌
碧
ｅ
藩
宙
恒
四
円
・
佃
伽
里
堆
宙
忌
岱
醇
爵
９

ｍ
等
Ｉ
等
句
、
ｏ
全
ｏ
ト
・
弓
◎
く
・
昌
星
．
。
Ｏ
と
の
Ｅ
”
画
．
一
昔
屋
・
旬
屋
や
一
妥
童
も
の
匡
ｇ
⑩
の
屋
一
コ
一
昔
丘
の
彊
Ｅ
Ｃ
と
の
一
四
。
。
』
ｇ
廻
夢
Ｉ
Ｑ
①
の
ロ
園
９
－

卜
苛
，
も
の
園
（
一
）
の
一

雷
碧
呂
竃
鴎
囲
米
感
局
望

呂
１
局
（
ｓ
旨
剛
裂
幻
慨
圏
出
急
ｅ
医
Ｋ
萄
米
感
ｇ
堅

守
の
ｌ
湯
の
含
葛

瀞
浬
卦
作
余
ｅ
蟹
霞
錘
姻
ゆ
む
縄
里
骨
ｍ
ｅ
華
鴎
楢
劇
準
濫
餌
碧
烏
望

．
ｑ
の
函
ぬ
の
昼
．
ａ
・
◎
の
Ｑ
の
・
・
。
◎
の
酌
◎
の
。
．
Ｅ
く
Ｅ
の
五
．
』
且
辛
の
の
区
一
四
○
○
の
ニ
ト
の
画
の
一

召
Ｉ
こ
三
〔
巴
。
＆
・
で
の
。
●
ン
一
昌
呈
呂
俣
．
童
コ
コ
冒
珂
飼
吻
．
Ｎ
受
Ｅ
Ｃ
と
ｍ
Ｅ
ｏ
ｏ
言
』
８
－
爾
但
宝
豊
の
Ｅ
Ｃ
の
匡
○
謁
雲

苛
等
ｌ
一
等
お
罵
）
圏
認
甑
碧
牌
抽
ｏ
里
弧
田
津
仲
釦
ｅ
画
睡
銅
二
餌
自
認
蛙
圏
里

鎧
更
星
シ
室
の
で
偉
．
の
狸
⑩
○
口
の
で
》
の
①
“
こ
．
○
ン
の
二
》
で
こ
⑯

５
覆
侵
匡
但
も
２
－
２
８
９
望
図
の
彊
星
ｇ
Ｅ
ｓ
ｇ
◎
留
旨
狸
図
豊
星
Ｅ
層
。
」
一
窃
働
ｅ
①
名
５
月
⑰
２
５
－
穏
息
豆
２
８

召
’
一
含
芦
（
菌
◎
一
◎
の
ｇ
〔
己
。
．
⑮
甘
＆
：
－
．
の
三
厘
コ
皇
三
塁
２
．
ト
”
ど
旬
星
昌
吾
⑯
名
馬
亘
．
一
昔
屋
の
毛
も
狸
の
①
』
一
”
』
ｏ
ｏ
ｇ
の
運
の
名
曽
巨
の
◎
こ
◎
◎
Ｅ
の
一
号
臼
一
ｍ
ｏ
一
曽
一
◎
島
く
溜
三

担
曽
三
』
名
匡
．
農
ｇ
Ｑ
ｇ
材
豊
昌
。
シ
の
多

っ
５
５
冒
Ｅ
』
＆
海
２
－
２
８
冨
望
２
の
彊
星
冨
星
且
ｇ
ｏ
２
コ
程
圏
磐
Ｅ
Ｅ
２
Ｅ
－
闇
ど
の
彊
呂
ｇ
②
且
ｇ
冒
忘
豆
ｇ
ｏ
ｏ

鵠
ｌ
圏
言
漬
周
〕
↑
三
厘
コ
・
Ｑ
Ｅ
－
皇
２
．
時
８
厘
．
一
◎
の
》
匡
珂
星
昌
冨
珂
の
冨
旬
一
⑩
言
一
昔
丘
の
者
も
狸
の
①
』
’
一
⑪
』
。
◎
月
②
豆
の
彊
曽
層
の
◎
匡
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
一
号
ａ
一
旬
◎
一
曽
一
。
＄
く
呂
雲

命
で
こ
里
些
コ
ヱ
ョ
α
）
ｍ
Ｅ
－
Ｔ
”
宝
③
巨
童
○

・
等
Ｉ
恩
含
ｌ
一
等
・
勘
。
の
○
・
一
◎
の
。
．
』
．
◎
っ
・
烏
っ
も
こ
ｏ
冒
Ｆ
こ
ど
も
の
』
一
旬
』
。
。
ｇ
⑩
種
①
彊
曽
昼
』
の
ｇ
コ
望
。
。
』
の
．
。
』
磐
匡
一
Ｅ
⑮
』
ｆ
』
の
漫
。
冨
珂
一
』
⑯
Ｅ
・
⑩
Ｅ
昌
一
８
画
目
ご

葛
蝿
認
糾
誕
碧
牌
こ
い
型
墾
裂
ｅ
困
佃
伽
騒
鮭
創
竺

ｇ
－
ｌ
ｇ
－
守
葛
（
・
一
◎
の
ｇ
〔
巴
・
●
シ
壱
．
・
昌
星
皇
旦
ｏ
ト
・
ロ
の
匡
・
◎
あ
◎
く
の
の
．
○
四
塁
号
一
穏
言
旦
匡
◎
の
ぢ
Ｚ
扇
雲

園
の
ぞ
く
一
（
、
函
）
二
◎
の
①
函
一
ｍ
の
』
の
二
一
厘
コ
．
』
コ
ニ
コ
ヱ
Ｎ
．
』
程
の
、
１
コ
一
の
⑮
三
コ
三
コ
一
正
』
の
で
⑲
“
一
厘
種
匡
⑮
の
ヱ
』
．
Ｎ
の
函
、
』
鐸
の
、
マ
ー
の
一

ｇ
ｍ
ｌ
ｇ
哩
一
９
１
の
零
創
潔
緋
碧
綱
１
世
糧
壱
員
極
暑
ｅ
宙
Ｎ
鯉
里
樹
固
Ｋ
唾
困
空
倒
三
雲

圏
？
雪
『
等
卜
‐
尉
卜
・
監
雫
卜
冨
雲
環
耕
裂
漫
眺
騨
蕊
氏
ｇ
曾

望
１
国
与
雰
冷
幽
細
雰
綱
冨
試
轡
困
唾
喋
騒
撰
呂
竺

・
一
ヱ
・
多
旬
窒
Ｉ
の
倉
旦
的
望
三

唖
ら
ｌ
等
の
・
で
里
く
．
②
⑮
．
◎
と
．
』
の
号
曽
コ
製
の
・
更
匡
の
一
の
ｇ
の
○
⑩
．
”
こ
の
一
弓
あ
２
．
ｍ
面
ｏ
一
．
急
さ
Ｅ
Ｃ
の
。
匡
一
の
の
三
コ
一
言
丘
つ
仁
．
、
の
。
匡
匡
。
」
こ
◎
シ
曽
呈
の
あ
且
◎
の
一
画
ｏ
一
．
畳
』
ｏ
三
の
己
画
９
－

縄
？
ｆ
等
つ
（
二
）
・
彊
旬
三
Ｉ
の
量
旦
・
㈱
⑮
一
三
・
つ
里
く
．
一
昔
産
冒
．
、
⑩
。
Ｐ
に
ｆ
こ
◎
ン
普
呈
ｇ
の
２
．
の
画
ｏ
－
ｏ
量
ち
室
の
固
白
・
５
扇
湯
○
の
．
、
こ
の
壱
．
あ
２
．
の
一
曽
一
◎
量
ち
Ｅ
Ｃ
の
。
ｇ
雲

マ
ー
ー
（
二
里
。
重
◎
ト
．
こ
こ
．
．
ｇ
星
・
で
○
・
一
で
○
・
旨
◎
つ
の
と
．
○
三
昔
正
の
名
も
Ｅ
因
互
の
彊
星
ど
の
２
－
２
．
．
９
⑮
詞
』
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彊
匡
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＄
ぢ
Ｚ
己
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一
（
ｇ
望
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ト
・
ン
壱
．
・
昌
匡
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．
○
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一
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．
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・
』
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号
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⑩
。
Ｐ
匡
起
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ゼ
ｇ
Ｅ
２
ゼ
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こ
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多
８
厘
．
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一
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』
皇
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の
シ
』
．
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（
◎
２
．
．
３
）
．
一
昔
丘
の
君
も
の
』
．
ぢ
昌
吻
◎
一
曽
一
◎
①
。
己
雲

の
蔦
Ｉ
罵
垣
両
与
’
＠
ｓ
里
難
緋
碧
降
鴎
蝉
騨
観
尽
亜
鍬
ｇ
雲

ｇ
ト
ー
ｇ
廻
国
沼
ｌ
ト
苫
国
難
卦
碧
錘
唆
楓
ｇ
空

理
’
一
（
等
扇
禦
餌
製
廻
整
賦
碧
ｅ
囲
冨
営
醇
ｓ
雲

の
“
の
皇
国
・
の
つ
」
山
』
の
で
Ｎ
堂
お
こ
ぐ
ｍ
ｍ
ｍ
－

の
可
Ｉ
の
お
涙
．
旨
◎
つ
・
◎
◎
の
曲
◎
の
。
。
重
◎
ト

（
の
ロ
巨
星
聖
．
重
’
三
α
）
句
Ｅ
⑲
動
の
、
〆
つ
匡
因
ｏ
エ
句
ご
三
面
主
両
匡
三
○
星
望
の
シ
２
ト
い
の
の
一

己
寸
岸
‐
〔
戸
Ｆ
Ｉ
Ｉ
聞
己

（
磁
余
園
悪
ら
発
穐
倒
碧
篭
皿
）
種
拭
馨
虜

Ｊ
１
一
一
団
匝
匡
二
国
ニ
エ
ニ
ー
回
二
目
ｄ
亜
亜
ｌ
ニ
エ
壷

駐
畏
鰻

匹
・
○
ご
画
Ｅ
一
．
』

忌
凝
ヨ
粋

之
・
ｏ
ｍ
ｚ
両
吾
・
の
・
く
α
コ
三
○
ヱ

ヱ
・
記
ト
く
エ
９
９
ぬ
く
α
コ
二
ｏ
ｚ

・
の
震
く
α
コ
三
ｏ
ｚ

・
の
辱
く
α
コ
三
ｏ
ｚ

騨
轡
悟
長

Ｋ
孤
田
ヨ

廻
川
馬
糧
ヨ

置
侭
壌
鋼

・
至
言
エ
の
○
〆

ト
ー
く
室
く
室
○
コ
の
で
こ
旬
・
エ
⑯
口
珂
〆

ト
ー
く
塞
ぐ
三
○
コ
の
ロ
匡
旬
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エ
⑯
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、
〆

。
￥
・
一
く
ト
く
エ
で
匡
珂
・
エ
⑮
口
、
〆

之
・
ｏ
ｍ
ｚ
同
で
こ
”
・
の
↑
く
ａ
．
三
ｏ
ｚ

・
の
癒
妻
”
Ｎ
仁
珂
エ

・
の
面
至
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刷
匡
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エ

雷
川
艦
長
車

置
凝
ヨ
粋

ト
ー
く
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く
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○
コ
の
で
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”
・
工
⑯
ｐ
、
ン

之
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○
四
之
両
つ
匡
旬
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の
・
く
α
コ
室
ｏ
ｚ

ｚ
一
○
ｍ
三
Ｎ
つ
匡
旬
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の
曇
く
匡
．
三
ｏ
ｚ
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工
・
ン
・
ト
両
芝

愚
図
黒
升

腿
川
怜
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ヨ

・
の
前
妻
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宮
、
工

雷
園
田
堅
升

茜
因
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升

宕
川
隆
終
甑

・
三
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一
エ
○
コ
○
四
つ
仁
⑯
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エ
⑯
ｐ
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号
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二
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工
⑯
垣
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ン
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三
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面
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○
ト
○
三
コ
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目
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●
の
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Ｎ
ｚ
く
エ
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、
⑮
ン

●
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○
ｏ
ｚ
四
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仁
ｍ
・
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⑮
且
珂
去

・
の
面
彦
ｍ
Ｎ
匡
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劇
癖
判
株
Ｋ
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エ
⑯
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〆

・
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．
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・
山
直
◎
Ｅ
あ

制
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三
円

忌
隅
漁
畏
埋

侭
倒
雪
ヨ

・
ン
唾
三
四
」
○
エ
ト
エ
◎
丘

・
ン
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」
ご
ど
◎
這
舌
丘

・
の
・
く
α
く
こ
ニ
エ
の
○
ン

・
の
・
く
匡
く
琴
壬
の
○
ン

型
加
藤
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Ｎ
芯
宙
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例
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冬

・
山
繭
の
①
．
の

・
ト
ー
く
Ｑ
く
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二
【
】
【
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○
の
因
一
、
ｆ
ト
マ
画
一
マ
の

認
Ｉ
等
。
と
葛

の
一
、
ｆ
の
一
（
卜
）
の

国
函
（
ト
）
の

卜
ｏ
ｍ
Ｉ
の
貸
（
く
薗

卜
の
Ｉ
卜
函
函
国

．
ａ
ト
ー

の
ｌ
の
○
画
ｌ
空

．
Ｑ
の
守

．
Ｑ
一
一

・
Ｑ
守
函

里
’
一
命
）

ト
ト
ー
“
の

。
Ｑ
”

．
Ｑ
の
函

、
○
の
一
、
ｆ
卜
○
の
一
一
の

副
埠
’
○
画

マ
ト
の
一
○
わ

。
Ｑ
ト
ー

マ
ト
②
一
○
の

。
Ｑ
の
画

。
Ｑ
ｍ
一

吋
里
ｌ
周
一
含
ｍ

ｇ
Ｉ
Ｒ
（
こ

の
の
ト
ー
、
８
画
堕
卜
一
（
○
一
）
一
函

の
ト
マ
、
ｆ
ト
の
マ
○
一

（
○
一
）
の

（
の
）
の

賃
１
度
倉
・
写
雲

沼
苛
ｌ
昔
等

Ｒ
三
Ｉ
圏
二
画

ト
マ
ー
の
マ
匡

呂
マ
ー
雲
↓
命
ら
房
奇

園
一
国
（
○
の
唖
）
ぬ
苛

苛
里
１
画
望
竺

国
○
の
’
昭
卜
因

。
卜
奇
（
ト
の
い
）
ぬ
ぐ

園
、
の
一
、
く
つ
ｍ
○
一
の

一
一
い
（
卜
の
唖
）
ぬ
ぐ

。
Ｑ
ゆ
め
○
の

、
守
函
１
局
国
含
房

扇
１
ｓ
含
高

、
－
０
１
の
一
唖
一

ｇ
里
Ｉ
ト
マ
望
苫

〕
罰
聞
ｌ
寸
亜
弱
（
［

因
の
－
１
局
一

．
Ｑ
唖
園
一

の
ー

・
も
Ｅ
雫
。
◎
の
．
一
ｏ
の
○
・
言
、
里
話
匡
垂
○
も
些
而
三
の
匡
ｇ
３
Ｅ
．

」
の
Ｑ
ｍ
Ｑ
も
』
Ｑ
声
①
と
．
の
．
一
。
①
○
・
の
●
．
廻
多
”
匡
室
Ｏ
Ｅ
Ｃ
七
名
ち
こ
垂
◎
の
①
こ
の
◎
９
瓦

ユ
ー
ヘ
侭
塵
雰
吟
盤
駁
ｅ
岱
溝

十
尖
髄
志
騨
串
牌
二
。
里
伽
羅
ｅ
函
埋
ゆ
型
胡
蝋
里
凶
碧
唾
函
笹
閣
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闇
塵
躍
娃

・
駐
ｇ
○
・
で
の
◎
鱈
。
＆
彊
勾
。
◎
と
。
』
⑯
局
長
匡
巨
上
』
＆
の
老
君
宝
曽
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星
一
豊
冨
⑯
号
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２
厘
三
豊
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烏
ご
ｏ
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」
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コ
の
匡
愚
声
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旬
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⑮
つ
匡
一
壁
匡
匡
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星
の
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○
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担
一
多
星
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吻
匡
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里
の
』
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局
◎
の
○
・
一
◎
の
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．
』
．
◎
つ
匡
⑲
Ｑ
”
つ
◎
Ｅ
◎
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◎
の
》
吻
程
で
匡
⑮
、
臣
二
○
二
夢
．
○
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匡
珂
珂
匡
三
。
◎
ロ
皇
屋
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こ
◎
Ｎ
◎
一
宮
の
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珂
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⑮
◎
言
エ
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函
星
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星
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①
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○

（
里
二
語
）
細
職
域
欝
爵
「
哩
厭
ｅ
露
武
」
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観
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録
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で
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Ｅ
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Ｏ
。
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旬
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』
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工
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・
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①
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山
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８
暖
○
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８
厘
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星
」
Ｅ
・
・
と
．
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．
．
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・
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○
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廻
馬
匡
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○
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．
畠
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＄
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面
匡
四

で
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ｏ
ｏ
材
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Ｌ
・
○
工
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・
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①
匡
置
匡
山
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ｇ
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○
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ｇ
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品
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○
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．
．
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占
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－
８
○
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一
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廻
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匡
垂
○
で
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モ
迂
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穏
附
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８
５
逗
呂
扇
面
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◎
ヱ
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ｇ
ｆ
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５
Ｅ
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呂
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Ｅ
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材
旬
山
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○
エ
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匡
量
匡
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①
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２
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５
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一
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星
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コ
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－
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．
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占
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８
○
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星
一
雨
ち
。
Ｅ
⑩
Ｅ
ｇ
ｇ
一
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２
３
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＄
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３
逗
罵
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ｇ
ｇ
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ｇ
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－
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匡
．
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８
○
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２
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⑮
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Ｃ
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８
－
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冒
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８
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鐸
矧
佃
翻
佃
伽

ロ
仁
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Ｅ
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ｏ
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○
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⑮
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．
．
・
・
歯
・
一
８
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８
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５
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２
３
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５
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８
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８
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５
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Ｅ
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⑯
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①
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仁
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８
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．
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．
．
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８
○
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ｇ
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８
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８
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．
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①
○
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Ｑ
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①
○
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⑯
ｇ
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３
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①
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⑩
ゼ
ｍ
Ｑ
Ｅ
ｍ
匡

つ
匡
璽
屋
Ｅ
○
．
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○
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○
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８
５
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ｇ
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８
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①
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８
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①
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○
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○
・
・
三
口
８
５
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ｇ
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．
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．
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．
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○
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８
５
型
一
一
ｇ
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８
○
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○
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２
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８
８
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２
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仲
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①
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．
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２
８
３
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狸
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ｇ
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．
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．
ｇ
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○
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２
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８
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５
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８
○
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○
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台
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３
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５
８
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ｇ
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①
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２
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８
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．
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２
２
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ｇ
ｇ
菅
ｇ
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Ｑ
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⑮
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．
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Ｑ
⑮
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①
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．
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⑯
Ｑ
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○
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．
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仁
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．
．
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Ｑ
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ｇ
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○
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５
８
コ
◎
普
一
ｇ
三
２
く
．
童
．
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５
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８
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Ｑ
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．
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Ｑ
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⑯
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．
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①
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．
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①
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Ｑ
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①
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．
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Ｃ
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冒
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３
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台
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Ｑ
⑯
つ
ち
⑮
の
逗
扇
。
◎
一
の
旦
為
ン
Ｅ
ｏ
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菅
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．
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．
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．
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Ｑ
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⑮
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．
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○
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．
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○
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ｇ
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５
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８
○

隙
緊
緋
Ｋ
猟
計
睡
Ｋ

》
・
岬
瀧
鎧

●
』
の
Ｅ
く
。
。
◎
の
．
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①
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①
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Ｑ
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Ｏ
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一

の
奇
の
一

一
寺
の
一

一
寺
の
一

一
ぐ
の
一

一
ぐ
つ
一

一
守
の
一

一
マ
の
一

一
吋
の
一

○
マ
の
一

○
マ
の
一

○
昔
の
一

ｍ
の
②
一

ｍ
の
①
一

ｍ
ｍ
の
一

の
”
の
一

の
の
②
一

ｍ
の
の
一

ｍ
”
の
一

マ
岬
の
一

ぐ
ぬ
の
一

”
ぬ
の
一

・
く
・
く
ヒ
エ
望
匡
○
三

２
の
①
匡
置
匡
山
」
。
⑮
９
．
．
声
Ｅ
』
く

・
の
．
コ
ロ
こ
”
倉
で
の
）
・
山
・
口
・
ト
ヱ
コ
」

逼
雌
威
騨
侭

・
く
・
ａ
・
の
．
ａ
く
の
・
・
の

匹
ゴ
国
之
◎
く
三
畳
匡
山
ゴ
ヨ
コ
些
切
○
ｚ
一
○

・
・
○
・
ｚ
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．
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．
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６
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○
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ｆ
一
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ｃ
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Ｉ
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０
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ｆ
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画
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ｆ
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ｆ
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ｆ
園
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の
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Ｑ
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一

四
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Ｋ
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○
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溝
．
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ｅ
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ｅ
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握
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溝
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ｏ
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損
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踊
圏

哩
卦
倒
・
臨
緊
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計
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拭
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岱
欝
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二
。
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飛
昼
陣
ｅ
宙
佃
伽

馬
３
つ
・
＄
制
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つ
豊
匡
コ
ウ
エ
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曽
山
篭
Ｑ
三
○
・
一
ｇ
星
一
石
の
・
臼
。
お
の
ａ
．
全
員
α
・
璽
馬
仁
三
○
も
菌
◎
－
８
○
壱
塁
一
重

芯
烏
Ｑ
岩
と
．
ご
コ
の
・
ち
の
○
・
の
．
．
廻
馬
匡
垂
○
も
ｇ
ｏ
Ｑ
ｏ
お
闇
○
ご
ｍ
Ｅ
の
篭
．
○
Ｅ
田
置
里
ゼ
の
ト

．
Ｅ
局
・
一
８
○
・
の
●
コ
も
－
２
５
２
８
這
勇
制
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腿
・
の
①
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』
＆
言
匡
を
・
の
ゴ
ゥ
エ
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匡
山
遥
○
・
ン
百
．
一
一
ｇ
三
三
．
馬
占
・
ン
』
．
の
．
－
．
の
○
〔
国
〕
・
〔
『
〕
ご
お
①
』
１
コ
全
員
匡
癒
Ｅ
垂
⑮
Ｉ
重
囲
室
⑮
こ
◎
圏
◎
一
．
島
ご
”
皇
室

仁
ｍ
Ｑ
ｍ
つ
Ｅ
①
材
の
宝
ｌ
量
．
◎
の
も
ゼ
⑲
Ｑ
Ｅ
の
誌
①
宝

５
８
つ
．
ｇ
の
．
－
８
○
・
曽
号
①
彊
呂
号
３
５
コ
正
星
豊
℃
馬
８
５
一
望
ｇ
ｇ
ｇ
く
呈
舌
壷
豊
逼
ｏ
８
Ｅ
ｇ
８
ぢ
島
◎
曜
８
匹
の
乞
も
ｇ
Ｅ
ｇ
８
ぢ
一
①

夢
』
．
の
．
一
○
の
○
・
の
．
．
￥
◎
司
匡
屋
◎
の
』
①
Ｑ

・
読
過
お
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３
２
＆
浅
匡
Ｅ
く
め
．
．
・
日
嵯
○
・
三
口
．
一
一
ｇ
三
三
．
烏
占
・
と
局
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一
８
○
◎
お
ｆ
ｌ
呈
呈
ａ
ｄ
曽
一
豊
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２
く
呈
里
雲
の
彊
も
園
◎
－
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ご
塁
一
三

．
と
．
の
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一
◎
の
○
・
の
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ち
－
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２
２
多
言
・
●
智
山
篭
○
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口
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一
志
曽
三
Ｅ
を
・
の
．
．
◎
君
の
匡
１
コ
全
員
α
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○
爵
－
２
三
２
く
◎
惹
言
三
豊
道
◎
団
◎
一
ｏ
畠
ど
の
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一
室
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１
コ
の
。
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ｚ
〕
◎
里
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ａ
、
お
巨
星
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◎
Ｅ
ｇ
全

．
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ｏ
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５
室
）
の
ぢ
碧
豊
一
壱
』
３
３
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．
ち
一
豊
匡
ｇ
８
ｇ
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．
台
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彊
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．
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仁
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一
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①
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．
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．
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＆
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５
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＆
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．
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ｇ
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ｇ
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Ｒ
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ｅ
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レ
ニ
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幻
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岱
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叶
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醇
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ニ
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Ｓ
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叶
麗
望

鯉
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綱
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Ｋ
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姐
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擢
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僑
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碧
幻
孤
碧
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宙
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伸

轟
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叶
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域
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Ｋ
侭
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緊
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圏
畷
弧
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弧
運
樽
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甑
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垣
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ｕ
佃
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淵
侮

轟
拭
濯
純
呂
叶
厘
員
伺
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細
磯
城
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鯖
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ｅ
囲
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鴎
型
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左
堪

轟
侭
鱈
純
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昌
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画
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鰍
厭
岱
矯
レ
ニ
ｏ
里
恒
園
ｅ
宙
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坤
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綱
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画
省
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自
虫
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罫
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甑
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弓
頓
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昌
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騨
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甑
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画
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誕
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囲
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叶
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画
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画
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岱
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摸
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搬
叩
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里
騨
黛

轟
拭
鱈
純
麗
針
睡
昌
伺
冨
如
職
域
営
欝
レ
ュ
Ｃ
ｕ
三
週
碁
ｅ
画
漫
糾
幻
函
想
ｅ
寒
蜘
ｅ
翻
慨
Ｋ
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鎮
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潜
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＆
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．
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．
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２
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．
。
お
＆
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Ｅ
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ｌ
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菌
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８
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．
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８
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．
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２
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ｇ
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．
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－
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．
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○
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仁
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Ｅ
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Ｉ
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○
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瀧
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○
・
エ
曇
〆
く
室
一
・
エ

．
○
・
ｏ
ｚ
く
ヨ
の
之
山
ト
の
。
』
・
エ
ビ
山
ト
の
Ｏ
Ｌ

・
の
垂
く
α
く
エ
山

．
α
四
㎡
』
の
垣
の
。
」

つ
仁
⑩
山
づ
・
』
．
①
の
⑲
Ｑ
一
・
四
・
口
直
⑮
◎
ロ

．
α
・
」
・
○
正
山
ｍ
の
Ｏ
Ｌ

で
こ
“
四
づ
崖
．
山
の
く
ａ
一
・
四
・
口
』
ｚ
く
○
ロ

・
エ
・
琴

当
く
エ
Ｑ
ト
の
山
妻
で
馬
・
四
・
三
↑
エ
ト
ト
く
山
、・

工

・
三
・
一
２
ｓ
＄
妻
吾
”
・
画
・
宝
・
登
穏
＆

麓
握
埋
犯
職
域
奮
鰐

測
野
倒
吋

測
密
倒
坤

綱
画
計
・
襲
全
奪
署

隅
茸
用
・
襲
赴
韓
等

僅
哩
艮
恥
填

留
隙
嵐
慨

吋
幽
Ｋ

留
帥
ヨ
Ｋ

佃
旺
骨
悶
圏

猟
砿
塵
綱
震
狐
碧
畷
期
里
幽

拭
叩
掻
糸

尽
壌
坦

擬
侭
田
生
・
卸
尽
幽
矩

側
製
坤
・
艇
細
田
生

雷
肖
贈
佃

罵
倒
汰
梓

襲
鵬
田
営
臓

・
○
・
三
三
匡
○
○

℃
匡
⑯
吟
・
く
・
匡
一
の
．
Ｑ
く
の
・
四
・
口
↑
ト
ヱ
コ
」

．
○
・
ゼ
の
呈
○

で
こ
、
・
の
．
く
づ
仁
◎
Ｅ
〆
阿
匡
一
匹
凹
面
◎
一
の
ロ

震
副
ヨ
・
輯
園
田
儲

・
茎
ぐ
ト
謬
圭
工

・
の
Ｊ
阜
○
ｚ
く
エ
。

・
く
・
ａ
・
望
石
、
の

で
こ
”
四
・
口
・
ゼ
一
正
・
●
○
・
○
首
◎
お
Ｅ
⑯
○

組
竺
存
等

側
側
圃
伸
侭

型
抹
急

型
裁
塞

ぶ
漣
埋

・
く
・
○
匡
山
ａ
ｏ
Ｏ
ｏ

Ｉ
副
終
田

吋
幽
Ｋ

頚
田
恢

の
』
の
①
匡
面
仁
山
坐
◎
の
Ｑ
』
。
○
メ
Ｅ
』
く
・
の
．
．

・
ヱ
ニ
く
ト
く
匡
一
工

・
の
両
宝
⑩
Ｎ
匡
旬
工

吋
幽
Ｋ

監
嘩
脳
伽

製
砺
躍
撹
皐

鋼
砺
躍
値
皐

．
￥
ぐ
ト
く
匡
一
工

哩
漢
型
迄
督
営
鰐

襲
竺
雰
署
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の
一
、
く
つ

卜
因
⑮
Ｉ
雲
唖

の
ｌ
寺

の
函
１
ｍ
“

の
ト
ー
０
１
ト
ト
ー

。
Ｑ
、
一
一

一
の
の

。
Ｑ
の
、
一

○
せ
、
ｆ
苛
宛

。
Ｑ
○
の

。
Ｑ
ｏ
一

ｍ
ト
ー
Ｌ
ｍ
の

。
の
、
ｔ
ｏ
卜

の
“
’
一

国
○
の
８
１
ｍ
の
ぬ

ぐ
’
一

つ
の
の
ｌ
の
房

。
Ｑ
画
の

○
の
、
く
め
ぬ

画
唖
，
Ｓ
の
マ

・
ぬ
。
ト

ー
ト
雲

○
雲
Ｉ
唖
竺

の
ト
ー
、
ｆ
の
唖
一

ｇ
ト
ー
房
卜

買
園
Ｉ
の
扇

・
ユ
ー
⑳
一

卜
の
ｊ
Ｅ
ｏ
の

“
函
、
Ｉ
句
一

○
国
８
１
の
一

。
Ｑ
の
一
一

．
Ｑ
○
マ
ー

ｇ
函
ｌ
ぬ
ぐ
画

唖
－
８
１
－

。
Ｑ
国
一

・
・
○
一

。
α
、
一

せ
の
Ｉ
ぐ
函

ｍ
○
マ

、
の
、
く
い
の

一
の
、
ｆ
○
ｍ

目
１
つ

の
。
、
Ｉ
一
の

．
Ｑ
○
一
一

の
’
一

の
Ｉ
ト

奇
の
Ｉ
”
の

の
雲
Ｉ
の
竺

函
○
画
、
ｆ
一
つ
一

卜
一
画
、
ｆ
の
○
函

の
④
一
，
込
め
ぬ
一

○
ｍ
一
、
§
ぬ
⑮
一

（
一
の
）

畏
旺
線
Ｈ

（
一
）
ｍ
の

鱈
匙
糾
倒
碧

一
『
こ
こ
．
”
Ｅ
三
の
◎
函
”
ヱ
。
①
匡
・
で
の
皇
．
。

（
く
ｌ
ｇ
ｇ
旦
母
ぢ
と
。
と
局
・
一
８
○
・
の
．
．

く
ふ
圏
お
号
旦
ぢ
と
・
・
と
．
の
．
－
８
○
・
の
。
．

篭
皿
ｅ
囲
聖
幽

伸
伽
雰
綱
蕊
藍
宙
里
倒

醒
函
蛋
倒

醒
宙
里
圏

醒
困
鴎
腿

蕊
皿
ｅ
困
聖
圏

○
卜

禦
甑
裂

（
こ
）
血
騨
綱
竪
職
域
醤
欝

（
ト
ー
）

迦
雰
絹
雲
職
域
欝
欝

州
駅
磨
零
胡
繍
幽
卦
Ｋ

窪
劇
・
垢
鰹
騨
糾
Ｋ
竪
劇
・
一
伽
霧
綱
圏
涯
卦
如
蕊
囲
鮎
淵
侮
応
呈
卦
Ｋ
蜜
劇

（
こ
）
如
雰
綱
麗
職
域
活
醇

喧
携
嬰
迄
督
雷
溝

一

律
迦
雰
綱
麗
涯
糾
如
戟
困
牲
淵
侮
・
小
室
卦
Ｋ
窪
劇

仙
髄
宙
辱
矧
線
園
朴
Ｋ
窪
劇

鯖
輝
雛
握
卦
計
Ｋ
患
翻
・
弓
躯
奪
綱
蕊
涯
排
他
謎
期
鮎
淵
掘
・
小
侭
全
朴
Ｋ
蜜
劇

の
一

迦
雰
蕊
計
倒
Ｋ
胡
鴎
圏

の
多
言
．
廻
多
ｍ
Ｎ
⑲
色
、
ヱ
ご
ａ
の
α
・
両
の

（
巴
雰
叶
握
朴
Ｋ
照
話
併

合
）
雰
叶
程
卦
Ｋ
限
篭
叶

「
迦
雰
綱
竪
睡
耕
岱
溝
」
壷
・
雰
叶
握
朴
Ｋ
寒
腰
騒
叶

Ｓ
）
雰
叶
握
卦
Ｋ
寒
膜
騒
叶
・
躯
雰
綱
圏
握
朴
番
欝

躯
雰
綱
震
握
糾
岱
欝

細
瀞
綱
麗
躍
珊
瑚
誌
ヨ

制
く
・
鯉
錘
綱
霊
握
卦
ヨ
側
く
Ｋ
侶
竪
Ｋ
・
「
儲
塵
霊
計
剛
碧
ｅ
困
挑
ヨ
制
く
」

＠
の

注
剛
裂

里
剛
緊
蝋
朴
副
碧
醒
困
聖
倒

の
閑
裂

の
”

匙
園
裂

州
砿
庵
紅
癖
蒋
倒
揮
糾
鱒
矩
鯖
骨

の
の

潔
孤
碧

巾
伽
鴎
漂
謹
蕊
騒
職
域
醒
沌

嘩
伽
盟
橿
槻
謁
堤
藁
砿
塵
矩
・
加
瀞
綱
圏
准
蝋
震
困
卿
陣

鑓
寵
圏
喧
撫
繋
迄
昌
営
欝

唾
萄
里
鑓

（
９
）
特
旺
隷
Ｈ

（
馬
）
善
旺
鋳
Ｈ

の

潅
朴
慨
三
一
血
雰
碑
拭
Ｋ
圏

、
・
堂
匡
．
⑲
雲
⑮
Ｎ
⑲
匡
、
ヱ
ご
Ｑ
の
匡
・
で
の

（
一
）
の

細
雰
脹
髄
磨
糾
蕊
綴
遡
侭
笹
Ｋ
圏

凹
伸
個
臣

三
細
野
綱
蕊
匝
猟
画
浬
岱
醇
Ｋ
燭
。
Ｋ
倒

三
伽
雰
綱
雷
匝
報
翻
浬
溌
矯
Ｋ
溝
。
Ｋ
圏

（
ぬ
の
卜
）
卜
の

潔
孤
響

（
ぬ
）
の
守

穏
弧

（
ぬ
）
函
一

闘
志
卦
碧

（
ぜ
）
ぬ

話
ｅ
卦
甑
碧
・
躯
瀞
鶴
塵
罷
糾
倒
Ｋ
雲
長

（
。
）
、
函

髄
塵
終
Ｈ
線
圏

轟
拭
鰐
卦
剛
碧
頓
鴎
薩
佃
釧
頒
宕
Ｋ
奪
飼

画
ト
・
一
言
、
．
』
の
Ｅ
く
・
◎
◎
の
．
－
．
の
○

（
函
）
園
の
〔
“
〕
ロ
声
置
コ
コ
エ
○
二
○
ト
。
①
α
・
で
の

（
諭
余
潮
題
邑
吊
穐
劇
暑
篭
皿
）
種
拭
警
面

孤
養
ｅ
蒼
怪
碧
拘
吊
偽
三
原
ｅ
露
裁

捧
余
唄
畏
遺
幻
縦
篭
毎
ｅ
寒
腰
騨
叩
垂
縄
旦
ト
ハ
ト
慨

（
ｇ
ご
目
号
も
ｇ
巨
星
望
制
の
三
Ｉ
岩
．
◎
の
①
彊
仁
。
苦
◎
匡
舌
⑲
①
、
２
ト

◎
輯
＆
１
コ
全
呈
匡
㎡
Ｅ
三
の
Ｉ
堂
塁
湯
匡
ｏ
園
◎
－
８
○

◎
君
２
１
コ
全
コ
ン
匡
璽
屋
希
重
呂
三
の
ご
◎
園
。
一
。
①
。

「
ｌ
蕊
甑
古
渥
職
域
歴
蕊
騒
匡
凶
ｅ
瓢
馨
・
毎
鐸
ｌ
照
蟻
域
ｅ
困
牲
駆
黛
」

錘
蚕
匿
咽
幽
壱
吊
縄
謹
霧
雷
矧
鴎
ｅ
困
鍔
坤

弧
堅
陣
洞
八
わ
ｅ
困
淫
淵
侮

律
迦
雰
綱
圏
震
甑
養
踊
健
期
Ｎ
壊

俸
躯
雰
綱
麗
麗
甑
額
養
宙
鴎
伸

律
姻
雰
綱
震
震
甑
養
朔
騒
幽
援
撰

孤
碧
ｅ
喋
囲
里
倒

（
皿
偶
）
雰
麗
喋
図
髄
ｅ
四
Ｋ
淵
擢

（
雰
吐
）
牌
二
口
型
漫
餅
ｅ
畷
識
理
再
里
卿
陣

牌
二
。
里
遜
哩
ｅ
劇
畏
塑
桧
吊
縄
唄
嘘
ｅ
歯
和
辿
囲
騨
陣

孤
裂
ｅ
函
佃
・
嗣
訓
騨
困
謎
小
量

レ
ニ
Ｃ
ｕ
鯛
睡
Ｋ
咽
ｅ
個
侭
露
武

律
迦
聯
綱
麗
聾
Ｈ
函
佃
伽
・
翻
卿
陣

嘆
雰
増
ｅ
瑚
話
磁
橋
黛

嘆
雰
戦
ｅ
朗
朋
瑚
誌
小
Ｒ
１

（
ｇ
ご
目
③
つ
ち
号
巨
星
望
競
の
三
Ｉ
君
．
◎
の
①
彊
匡
◎
舌
◎
匡
二
。
”
①
画
の
ニ
ト

名
馬
窃
弓
全
昌
匡
・
着
四
目
ｇ
ｏ
室
も
信
君
言
吾
”
“
Ｅ
予
垂
２
。
ト
５
３
ぢ
二
望
普
－
８
○

駆
養
ｅ
養
蝋
碧
幻
畏
怪
署
ｅ
番
溝

鋼
駅
ｅ
鋼
筈
辿
旺
蒋
ｅ
養
師
垂
穐
里
溌
溝

選
碧
弧
昼
円
ｅ
溌
祷

個
嘆
辿
畏
黙
ｅ
溌
鱈

選
碧
加
昼
陣
ｅ
岱
欝

（
謹
糊
猛
謹
皿
）
嘆
騨
ｅ
噸
牲
ヨ
制
く

砿
匿
名
砿
咋
ｅ
辱
詠
ロ
ト
ー
型
ゆ
む
縄
里
垢
等
閏
骨
糊
侮

い
こ
い
里
拝
余
ｅ
心
参
ロ
ト
ー
辿

憎
こ
い
里
心
参
ロ
ト
ー
型

〔
雰
塑
〕
い
う
ロ
ト
ー
辿

孤
碧
員
畿
裂
ｅ
囲
牲
岱
溝

（
皿
照
）
牌
二
。
型
昼
ヨ
試
狸
宴
弛
唾
駅
型
西
側
鯉

「
蕊
甑
師
剥
職
域
囲
卿
円
」

レ
ニ
。
里
作
鞭
胸
叶
ｅ
擢
和
ゆ
む
縄
里
瑚
卿
陣

伸
也
雰
綱
霊
凄
Ｈ
函
特
電
黛

伸
伽
窯
網
霊
震
甑
養
画
鍔
坤

ａ
ｅ
申
）
し
異
掲
知
養
ｅ
露
佳

（
§
申
）
し
異
趨
幽
畏
ｅ
露
栽

烏
８
つ
も
９
５
万
二
＄
宝
Ｉ
彊
弓
の
①
彊
穏
舌
◎
匡
号
３
，
５
３
ぢ
之
置
曾
巨
壱
と

ｇ
５
一
望
員
舌
壷
豊
這
。
当
月
・
置
・
ぢ
Ｂ
の
彊
冒
噌
畠
ｇ
三
○
も
愚
宣
Ｅ
８
着
の
Ｅ
用
２
２
３
。
言
‐
２
匹

（
ご
篭
Ｕ
ど
弛
瞳
型
ｅ
宙
話
悩
援
黛

（
槌
孤
碧
供
裂
骨
、
）
快
碧
憲
兵

伸
懸
怪
綱
麗
轡
判

篭
加
々
抑
咽
塑
ｅ
観
卿
陣

篭
池
ミ
抑
咽
遡
ｅ
劇
藍
侶
鴎
最
函
蕊
黛

典
慢
鼠
ｅ
躍
量

加
慢
鼠
ｅ
躍
撰

帥
軽
ｅ
Ｐ
蕊
陵
駕
蹟
「
一
小

黙
考
ｅ
僧
電
巷
芭
填
溌
「
一
卜

拭
畏
ｅ
困
剛
圏

⑯
①
の
口
匡
三
．
二
一
コ
Ｏ
の
℃
匡
旬
”
の
の
⑲
匡
三
。
〕
⑮
”
山

匡
８
号
↑
①
』
己
◎
ど
の
と
ｍ
Ｅ
星
の
◎
胃
ヱ
面
Ｅ
苧
一
塁
童
も
ミ
の
仁
ｇ
の
①
屋
一
『

「
Ｉ
環
、

い
こ
い
里
嘘
頚
誕
ｅ
畿
碧
ｅ
明
蕊
黛
お
里

里
も
の
巨
星
ゼ
。
Ｑ
雲
◎
帝
汚
も
２
厘
の
Ｅ
壱
の
の
石
竺

．
全
１
コ
金
、
、
の
名
Ｅ
Ｃ
仁
２
コ
狸
馬
◎
畏
占
石
里

鴎
腰
瞳
噸
ｅ
碧
和
藍
１
国
謂
型
画
如
」
ｇ
空

「
叩
瀞
幽
霊
隠
綴
コ
ト
や
↑
一
ぬ
Ｕ
一
層
罵
一
ｇ
雲

い
の
の
一

ｍ
の
の
一

ｍ
の
の
一

ｍ
の
の
一

ｍ
の
の
一

奇
の
①
一

奇
の
⑦
一

マ
の
②
一

ず
＠
の
一

せ
の
。
一

ぜ
。
＠
一

せ
の
の
一

奇
の
＠
一

苛
む
の
一

マ
の
①
一

せ
の
の
一

マ
の
②
一

マ
の
②
一

奇
④
の
一

マ
の
③
一

マ
の
⑳
一

ぜ
④
の
一

の
。
②
一

の
④
の
一

の
＠
の
一

の
い
つ
一

の
、
の
一

の
①
の
一

の
○
つ
一

国
の
の
一

因
、
の
一

一
＠
の
一

一
の
②
一

一
の
の
一

一
の
②
一

一
の
②
一

一
の
①
一

一
の
②
一

一
、
の
一

の
①
の
一

の
＠
の
一

ｍ
の
①
一

の
。
の
一

ｍ
＠
つ
一

の
④
の
一

ｍ
む
つ
一

の
＠
の
一

の
＠
の
一

の
⑮
の
一

ｍ
の
の
一

の
＠
の
一

の
。
②
一

碇｝＋
SflU
把頃
侭伽

禦
悶
機

逼
固
酌
佃

・
の
・
一
之
く
ト
山
ｚ
ｏ
ン

Ｊ
・
工
宮
ｇ
の
。
」

Ｊ
・
エ
・
匡
山
ト
の
Ｏ
Ｌ

謎
握
坦
犯
職
域
活
溝

潤
園
田
叶

或
三
丹
・
川
鎧
田
萄
・
僅
哩
艮
輸
填

報
ヨ
記
・
醐
漣
雪
年
・
潤

慨
圏
Ｋ
・
服
威
三
骨
・
邑
哩
製
蝋
填

縦
ヨ
儲
・
醐
埋
雪
年
・
潤

個
圏
Ｋ
・
ｋ
Ｋ
三
号
・
巳
哩
艮
翰
震

級
ヨ
鶴
・
献
壊
雪
迄
・
濁

側
圏
Ｋ
・
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宕
Ｉ
箪
桜
猶

如
磯
坂
ヨ
制
く

粋
騨
叶
・
潤
聡
三
円
・
僅
辿
域
翰
填

哩
風
棚
填
・
川
紘
騨
叫
・
濁
隙
三
陣

選
掲
屋

潤
凝
存
長
・
濁
晋
存
畏
・
川
型
図
書

髄
坦
画
尽

・
匡
・
弓
○
エ
の

・
ト
書
一
エ
の
く
画
一
エ
の
一

択
ぶ
三
号
・
躍
密
韓

世
轍
域
迄
督
営
溝

察
酬
ヨ
・
樹
園
田
叶

潤
園
田
叶

潤
圃
田
叶

潤
園
田
Ｈ

藍
狸
澱
丑

匿
哩
鰯
丑

呈
・
楓
碩
圏
謡

服
嘱
三
骨

目
目
黒
升
・
川
箪
圏
舌
・
応
益
田
岬

他
側
圃
陣
舛

．
◎
茎
・
Ｉ
禎
八
小
同
八
・
川
越
圏
吾

川
型
圏
号

叶
擢
田
作

哩
田
作

塵
田
作

拭
Ⅲ
銀
糸

魁
側
圏
仰
鷺
・
陣
屋
皿
悼

如
窯
綱
養
判
函
佃
伽

・
の
・
一
之
く
吟
四
三
○
ン

．
￥
・
一
工
の
一
之
○
￥
で
匡
飼
・
ト
辱
一
エ
の
く
画
一
工
の
一

川
注
如
米

憲
Ｉ
型
援
酒

１
挺
養
震

Ｉ
鍾
筈
艇

幽
田
作

毒
汁
塞
榊
・
択
遷

唄
埋
・
報
ヨ
購
・
置
気
葬
田
睡
反

・
の
・
一
之
く
ト
山
ｚ
ｏ
ン

・
の
・
く
ロ
ー
エ
の
一

つ
こ
”
吟
言
一
工
の
く
画
一
エ
望
望
・
一
工
の
一
之
○
ヱ

活着

忌
図
ロ
ヨ
．
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瓢
ｌ
そ

の
ト
ー
、
く
↑
ト
ー

ト
園
、
Ｉ
マ
ー

．
Ｑ
、
函
、

．
Ｑ
マ
マ

．
Ｑ
マ
ト
マ

・
・
ａ
の
画
一

の
ト
ー
５
ｍ
の

．
Ｑ
の
因
函

○
の
一
、
ｆ
の
寺
一

．
Ｑ
の
卜
園

卜
の
も
Ｉ
苛
め

の
奇
、
’
一
奇

．
Ｑ
の
の
一

．
Ｑ
ト
の
一

。
Ｑ
の
寺
一

一
唖
一
、
ｆ
唖
の
一

卜
因
、
ｆ
の
一

画
”
“
の
１
ｆ
○
の
国
の

マ
ー
園
ｂ
ｆ
ｍ
Ｑ
－

ト
の
、
ｆ
ト
園

の
卜
ｂ
ｆ
ｍ
＠

ぬ
の
、
ｆ
卜
唖

寺
の
、
ｔ
の
画

の
一
、
ｆ
の

唖
ト
ー
岨
の
ゆ

め
函
、
ｆ
守
一

○
の
画
、
ｆ
↑
国
図

画
奇
国
ｂ
ｆ
－
の
函

唖
の
一
、
く
一
の
一

因
い
、
ｆ
垣
可

。
ｑ
の
二

．
Ｑ
の
ぬ
一

劃
ｍ
－
１
Ｉ
の
苛
一

の
“
Ｉ
里

の
園
、
’
園

、
一
○
の
、
ｆ
○
一
つ
の

。
ト
ー
，
Ｅ
の
ぬ
一

○
圃
一
、
ｆ
○
一
一

の
一
，
＄
一

一
の
、
く
つ
函

○
画
、
ｆ
の
一

の
ト
ー
、
４
－
ト
ー

の
の
、
４
ｍ
の

ぬ
ぐ
，
、
一
マ

ト
唖
マ
、
Ｉ
の
マ
マ

ト
函
、
く
つ
画

”
守
、
く
つ
の

○
国
一
、
ｆ
○
一
一

ｍ
函
、
く
画
一

。
苛
函
，
＄
ぬ
園
園

零
国
Ｉ
の
マ
函

の
副
副
’
ぬ
の
一

ロ
の
、
ｆ
唖
”

ぬ
め
ぐ
り
＄
の
函
守

匡
’
一

○
局
－
の
○
国

の
ト
、
ｆ
の
ト

の
、
ｆ
一

”
の
３
５
国
一

一
苛
一
、
く
つ
の
一

（
の
）
奇
一

（
ぬ
一
）

の
の

一
画

（
マ
）

（
含
”
一
）

（
“
、
一
）

（
マ
）
の

（
ぬ
）画

（
ぬ
）

（
の
）
四
一

（
ぬ
）

（
ぬ
“
）

（
の
。
園
）

の
一

（
卜
“
）の

（
国
）
の
奇

（
含
）

（
ト
ー
）

（
ぬ
の
一
）

（
ぬ
）

（
苛
卜
）

（
一
）
一
一の

ト
ト

（
“
）
○
函

（
凶
）
の
園

（
ト
ー
園
）

（
の
）
の
一

（
ぬ
）
の
一

（
○
国
）

（
画
一
）

（
国
）
守
函

（
の
一
）

の
一

（
ぬ
）
函
卜

（
ぜ
“
）

（
の
“
）

（
の
一
画
）

（
ぜ
）
剰
守

（
ぬ
）
の
一

（
の
副
）

（
ぬ
）
函
ト

（
の
函
）

（
函
）
ぬ
“

（
画
守
函
）

の
＄
ｆ
一

（
の
）
ト

寺
一

（
倉
烏
薗
８
○
）
ド
・
』
：
・
三
厘
コ
皇
。
乞
吟
・
号
匡
・
芯
の

Ｋ
ｌ
ｎ
川
誕
碧

伽
雰
綱
蕊
握
卦
裂
拝
趨
圏
窺
蕊
皿
伺
醒
函
米
頃

握
砿
塵
卦
蕊
漫
督

世
Ｈ
圃

葬
華
鴎
廻
塔
哩

冬
Ｉ
、
侭
宙
卦
倒
裂
鰻
卦
Ｋ
卦
Ｋ
黒
趣

（
側
報
卦
倒
碧
騒
計
拭
卦
Ｋ
四
畳
）
蝋
哩
淵
里
丑
騨
鋼
置
ｌ
翠
鎖
篭

盤
伸
１
個
『
震
甑
養
ｅ
偶
玩
偶
八
１
Ｋ
八
山
』

准
髄
塵
卦
薄
漫
督

筆
馨
懇
筈
Ｈ
雑
喧

嘩
伽
呂
僅
穣
謁
埋
潔
騒
鹿
悼
・
迦
雰
絹
雲
准
蟻
震
宙
卿
陣

1座

に

加
騨
磯
城
繍
劉
霊
武

佃
紳
餌
煙

佃
瀞
職
域
線
劉
騒
溌

騒
願

迦
雰
職
域
糠
劉
騒
溌

畑
聯
綱
圏
職
域
岱
欝

Ｋ
Ｉ
Ｈ
川
孤
裂

翻
猟
朴
畏
怪
碧
長
田

雰
盤
握
串

倉
２
９
壱
．
里
。
司
三
の
・
・
で
の
．
。
ｆ
・
号
匡

鱈
匙
緋
倒
裂

靭
雰
搬
域
繍
圏
露
珪

躯
雰
握
卦
鯖
卦
圏
Ｋ
雷

〆
１
吋
川
孤
碧

躯
雰
職
域
糠
閥
選
黛

卦
薄
薄
筈

極
裂
旺
笹

薗
◎
－
８
○
２
罵
窒

・
の
．
ｚ
首
⑯
。
”
つ
・
◎
◎
の
ご
匡
○
①
里
阿
旦
．
。
◎
』
Ｑ
的
匡
”
」
ト

（
菌
◎
－
８
○
）
〔
Ｑ
〕
・
●
屋
呂
呈
⑩
．
全
《
・
で
の
。
。
ｆ
・
Ｅ
の
三

倒
裂

雰
働
宙
固
碧
）
喋
図
慨
ｅ
骨
田

雰
庶
磨
辱
矧
佃
孤
裂
Ｋ
等
慨

倒
碧
器
慨

「
涯
坦
」
・
蝿
州
望
握
坦
岱
欝

バ
ー
同
川
弧
裂

バ
ー
同
川
甑
碧

砿
志
里
目
溌

田
岡
剛
圏
鯛
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
１
１
１
１

ト
・
お
の
・
童
２
２
Ｅ
コ
呈
旦
◎
ト
・
号
匡
・
で
の

バ
ー
同
川
孤
碧

職
域

樋
城

血
緊
綱
霊
職
域
営
溝

唾
匡
言
飼
◎
匡
珂
Ｑ
ｍ
つ

倒
裂
署
慨

函
巨
夢
、
。
匡
珂
口
旬
つ

緋
蕊
倒
碧

職
域

卦
蕊
畷
式

迦
聯
嗣
麗
磯
城
岱
溝

Ｋ
ｌ
Ｈ
川
甑
裂

朴
蕊

域
隈

剛
理
州
卦
剛
碧
餌
里
幽

田
野
卦
蕊

伽
瀞
綱
蕊
職
域
奮
溝

（
踊
余
鋼
駆
箇
吊
穐
倒
碧
蕊
皿
）
極
拭
響
画

「
伸
伽
忠
（
三
反
三
原
喋
圏
）
絹
雲
黙
隅
罵
畏
三
反
話
署
囲
骨
露
佳
」

職
域
型
翼
ま
ゆ
垂
獲
里
躍
黛

濁
仕
掛
園
碧
倒
頒
露
黛

幽
職
域
繍
制
ｅ
露
哉

画
浬
圏
笹
・
糾
腰
ｅ
Ｒ
承
ト

。
退
叶
Ｋ
ｅ
困
卿
陣
母
思
望

レ
ニ
。
〕
腰
調
師
圭
縄
旦
瞬
最

蒼
陛
碧
ｅ
凶
碧
鯖
等
囲
骨
駆
没
寺
）
震
駆
養
ｅ
認
黛

Ｉ
露
哉
ｌ
塊
養
怪
碧
ｅ
長
田

帥
認
幻
鰹
願
ｅ
蕊
魚

召
烏
而
扇
宝
２
重
○
Ｅ
の
彊
弓
の
も
量
烏
包
８
．
ト
５
＄
ぢ
之

選
碧
篭
洞
八
わ
ｅ
智
署
記
号
囲
尽
奮
鰐

レ
ニ
。
］
唄
碧
ｅ
幽
卿
陣

牌
二
Ｃ
ｕ
唄
腰
三
ｅ
牌
今
辿
図
臨
ｅ
ｏ
廷
汁
ゆ
む
縄
里
璽
撰

特
陛
碧
ｅ
凶
碧
話
骨
囲
骨
誕
撰
命
）
震
慰
長
ｅ
蕊
武

志
露
ｅ
函
ｅ
瞬
最

蝋
霊
震
甑
畏
ｅ
蕊
佳

養
陛
碧
ｅ
囲
値
伽

３
塁
一
層
。
○
二
乞
圏
Ｅ
Ｃ
上
目
長
８
８
５
一
望
呈
舌
金
一
固
着
８
．
毛
星
”
２
選
皇
冒
ぢ
ｇ
８
ｚ

ｇ
后
一
望
呈
舌
金
・
量
㎡
Ｅ
予
里
豊
さ
Ｅ
ｇ
』
９
８
岩
言
呈
８
－
＆
皇
の
豊
仁
』
２
号
・
く
◎
く
屋
と
め
く
困
○
ョ
く
工

の
で
こ
句
互
．
動
エ
コ
ン
α
①
量
も
動
で
己
の
扇
◎
画
ｏ
－
ｇ
仁
ｏ
①
市
Ｑ
）
・
〔
胃
〕
耐
Ｅ
苧
、
三
句
星
エ
ｏ
Ｅ
ｏ
と
の
①
謹
直
◎
Ｅ
Ｅ
く
皇
の
⑯
⑯
一
』
ト
』
の
Ｑ
Ｑ
．

”
宝
２
重
○
も
読
８
○
石
お
ｇ
ｏ
材
の
三
唾
。
名
馬
弱
弓
馬
型
吊
星
５
匹
目
ｏ
ぢ
室
も
園
◎
一
．
量
ち
Ｅ
８
ｏ

Ｉ
牌
己
型
色
一
骨
知
関
骨
露
黛
ｌ
甑
碧
幻
恭
皿
ｅ
露
黛

画
如
幻
出
坦
ｅ
聡
陵

濁
駐
型
頓
凶
漫
糾
ｅ
露
武

牌
二
Ｃ
ｕ
園
部
ｅ
翻
卿
惇

唾
騨
霊
卦
聖
碧
叩
圭
縄
型
駅
匿
Ｋ
嘆

選
碧
篭
両
八
わ
ｅ
レ
ヨ
幻
選
碧
越
城

鱒
繊
密
緋
選
碧
ｅ
中
型
Ｋ
震
ｅ
画
慨
Ｋ
笹
露
武

選
碧
ｅ
困
圃
降
睡
露
珪

翻
踊
圏

儲
塵
剛
裂
篭
皿
ｅ
露
佳

罫
蟹
聾
碧
幻
伸
葛
養
嘆
腫
Ｋ
喚
一
縄
些
期
骨
露
錠

署
ｅ
唾
醸
・
函
謎
ヨ
制
く
命
）
震
賦
畏
ｅ
誕
黛

Ｐ
飛
寵
和
四
壱
活
鱈

蟻
域
ｅ
露
量

牌
二
ｏ
旦
翻
髄
密
計
倒
裂
ｅ
申
ｌ
「
急
酬
」

哩
砿
ｅ
鰹
黛

漫
糾
ｅ
聞
佃
伽
哩
冶
里
霊
志
蕊

『
（
尽
喋
慨
）
綱
霊
黙
鴎
雇
養
三
原
垢
署
瑚
骨
露
黛
」

の
雲
２
重
ｏ
Ｅ
５
２
昌
吟
宕
冒
⑩
弓
。
一
画
星
＆
ｇ
２
５
Ｅ
Ｅ
ｏ
ｏ
－
８
画
◎
一
．
制
巨
一
○

餌
碧
幻
恭
皿
ｅ
瑚
鮎
ヨ
割
く

蕊
皿
ｅ
間
米
敏

『
Ｉ
罫
醸
蕊
皿
ｅ
遜
武
ｌ
盲
）
回
志
骨
潮
旺
再
製
Ｈ
塵
蕊
珪
」

（
５
余
侭
巴
「
縄
専
」
綱
霊
長
潮
騒
余
碧
Ｈ

二
轟
州
薩
掛
璽
弧
」

「
（
拝
舞
隅
・
奪
値
泉
）
雇
吾
ｅ
侭
碧
話
睡
誕
黛
」

１
画
硯
圏
・
困
卿
円
・
困
理
錠
Ｉ
膝
紳
ｅ
川
・
川
ゆ
わ
誕
里
Ｈ
釦
僧
ｅ
（
宙
涯
圏
腰
）
閏
尽
岱
祷

「
Ｉ
困
淫
淵
悔
楢
発
縄
躍
裁
Ｉ
避
暑
ｅ
掛
裂
篭
蚕
雷
」

Ｐ
こ
い
］
陸
運
ｅ
蕊
黛

「
Ｉ
騨
懸
蕊
皿
ｅ
露
黛
１
回
古
骨
潮
旺
再
製
判
醒
霊
黛
」

憎
二
Ｃ
ｕ
網
圏
養
陛
碧
配
圭
縄
里
謹
佳

牌
こ
い
里
腰
Ｋ
ゆ
む
縄
旦
囲
卿
陣

「
轟
極
拭
迷
竪
養
吟
裂
・
孤
裂
ｅ
認
黛
」

「
律
迦
瀞
網
蕊
欺
竪
如
議
震
甑
長
」

「
ｌ
嘆
醇
幻
起
簿
ｅ
申
Ｉ
長
ｅ
躍
武
」

唖
卜
の
一

ぐ
ト
の
一

．
ぜ
卜
の
一

ぐ
卜
の
一

ぐ
卜
の
一

マ
ト
の
一

奇
卜
の
一

奇
戸
の
一

の
卜
の
一

の
ト
の
一

の
卜
の
一

の
ト
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

雨
ト
の
一

因
ト
の
一

国
卜
の
一

因
ト
の
一

因
卜
の
一

画
卜
の
一

因
卜
の
一

国
ト
の
一

因
ト
の
一

国
ト
の
一

国
ト
の
一

国
ト
の
一

因
ト
の
一

劃
卜
の
一

因
卜
の
一

因
卜
④
一

因
卜
の
一

因
卜
の
一

一
卜
①
一

一
卜
の
一

一
卜
の
一

一
ト
の
一

一
ト
の
一

一
ト
の
一

一
卜
の
一

一
卜
の
一

一
卜
の
一

一
ト
の
一

一
ト
の
一

一
ト
の
一

○
ト
の
一

○
ト
の
一

○
ト
の
一

○
卜
の
一

○
卜
の
一

○
卜
の
一

○
ト
つ
一

○
卜
の
一

○
卜
の
一

○
ト
の
一

の
＠
の
一

ｍ
の
の
一

つ
の
の
一

句
の
の
一

旬
＠
の
一

④
、
の
一

旬
＠
つ
一

ｍ
の
の
一望

三
⑯
。
』
工
飼
』
”
程
二
の

く
鱒
踊
鴨

川
曇
鞠
画

碇
儲
宙
珊
薄
脳
掻

世
Ｈ
圃

匿
掛
雪
弧

話
認
劉
蝦
監
哩
瀧
憾
如
蕊
蕊
娃

謹
三
鎚
俳

旨
ｌ
型
援
猶

呈
・
Ｉ
娯
雪
田

在
髄
庵
卦
薄
漫
督

樵
愛
三
個

偶
懲
閑

話
制
畏
韓
蝋
哩
寵
傍
如
蕊
唾
黛

喧
講
降
姐
蕊
誕
武

哩
騨
降
佃
蕊
唖
氏

。
ｚ
面
で
三
．

ロ
匡
珂
・
ト
・
恩
里
、
之
曇
・
ヱ
・
四
コ
Ｅ
三
里
二

く
解
醗
長

狽
曇
存
署

襲
竺
存
等

製
悩
叶

忌
Ｉ
越
桜
落

着
ｌ
型
悟
猶

忌
ｌ
越
援
猶

忌
ｌ
型
誤
猶

恨
拠
珪
Ｋ

厨
Ｉ
型
悟
酒
・
毎
澱
韓
圏

悩
側
圃
陣
風

川
鴎
亜
醗
・
霊
気
礁
圏
舌

宙
謹
砺
・
川
型
圏
三

振
雪
端
蕊
一

溺
灘
刊

迄
督
営
鱈

叶
〆
辛
録
賦
・
劉
野
圏
坤

舌
Ｉ
郷
維
侭

襲
赴
奪
署

襲
赴
存
等

親
赴
存
等

啓
哩
巌
丑

型
↑
ぺ
鰯
駄
長
・
活
気
蝶
閣
乏

忌
侭
蘇
闇
舌

ｌ
蹴
謂

．
α
曇
三
．
コ
の
ト

着
Ｉ
型
援
潜

毎
悟
眺
Ｋ

張
剛
亜
葺

呈
↑
活
気
繋
圏
二

癖
撫
録
叶
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Ｅ
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○
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Ｈ
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菖
甑
碧

侶
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専
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碧
ｅ
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営
欝

哩
碧
Ｈ
世
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糾
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艇

緋
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批
艇
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批
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髄
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卦
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原
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卦
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艇

麓
計
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卦
Ｈ
園
卦
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握
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卦
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Ｋ
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欝
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餌
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卦
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緋
Ｈ
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卦
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計
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潜
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潜
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Ｈ
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踊
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Ｋ
潜
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Ｋ
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Ｋ
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①
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○
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．
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．
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Ｈ
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Ｈ
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岱
欝
圏
笹
Ｉ
Ｒ
Ｓ
＊
）
望
ｅ
宴
や
辱
い
観
侭

握
網
圏
孤
裂
『
極
裂
ｅ
野
碧
困
垢
悩
皐
』

狸
潔
卦
碧
１
厘
傍
ｅ
垢
署
囲
唾
黛
辿
弛
鯛
ｅ
個
哩
Ｉ
制
哩
密
鯛
呂
小
辻
里
鼠
梧
碧
Ｈ

ｅ
西
原
営
漏
選
碧
蔑
艇
ｅ
駐
等
画
露
武

ｅ
困
尽
欝
鱈
騨
瑠
騨
甥
ｅ
弧
昼
陣
ｅ
牲
崖
岱
醇

Ｉ
辱
損
Ｈ
鯉
ｅ
個
壷

園
計
Ｋ
岱
鱈
（
塵
）
聾
Ｈ
卿
蕪
な
辞
任
拘
発
縄
酬
撹
叫
な
隠
悩
醜
・
函
長
駆
段
Ｉ
（
瀞
マ
綴
）
儲
宙
ゆ
わ
題
里
蓉
逝
ｅ
申
当
宕
Ｉ
辛
冷

倒
碧
宙
四
囲
癖
髄
霊
緋
選
碧
辿
図
憧
ｅ
舌
◎
皇
◎
ぬ
出

漫
匙
卦
剛
碧
詞
偶
糾
養
窺
辿
選
裂
慧
洞
八
わ
僑
謎
刺
曝
服
ｅ
観
尽
営
溝

鍔
匙
卦
倒
碧
Ｉ
ト
ー
口
柄
ト
ｅ
ぐ
砿
宙
等
倒
庖
艇
劃
蕪
服
Ｉ
山
趨
笹
艇
劃
塀
鵬
ｅ
困
暁
伸
閣
尽
奮
矯

震
匙
卦
倒
裂
叫
鰹
慢
艇
劃
蕪
鵬
ｅ
困
暁
陣
痢
尽
営
矯

詞
甲
扇
暴
堅
『
髄
塵
ｅ
喬
樹
誕
碧
哩
冶
心
灸
叫
竪
篭
蚕
匿
ｅ
囲
尽
奮
溝
』

遡
卦
Ｋ
岱
溝
起
堆
卦
Ｒ
ｅ
Ｈ
契
酬
塀
塵
喧
餌

圏
緋
Ｋ
岱
欝
」
製
遡
想
ｅ
弧
娯
哩
唾
期
師
村
三
製
難
唄
認

園
卦
Ｋ
岱
欝
（
日
）
レ
ニ
口
里
孤
浬
霊
園
鐸
ｅ
Ｈ
銅
里
ｅ
侭
裂
露
裁

園
卦
Ｋ
潜
欝
筆
樹
ｅ
孤
浬
名
倒
辱
ｅ
？
晶
全
縄
里
加
哩
便
瞳
閏
師
討
三
製
謎
唄
狸

園
卦
Ｋ
岱
溝
牌
二
Ｃ
ｕ
弧
超
超
卦
Ｒ
ｅ
判
塵
眠
囲

ｅ
困
丙
雷
欝
Ｉ
牌
今
辿
逐
如
画
骨
認
武
ｌ
翠
鼠
ｅ
極
蝉
霊
卦
円
弧
飛
鐸
料
理
再
里
倉
弧
堅
陣
岱
欝
倉

ｅ
困
尽
岱
欝
孤
碧
ｅ
餌
踊
図
囲
再
議
鰐

ｅ
西
原
岱
醇
孤
碧
倒
養
ｅ
囲
垂
匪
填

倒
碧
署
慨
Ｉ
稗
柄
１
口
お
八
け
１
ｓ
畿
碧
叩
異
撞
曇
旦
暮
Ｕ
幻
尽
固
ｅ
穣
牲
奪
騨
ゆ
喜
心
港
里
勘
叶
鰹
裁
ｅ
握
悟
三
臣
堂
翻
踊
圏

圃
卦
Ｋ
雷
鱈
レ
ニ
口
型
圏
想
髄
謹
ｅ
加
禦
呈
毒
硬
喧
翻

幽
卦
Ｋ
潜
鰐
掴
調
圃
謹
幻
似
砺
ｅ
庖
蕊
離
皿
推
碧
加
娯

倒
緋
Ｋ
潜
欝
Ｉ
毎
週
ｅ
嘆
填
狸
暮
や
震
騒
Ｐ
填
侭
ｅ
幽
田
俳
画
吊
縄
小
ｘ
Ｒ
Ｉ
震
畷
璃
填
ｅ
避
艇
閏
骨
露
蛙

ｅ
囲
尽
岱
欝
Ｉ
牌
旦
倒
悪
旦
騨
揮
饗
錘
洞
八
蚕
三
塀
旦
簿
ｌ
弧
裂
幻
畿
碧
ｅ
西
至
匿
填
惑
蕊
佳

ｅ
困
尽
営
鰐
謎
塵
濁
欝
ｅ
翻
至
匿
填

圏
緋
Ｋ
潜
溝
‐
牌
二
、
型
唄
Ｈ
但
据
師
圭
縄
里
凶
錨
挺
斜
辱
判
哩
鱒
Ｈ
ｅ
承
ｌ
け
隠
圃
‐
昌
髄
塵
猛
鯉
潮
ｅ
州
唾
裂
蝋
ゆ
む
縄
旦
唾
黛

ｗ
ｏ
ｆ
．
Ｅ
の
三
馬
：
っ
彊
弓
の
雨
Ｅ
苧
⑯
宝
２
三
○
も
２
９
３
巨
一
呈
昔
金

巨
。
＆
・
芯
の
当
量
．
金
づ
馬
一
望
重
呂
三
の
こ
β
の
。
。
。
Ｅ
Ｃ
彊
弓
の
①
彊
制
も
２
－
。
』
８
の
彊
も
Ｃ
Ｏ
胃
砦
の
⑩
量
ご
ｇ
Ｅ
－
。
置
く

量
ｄ
＆
・
で
の
”
．
全
．
金
一
”
お
５
ｑ
⑲
Ｅ
－
Ｔ
豆
垂
穏
曽
三
七
も
の
壱
。
の
扇
』
２
．
．
．
一
。
エ

』
口
山
鰯
勇
二
Ｑ
・
つ
。
』
旬
で
巨
星
里
．
湯
エ
コ
易
匡
の
二
》
』
◎
の
。
Ｅ
◎
や
。
①
岸

（
磁
余
潮
駆
箇
吊
紀
剛
碧
蕊
皿
）
謹
拭
罫
咽

、
ト
の
一

の
ト
の
一

の
ト
の
一

の
ト
の
一

ｍ
卜
の
一

ｍ
卜
の
一

ｍ
卜
の
一

四
ト
の
一

ｍ
卜
の
一

ｍ
卜
の
一

四
卜
の
一

四
卜
の
一

ｍ
ト
の
一

の
卜
の
一

ｍ
卜
つ
一

四
卜
の
一

四
卜
の
一

ロ
ト
の
一

ｍ
ト
の
一

の
卜
の
一

②
卜
の
一

”
卜
の
一

、
卜
の
一

の
卜
の
一

四
卜
の
一

○
ｍ
の
一

○
ｍ
の
一

○
の
の
一

○
ｍ
の
一

○
ｍ
の
一

○
ｍ
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

の
ト
の
一

の
ト
の
一

つ
卜
の
一

の
卜
の
一

つ
卜
の
一

つ
ト
の
一

の
ト
、
一

の
ト
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

つ
卜
の
一

の
卜
の
一

ｍ
卜
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

つ
卜
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

の
卜
の
一

ｍ
卜
の
一

の
ト
の
一

ｍ
ト
の
一

ｍ
卜
の
一

ｍ
ト
の
一

侭
艇
蜜
蝋

餌
震
奮
Ⅸ

埜
骨
ヨ
・
姻
存
匪

倒
ヨ
巴
・
値
踊
霞
騨
・
屍
糧
雪
皿

犯
冊
震
燃

即
卿
圏
・
詞

ｌ
遡
Ｋ
・
震
隙
丑
・
姻
僻
録
礁
慎

圃
注
任
田

鱈
唄
幽
長
・
宕
鋼
態
矩
・
陣
田
骨

趨
留
拝
Ｋ
・
川
型
圏
会

・
に
哩
碧
・
批
田
苗
・
叶
蜜
田
畏

潤
留
存
Ｋ
・
川
越
圏
舌

・
に
哩
騨
・
批
田
伝
・
叶
蜜
田
Ｋ

叶
蜜
田
Ｋ

雷
蟹
伽
舌
・
畢
鎚
鴬
塀

留
蟹
伽
二
言
畢
錨
騨
塀

怪
侭
睡
判

畢
錨
騨
塀
・
雷
蟹
伽
冬

慢
仮
睡
判
．
Ⅱ
個
壌
瞳

、
偲
砺
矩

服
敏
三
号
・
紀
長
槌

冊
棋
田
側
・
樵
愛
三
個

紬
翻
茸
伽
・
瀬

田
無
・
昇
翠
存
田
・
州
餌
輪
黒
嬬

Ｉ
艇
唯
掴

Ｉ
艇
嘩
回

附
川
駄
反

密
鋼
騨
Ｋ
・
醐
鎚
岬
反

川
料
葬
儀

画
髭
嘩
嬢

・
エ
ゴ
の
⑲
シ
“
￥
⑯
ト

・
三
面
且
◎
ヱ
℃
匡
旬
・
ト
室
の
⑮
二
⑩
エ
”
吟

・
ト
繭
エ
、
匡
旬
ト
つ
匡
旬

・
ト
・
◎
ぢ
○
一
・
シ
・
一
言
の
ト
崖
・
￥
三
の
Ｅ
Ｃ
ヱ

。
】
一
室
⑮
塁
￥

国
墜
雪
眠

駅
鎚
専
原

理
酒
騨
伽
・
凪
鑑
噸
嬢

画
鑑
噸
鎮

・
エ
・
垂
。
．
◎
宮
岡
Ｅ
団
〆

匹
・
里
◎
垂
の
吾
甲
エ
・
皇
ヨ

・
の
。
⑯
ロ
コ
め
ぢ
室
で
こ
、
望
三
の
Ｅ
◎
茎

蝉
ヨ
Ｋ
・
侭
農
蜜
蝋

■
漢
壇
Ⅸ

暴
埋
扇
鯛
・
矩
田
骨
・
磨
唄
幽
長

犯
冊
撰
燃

潤
礎
蜜
黙

認
Ｉ
園
Ｋ
・
犯
騨
録
隙
蝿

田
祐
海

川
掴
謹
睡
・
怪
侭
睡
判

川
型
圏
冬

忌
佃
ヨ
鐸

魁
劇
困
圏

酸
田
ヨ
・
馳
漣
圃
騨
・
偶
搬
出

胡
鯉
田
ヨ
・
霊
慨
拙
・
樵
愛
三
個

蕊
雲
騨
伽

ｌ
震
駈
側

伽
粧
佃
俣
・
脳
総
噸
綬

鋼
皿
岬
姉
醗
・
凪
灘
申
嬢

凪
鐙
幽
緩

・
ヱ
ー
四
コ
◎
皇
室

・
ヱ
・
室
⑲
里
ヱ

℃
匡
飼
・
エ
㎡
宝
旬
エ
目
．
」
《
・
ン
一
◎
．
怠
三

・
エ
砲
雲
⑮
エ
コ
垂
．
」
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守の”の？＝▽一一画一マーー マーャー卜画

○
の
副
１
房
園

○
の
－
８
１
の
画
一

の
の
可
Ｉ
扇
ぐ

ｍ
Ｉ
で
国
等

“
ト
ー
ト
ゆ

ｏ
Ｑ
０
１
ト
マ

○
ぬ
－
０
１
ｍ
の
一

望
’
二

園
の
－
０
１
↑
ぬ
一

○
，
１
１
め
い

の
－
０
１
の

承
Ｉ
で
ｇ

“
○
一
８
１
－
句

の
の
０
１
せ
め

○
園
の
Ｉ
こ
の

の
○
函
’
’
＠
の
一

卜
の
ｌ
の

画
画
一
’
二
一

マ
こ
’
○
ト
ー

マ
函
函
０
１
卜
の
一

○
函
’
三

の
ｍ
６
Ｉ
ｏ
守

寺
ｌ
卜
函

ト
ト
ー
０
１
卜
の
一

○
一
一
８
１
ｍ
○
一

卜
唖
国
’
’
一
唖
画

承
Ｉ
で
ｇ
函

○
マ
函
－
国
函

の
ｍ
ｌ
ｏ
の

承
’
て
一
留

唖
苛
画
１
房
園

卜
里
Ｉ
匡
一

○
ぬ
園
ｌ
春
画

茸
○
回
１
国
、
一

マ
マ
一
Ｉ
の
”
一

因
里
’
ぬ
里

因
マ
ー
せ
め

○
の
園
ｌ
の
扇

ｏ
ｍ
ｌ
ｒ
ｍ
卜

添
Ｉ
で
の
ｇ

ぬ
唖
函
０
１
ト
マ
劃

函
○
一
１
局

の
マ

の
因

の
１
－
つ

の
函

の
画

の
函

の
一
の

の
函

画
Ｉ
の
一

の
画

一
因めぬ

、
‐
ぬ
函

マ
ー
の
一

奇
’
四
一

函
Ｉ
○
ぬ

国
の

ｍ
１
ｎ
園

マ
ー
の
一

マ
ー
、
一

ー ” マ
11つ
守卜mのαコとコト
園一唖一ぬぐ▽一の~

一
国

の
画

函
○
一

一
の

。
画
一

の
”、

の
の函

の
Ｉ
の

ト
画ぬ

Ｉ
騨
穏
Ｈ
契
幻
浬
緋
等
剛

躯
瀞
躍
卦
話
糾
圏
朴
Ｋ
営
醇
ｅ
個
盗
（
腹
）
騨
判
副
晦
堕
録
坦
楢
発
侭
匡
雇
匿
睡
圏
一
困
骨
蕊
儀
Ｉ
（
認
ト
職
）
髄
塵
ゆ
や
趣
里
拝
酸
ｅ
申
当
雲
Ｉ
辛
示
扇
望

雰
磨
謹
韓
牌
こ
い
些
騒
余
型
求
慢
ｅ
圏
Ｈ
樟
憐
曇
鰍
州
ｅ
蕊
武
扇
雲

躯
雰
握
朴
騒
耕
幽
卦
Ｋ
営
溝
牌
二
Ｃ
ｕ
埠
駐
逼
臆
ゆ
む
絶
里
瞥
握
昌
鞭
碧
里
扇
望

口
で
悔
碧
偶
瑛
ｅ
類
似
遡
額
盗
全
ね
憂
叶
辿
図
臨
矧
駅
ｅ
騨
遷
塑
口
で
七
碧
匡
碧
固
裂
舛
侶
蔭
簾
畠
里

血
雰
握
卦
話
卦
蝋
卦
Ｋ
潜
溝
Ｉ
等
睡
庖
ミ
狸
港
心
兵
等
樹
遡
圏
ｌ
畷
梗
個
ミ
Ｈ
扇
ｅ
縦
碧
加
禦
塵
瞳
函
扇
望

臨
緊
話
卦
Ｈ
卦
Ｋ
営
溝
浬
奪
腰
盛
ｅ
盤
畏
嘆
ゆ
む
縄
里
露
俄
扇
雲

・
急
＆
・
舌
昌
且
３
．
で
の
・
患
窒
呈
８
濁
些
ｇ
８
曽
三
且
Ｌ
３
』
句
室
２
重
○
の
彊
萱
呂
望
・
お
Ｅ
Ｅ
易
曽
一
』
弓
ｇ
二
２
着
受
８
魁
◎
５
重
量
愚
の
老
ｇ
ｇ
ｇ
く
扇
空

陸
綱
麗
孤
碧
『
誕
裂
ｅ
璽
碧
囲
佃
伽
』
呂
曾

賦
塵
緋
甑
碧
ｅ
甜
尽
溌
欝
作
余
毒
椎
ｅ
申
迦
畷
頓
猛
選
碧
ｅ
期
ゆ
む
縄
型
自
尽
潜
醇
ｇ
望

園
裂
圏
題
鍬
匪
辿
錘
洞
八
わ
ｅ
蕊
武
ｇ
望

髄
志
鴫
目
髄

華
叶
Ｐ
－
ｅ
申
判
掛
養
艇
壇
矩
ｅ
寒
遜
劃
賑
鵬
ｅ
宙
酷
凪
祭
黛
・
西
原
岱
醇
ｇ
雲

髄
塵
黒
目
慨
叫
懸
登
艇
幻
黙
座
雷
矯
ｇ
雲

壇
伸
裂
蝋
『
倒
篭
皿
ｅ
鱈
鱈
』
榊
曝
忌
叶
母
寝
偶
鞭
狸
二
縄
ｅ
宙
尽
岱
矯
ｇ
雲

朴
蕊
鯉
汽
八
わ
ｅ
骨
、
９
２

盤
伸
介
個
『
轟
拭
鱈
計
剛

碧
佃
鴎
伽
噌
胡
頒
毎
躍
雰
圏
』
騒
州
皿
淵
に
側
鶴
舟
頓
鴎
伽
劇
矧
頒
毎
擦
蓉
圏
頓
凶
璽
碧
ｅ
聾
艇
慢
選
選
碧
鱈
洞
八
わ
ｅ
緊
目
職
ｇ
竺

緋
蕊
騒
ぐ
騒
余
悩
幽
幻
怪
塞
選
碧
錘
ｅ
錘
ｎ
入
わ
僅
隅
叩
圭
縄
旦
困
淫
淵
椴
ｇ
望

倒
碧
Ｉ
い
い
一
ｓ
幽
霊
維
扇
唾
ｅ
Ｋ
Ｒ
や
ト
ー
顛
倒
罫
蟹
ｅ
畢
団
溌
幻
謹
両
八
わ
ｇ
望

壇
伸
裂
灘
『
倒
蕊
皿
ｅ
営
醇
』
榊
既
忌
叶
肝
曹
長
選
裂
ｅ
宙
呂
竺

ｌ
騨
覇
Ｈ
甥
幻
起
糾
豊
剛
ｅ
掴
盗
（
唖
）

躯
雰
躍
卦
篭
聯
圏
卦
Ｋ
営
溝
要
Ｈ
医
〆
緯
侶
潤
叩
箇
吊
侭
三
値
吋
侶
三
値
醜
・
宙
骨
惑
裁
Ｉ
（
辱
の
髄
）
砿
塵
師
や
遜
呈
拝
噺
ｅ
申
当
宕
Ｉ
辛
添
ｇ
竺

髄
宙
糾
孤
碧
ｅ
囲
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ｇ
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Ｇ
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ｇ
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Ｒ
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ｇ
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ｌ
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縄
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蜜
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ｇ
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叶
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ｇ
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Ｓ
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ｇ
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叶
ｅ
豊
ロ
ト
ー
辿
師
垂
侭
型
自
尽
骨
、
ｇ
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ｇ
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司
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潜
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縄
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Ｈ
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ｇ
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ｇ
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岡
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Ｓ
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Ｓ
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○
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Ｈ
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Ｋ
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鐸
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ｇ
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ｌ
Ｋ
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縄
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Ｈ
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篭
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ｌ
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縄
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潅
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ｇ
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＊
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縄
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．
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．
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．
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．
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．
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仁
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①
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０
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．
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８
の
・
差
。
①
里
＆
・
８
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萄
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①
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．
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⑮
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．
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Ｓ
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ｇ
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．
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２
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①
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ｇ
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．
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Ｏ
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＆
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Ｋ
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憎
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Ｅ
○

・
〆
ｄ
宮
９
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￥
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ｌ
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迷
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Ⅸ
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懸
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１
唖
マ
画

一
の
”
０
１
ト
ト
の

ｍ
の
函
’
ぬ
罵

承
’
て
圏

瓶
Ｉ
で
雲
一

扇
一
ｌ
ト
マ
一

員
の
’
一
房

ｏ
Ｅ
ｌ
の
里

○
浬
１
ｍ
ゴ
ー

。
”
一
ｌ
’
ぬ
○
一

ｍ
－
－
卜

玩
’
て
に

○
の
ｌ
望

卜
竺
Ｉ
寺
一

承
Ｉ
で
○
国

の
ト
マ
０
１
○
ト
守

一
○
一
０
１
ト
ト

の
＠
－
’
二
一

の
－
１
１
－

の
里
ｌ
医

の
の
－
１
巨

函
の
ｌ
の
ト

ト
○
国
Ｉ
の
雲

○
房
１
ｍ
○
国

ｍ
ｍ
ｌ
の
卜

の
－
１
卜

熟
ｌ
ど
の
圏

承
’
て
等

示
’
て
呂
一

承
ｌ
で
の
届

○
マ
ー
マ
の

唖
函
唖
Ｉ
の
扇

○
三
ｌ
の
⑮

召
ト
ー
○
園
ト

ト
ｍ
ｏ
－
Ｉ
の
苛
○
一

ｍ
’
の

承
Ｉ
で
葛
一

承
Ｉ
で
の
届

卜
の
Ｉ
ト
ト

の
扇
’
一
頁

○
守
０
１
の
函

マ
ト
一
日
’
一
。
一

ず
、
－
０
１
ｍ
ｍ
一

マの
。
守

の
苛

国
１
ｍ
の
唖

の
守

唖
ト

マ
ト

一
の

因
１
の
函の

ｍ
ｌ
の
一

の
１
ｍ

ｍ
寺

の
’
○
守

奇
ｌ
の

の

、 I
“▽一因｡《｡”の。▽一の
守《。▼－▼＝ぬいの卜唖一の@｡

の
の
一

ｍ
の

守
－
ぬ
の

②
の

函
一
Ｉ
ト

ー
函

”

等等等のふ

剛
理
騒
緋
倒
朴
Ｋ
欝
醇
鋼
馨
誕
碧
辿
鯛
馨
鐸
斜
ｅ
塵
醒
蝦
喚
再
些
登
艇
圏
ｕ
Ⅸ
．
登
慨
苓
困
骨
蕊
黛

讃
轟
砿
塵
騒
卦
極
録
計
Ｋ
ヨ
函
．
Ｉ
輯
鴎
ｅ
院
ｎ
１
Ｓ
ｅ
申
）
姦
里
ｅ
篭
洞
八
わ
畏
謎
劃
塀
鵬
喫
再
里
蜜
糧
圏
登
圏
等
宙
米
感

電
轟
砿
塵
温
耕
極
認
卦
Ｋ
ヨ
函
ｌ
毎
呂
ｅ
偶
ｎ
ｌ
ａ
ｅ
申
）
壷
里
ｅ
錘
洞
八
わ
畏
謎
劃
蕪
眼
ゆ
垂
絶
里
奮
淫
圏
避
圏
署
由
来
敏

翠
叶
夢
一
哩
蕊
里
錘
門
八
わ
養
謎
ｅ
赴
窺
笛
撹
叫
宙
露
黛

轟
淫
咋
蝋
卦
倒
裂
骨
田

髄
宙
理
園
溌
華
針
仰
呈
洞
八
わ
ｅ
逼
陣
填
最
ｓ
ｅ
黙
Ｋ
困
卿
博

脳
製
田
園
喬
樹
題
碧
幽
窺
辿
填
幾
ｅ
居
留

卦
碑
批
艇
軍
皿
謹
製
錘
ｎ
入
わ
ｅ
牌
今
辿
謝
糊
伺
侵
ｅ
轟
牲
騨
矧

潜
碧
軍
皿
衝
倒
韻
碧
劃
壌
膿
ｅ
湧
国
睡
震
錘
圏
陣
唾
麗
黛

臨
緊
話
卦
園
緋
Ｋ
講
欝
Ｉ
丑
稜
ｅ
辿
凝
哩
幻
毎
糾
ｅ
填
襲
狸
９
個
弾
心
魯
罫
弧
鐙
ｎ
入
わ
Ｉ
自
照
最
錨
碧
ヨ
制
く
ｅ
Ｐ
困
亜
圃
翰
宙
尽
岱
欝

函
箇
碧
俺
判
顎
ｅ
（
戸
匡
）
填
溌
儲
碧
ヨ
制
く

潜
裂
軍
皿
填
蟹
脳
裂
ヨ
側
く

猟
磐
認
武
『
砿
塵
・
綱
麗
ゆ
や
遜
型
溌
積
昌
痘
丑
償
わ
“
塞
懇
丑
侭
判
僑
』

拠
律
畏
血
詞
饗
ｅ
錘
ｎ
入
わ
』

岱
碧
軍
皿
綱
雛
当
Ｉ
柄
川
同
叩
圭
縄
旦
窺
錘
圏
陣
・
宙
批
ヨ
制
く

旬
の
×
”
扇
。
国
多
阿
仁
三
○
星
２
厘
の
Ｅ
こ
◎
』
言
こ
の
扇
筋
⑲
。
◎
つ
匡
、
辛
の
の
全
図
。
◎
の
二
一
二
砦
妻
の
。
匡
曾
聖
』
の
》
星
匡
”
Ｅ
コ
ニ
ロ
匡
珂
－
２
コ
穏
之

当
全
員
α
参
旨
．
・
・
で
の
・
一
万
○
・
言
、
里
而
匡
三
○
㎡
信
之
慧
忌
吾
こ
の
舌
３
雲

馬
§
つ
・
２
コ
ぢ
ど
２
匹
廻
多
２
三
○
づ
烏
一
望

当
量
．
金
夢
置
．
・
・
で
の
・
一
万
○
・
一
言
ｍ
ｇ
ｏ
Ｅ
ｏ
三
も
材
ｇ
ｏ
Ｅ
ｇ
の
３
の
彊
と
◎
村
。
Ｅ
お
ｇ
の
彊
Ｅ
Ｃ
と
吾
．
９
（
の
巨
．
）
の
昆
画
２
：
逗
仁
浩
一
菌
Ｅ
２
８
具
◎
工

当
量
．
金
・
こ
こ
．
舌
の
．
－
万
。
言
、
些
璽
』
ｇ
冒
冨
量
。
８
闇
冒
画
ｇ
ｇ
３
Ｅ
．
呈
昔
金
星
２
厘
２
厘
８
湯
冨
：
く
↑
８
壬
◎
の
ｇ
５
Ｅ
：
壱
３
。
』
是

『
「
困
慨
Ｋ
署
笹
」
「
（
困

唾
露
佳
圃
疎
）
困
陣
岬
鯛
」
「
西
原
亜
碩
圃
」
「
白
米
頃
」
宙
謎
周
腫
囲
骨
電
黛
嗣
露
骨
輔
騒
頓
碧
Ｈ
』
唾
霊
武
・
騒
頓
避
碧

喋
倒
韮
崎
（
官
報
八
辿
〆
叶
腫
辰
出
ｅ
弧
堅
陣
錘
ｎ
入
わ
製
塀
岡
ｅ
幻
興
困
卿
陣
・
画
暁
伸
・
囲
尽
営
欝

伸
也
認
畷
僅
砿
匿
を
髄
磨
伽
蕊
）
頓
猛
耀
嶺
砿
匿
卦
蕊
倒
叶
ｇ
屡
竪
『
鶴
塵
ｅ
鋼
寒
哩
蝋
幻
選
碧
謹
ｅ
錘
流
入
わ
慢
鴎
』

剛
碧
圏
雌
韮
母
幻
作
余
ｅ
霞
ロ
ト
ー
ヱ
師
垂
侭
里
由
尽
骨
画

幽
碧
倒
幽
牌
二
。
］
填
溌
幽
裂
ｅ
（
針
巨
匡
）
叶
の
居
留

里
丑
律
園
酬
晦
『
ｌ
孤
碧
型
孤
僅
Ｉ
幽
艇
ｅ
忌
岱
解
』

濁
駐
卦
倒
製
個
哩
ｅ
裂
亜
ミ
ヨ
今
ヨ
哩
蕊
型
受
難
ゆ
煙
心
養
Ｈ
膿
ｅ
自
認
佳

環
轟
儲
匿
垢
糾
極
輔
卦
Ｋ
ヨ
函
Ｉ
漫
呂
ｅ
偶
ｎ
判
鰍
鹿
ｅ
哀
里
Ｉ
（
§
申
）
蓋
騒
ｅ
錘
ｎ
入
わ
特
謎
判
塀
吠
哩
再
型
蜜
怨
圏
避
圏
筈
画
米
感

躯
瀞
嫁
緋
話
卦
蝋
緋
Ｋ
潜
欝
髄
匿
名
眉
側
ｅ
個
哩
濁
判
雲
再
里
侭
碧
騒
呉
困
蕊
黛

蝋
哩
組
骨
国
頓
糊
奪
胡
胡
歯
時
劃
『
伸
迦
群
絹
雲
鞭
糾
ｅ
轡
艇
篭
、
八
わ
嘩
田
』
園
距
浬
ｅ
際
韻
矧
ｅ
申
迎
誕
蝉
名
卦
選
碧
ｅ
轟
鮎
洞
八
わ
迷
伍

。
』
の
の
画
匡
画
・
●
屋
匡
コ
コ
エ
◎
二
．
ト
ａ
の
匡
・
で
の
匡
国
旦
雨
つ
碗
で
巨
星
里
コ
ァ
エ
コ
診
」
の
二
碧
星
の
市
』
。
◎
◎
置
勇
》
”
Ｆ
こ
の
垂
の
こ
の
。
○
碧
望
望
匹
つ
匡
旬
》
こ
の
◎
の
』
↑
。
⑮
の
』
．
》
◎
．
お
②
動
程
屋
．
Ｅ
Ｅ
Ｏ
。

．
』
開
冒
到
・
屋
匡
．
呈
呂
β
・
号
匡
・
万
の
馬
８
つ
・
名
馬
一
望
呈
昔
諺
壱
彊
星
里
２
８
．
宣
言
ｇ
Ｅ
２
２
３
ｏ
材
遍
匡
冨
”
曽
３
２
も
＄
ぢ
ぢ
．
お
吻
倉
旨
Ｅ
Ｅ
Ｏ
。

．
◎
ｏ
の
・
局
。
①
○
四
潟
匡
重
○
・
弓
、
冒
星
望
廻
爵
匡
三
○
も
ゼ
ｇ
Ｅ
２
首
３
の
彊
星
ｇ
ｏ
材
ｇ
Ｅ
も
⑩
蔦
Ｅ
３
８
一
望
一
三
も
３
一
普
く

８
覇
登
８
５
ぢ
ど
名
目
窃
冒
全
呈
匡
の
彊
も
８
Ｅ
ｏ
ぢ
Ｂ
で
烏
薗
ｏ
－
８
ｏ

ｏ
童
。
ト
ジ
Ｅ
．
・
・
制
三
・
３
厘
皇
９
９
ゼ
週
・
言
、
倉
匡
で
夢
』
詞
彊
習
⑪
の
５
号
包
扇
わ
５
．
の
過
ち
圏
◎
一
．
島
ロ
馬
言
８
局
８
．
吟

８
厘
塁
望
Ｂ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
星
で
匡
璽
舌
淫
信
一
芯
シ
◎
ゼ
。
Ｑ
吻
匡
”
お

当
量
．
金
・
こ
う
。
●
芯
の
言
○
言
画
ち
号
こ
ｇ
昌
望
息
量
ｇ
Ｅ
穏
芯
奇
一
室
。
一
厘
。
ぢ
農
。
。
二
号
局
。
ち
Ｅ
ｏ
５
冒
名
材
も
一
画
星
図
も
８
濡
冒
ぢ
２
２
．

三
最
健

感
電
錠
自
照
圏
」
「
扇
署
宙
硯
圏
」
「
西
卿
押
」
「
踊
筈
慨
餌
卿
押
」
聾
碧
卿
陣
綱
霊
長
潮
騒
頓
碧
Ｈ
』
蝶
理
蛙
・
畷
頓
選
裂

睦
伸
制
褐
冠
》
知
幽
忌
欝
溝
』

蝋
浬
露
哉
『
州
迷
幻
蝋
霊
ｅ
霊
農
狸
冶
心
曇
辻
磯
華
皿
』

頓
里
丑
卦
Ｋ
玉
長
『
ｌ
西
原
畏
画
辿
黒
岱
溝
Ｉ
蚕
鼠
誕
碧
廻
脳
碧
』

禅
バ
ゴ
ャ
辱
露
武
『
浬
孤
製
ｅ
忌
岱
溝
』

の
Ｅ
コ
必
Ｅ
弓
呈
。
蝋
揮
露
黛
幻
孤
昼
押
岱
欝

剛
繋
儲
匿
卦
Ｋ
寒
限
鐸
韓
担
蝉
宅
導
碧
ｅ
選
碧
聴
艇
型
騨
彊
聴
艇
ゆ
む
絶
些
画
卿
円
喋
遜
黛

趣
岨
卦
趨
胡
骨
皿
鋼
奪
縦
矧
ｅ
矧
狸
黙
急
ｅ
宙
卿
陣

臨
緊
騒
耕
倒
卦
Ｋ
講
欝
劇
姻
錘
域
篠
畏
辿
唄
養
遺
ｅ
哩
骨
露
裁

岱
碧
軍
皿
践
鵡
蕪
・
唾
景
蕪
ゆ
や
遜
里
侵
選
忌
岱
醇

仙
里
丑
針
Ｋ
艇
慨
『
狸
批
艇
赴
突
圃
州
畏
、
』
曝
州
卦
批
艇
骨
、
‐
餌
幽
・
餌
碧
ｌ
冨
璽
艇
国
腫
瑚
骨
蕊
武

雰
蝋
流
い
や
万
八
型
や
わ
ロ
ヨ
遡
唄
型
駐
懐
ｅ
弧
堅
陣

灘
忍
憾
・
伸
血
聯
綱
蕊
益
呈
拭
唾
電
陵
『
躯
雰
細
蕊
曝
鍬
Ｋ
嘆
柄
偶
出
入
辿
』

碇
侭
塵
朴
呈
剛
駆
黛
『
罫
醸
ｅ
申
幻
署
ｅ
認
黛
』

廻
爵
仁
三
○
・
奇
、
屋
茎
①
舌
も
３
缶
着
８
厘
蔦
豊
つ
篇
ご
ｍ
己
３

回
①
×
⑩
扇
。
』
の
之
匡
匡
旬
函
匡
の
ト
の
二
碧
星
つ
．
Ｅ
匡
宝
。
』
ｐ
②
．
○
こ
の
響
と
の
》
幸
○
⑩
皇
》
望
』
の
↑
◎
囚
旬
二
．
扇
望
Ｅ
の
二
◎
の
Ｅ
◎
⑮
で
匡
珂
匡
旦
〕
、
》
こ
の
Ｅ
も
の
の

一
這
昌
・
綴
２
曽
。
○
も
の
区
一
四
。
。
ご
星
彊
噂
８
と
ｇ
濡
匡
目
も
ｇ
Ｅ
ｍ
園
。
一
．
量
ち
Ｅ
も
＆
“
名
匡
⑯
一
の
冒
全
．
今
』
皇
と
◎
ど
３
』
両
ち
○

閉
２
留
鳥
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
ど
一
塁
お
＄
上
ｇ
Ｅ
ｇ
５
コ
ぢ
２
８
－
３
巨
豊
。
』
ｇ
巨
冒
⑯
ち
宙
Ｅ
も
５
冒
名
材
壱
一
ｇ
層
５
８
．

の
．
量
．
金
・
堂
呂
・
●
で
の
・
一
ち
○
・
一
一
畠
亜
白
ゼ
＆
・
名
馬
一
望
呈
舌
壷
豊
ど
◎
の
３
局
２
８
３
屋
一
Ｅ
ｇ
Ｅ
－
Ｅ
３
一
号
呂
用
２
呂
馬
Ｅ
Ｉ
２
』
狸
一
型
お
＄
と
ど

菌
ｏ
－
８
ｇ
爵
一
＆
菌
◎
一
ｓ
璽
星
８
馬
一
＆
量
８
局
◎
島
８
塁
＆
５
３
つ
・
各
５
両
冒
全
呈
匡
①
乞
星
＄
晋
２
２
２
里
１
３
⑩
里
冒
－
２
２
号
で
５
２
房
ｇ
Ｅ
Ｂ
＄
一
ｇ
Ｅ
２
も
用
．
①
虐

匡
⑮
Ｑ
ｍ
つ

烏
号
つ
ち
雲
望
３
匡
一
ｇ
三
島
園
８
○
・
当
量
三
厘
乞
弓
の
の
彊
・
ｇ
５
両
二
一
国
馬
３
』
名
ｇ
の
君
８
２
－
２
里
１
３
の
ロ
馬
箇
ｏ
ち
量
ち
Ｅ
一
ｓ
：
８
２
８
．
ち
工
２
３

『
（
の
○
一
ｚ
○
一
）
シ
お
の
Ｅ
扇
。
ｏ
で
こ
⑮
唾
星
穏
口
匡
の
山
』
恥
冨

（
駒
頓
倒
誕
箇
吊
穐
副
碧
篭
皿
）
渥
拭
碧
噸

日
亘
、
凸
型
ｕ
卓
凸
十
十
グ
も
０
員
則
か

卜
の
の
一

卜
、
の
一

卜
、
の
一

ト
の
②
一

Ｆ
ｍ
の
一

ト
ｍ
の
一

ト
の
、
一

ト
の
ロ
ー

ト
め
つ
一

卜
の
の
一

卜
の
の
一

卜
、
の
一

卜
函
の
一

卜
、
つ
一

卜
の
の
一

卜
、
の
一

卜
の
の
一

ト
の
つ
一

の
ｍ
ｍ
－

ｏ
ｍ
ｍ
－

ｃ
の
＠
－

＠
ｍ
の
一

の
、
の
一

＠
ｍ
の
一

の
、
の
一

の
、
の
一

○
の
の
一

＠
ｍ
の
一

の
⑳
の
一

＠
ｍ
の
一

＠
の
つ
一

の
、
の
一

○
の
の
一

の
ｍ
の
一

ｍ
の
の
一

ｍ
ｍ
の
一

ｍ
ｍ
の
一

ｍ
の
②
↑

ぬ
の
②
一

晩
、
の
一

四
ｍ
の
一

唖
、
の
↑

ぬ
、
の
一

ｍ
ｍ
の
一

ｍ
ｍ
の
一

ｍ
ｍ
の
一

ｍ
の
の
一

ｍ
ｍ
の
一

唖
函
の
一

ｍ
の
②
一

唖
の
の
一

ゆ
め
の
一

唖
の
亜
一

州
凝
奮
覗
・
偶
慌
喧

赴
拠
伽
・
磨
唄
幽
畏
・
雷
鋼
馨
悼

曇
拠
伽
・
盤
暇
幽
畏
・
宕
姻
蝉
憧

欧
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α

匡
伺
。
⑲
つ
め
コ
ン
エ
コ
ン
匡

彊
弓
の
①
彊
・
８
５
一
望
舌
Ｅ
室
の
で
烏
月
旦
Ｅ
３
皇
の
』
◎
帝
冨
曽
の
Ｅ
の
①
こ
の
。
◎
一
◎
工
①
彊
匡
ｏ
５
濡
星
Ｅ
⑩
×
の
Ｉ
＆

華
叶
享
罵
、
匡
員
ｅ
牲
塵
岱
欝
ｅ
自
圃
最
姉
瑚
尽
ヨ
制
く

『
伸
細
雰
至
骨
綱
麗
罫
醸
篭
洞
八
わ
扇
腫
闘
騨
円
』

Ｉ
想
礁
ｌ
ｅ
髄
宙
ｅ
劇
咽
ｌ
く
辿
篭
洞
八
わ
ｅ
悶
任

罫
蟹
犀
碧
ｅ
中
型
辱
鐸
碧
甥
翻
遜
劃
鴎
ｅ
瞥
艇
侭
圏
閏
佃
伽
姻
尽
雷
欝

呈
劉
翠
碧
眺
艇
当
｝
Ｈ
尺
ｅ
避
嬢
ゆ
わ
侭
里
困
璽
撰

．
叩
Ｈ
制
一
「
到
二
篭
得
困
骨
露
陵
隅
雷
骨
醐
畷
衣
署
Ｈ
害
唾
誕
黛
・
畷

創
巴
傾
砿
塵
罫
雷
篭
皿
睡
崩
書

画
の
の
一

個
船
田
韓

国
の
①
一

犯
磯
砿
霊
黛

函
の
の
一
。
￥
繭
』
⑮
二
二
の
．
』
。

・
エ
⑯
這
．
つ
匡
ｍ
・
ン
づ
こ
一
・
・
の
両
つ
．
の
穏
三

園
の
の
一
号
ト
菅
○
Ｅ
旬
茎
ｍ
ｚ
Ｇ
・
ト
両
匡
⑮
雲
⑲
ヱ

ー
の
つ
一

屡
楓
蜜
皿

↑
つ
つ
一

察
田
針

扇
望
臼
ヨ
麗
蟹
・
川
釈
倒
迂
・
偶
撹
鰯

一
の
つ
一

眠
頃
車
田
矩
・
型
裂
く
鯛冊

扇
望
作
槌
憎
・
返
伽
屋
・
襲
癖
録
隙
襲

孟
Ｉ
田
ヨ
・
急

５
２
塑
田
ヨ
・
船
作
椙
憎
・
襲
癖
録
蝶
蝿

川
釈
倒
珪
・
謂

扇
雲
尚
ヨ
喋
競
・
凪
篭
幽
棲
・
鯉
冊
ヨ
Ｋ

扇
望
型
林
尋

５
重
叶
昇
睡
艇

一
句
の
一

察
副
ヨ

扇
望
眉
ヨ
瞭
溌
・
川
釈
幽
珪
・
川
鰍
三
亀

川
釈
倒
珪
・
謂

扇
雲
眉
ヨ
澱
競
・
趨
偶
祭
佃
・
蓮
遁
画
侭

高
空
髄
劉
騨
伽

扇
雲
川
棚
想
佃

艇
酸
鼻
・
鞭
Ｉ
雰
田
・
俳
催
用
・
而

扇
雲
璽
騨
Ｋ
・
Ｉ
哩
躍
催
・
川
程
溌
呂

啄
匪
毎
。
註

扇
雲
樫
脳
沌
・
気
塞
葺
絹
・
儀
舛
坦
睡

５
つ
一
・
く
づ
で
里
の
珂
乏．

三

一
の
④
一
面
且
◎
￥
で
こ
ｍ
・
ト
ー
室
の
⑮
二
ｍ
茎
飼
吟
舎
・
エ
直
⑮
￥

一
の
②
一
．
ｚ
ご
◎
エ
で
こ
⑯
・
エ
ご
旬
茎

ｇ
雲
留
置
奪
畏
服
頃
睦

ｇ
雲
・
慢
恢
睡
判
・
騨
蓉
制
・
謂
礁
暇
鯉

ｇ
雲
型
碧
敏
隠
・
川
曇
鞘
瑚

９
２
柄
’
三
か
侭
塵
罫
雷
畏
茸
咽

呂
雲
唾
卿
蕪
・
偶
ヨ
感
填

ｇ
望
迷
卿
塀
・
刺
ヨ
威
麗

ｇ
望
罰
三
如
噸

ｇ
雲
憂
三
如
率

ｇ
望
鵠
劉
匿
・
采
肖
ヨ
瞭
農
・
川
縦
倒
珪

ｇ
里
垣
脳
沌
・
謂
肖
ヨ
傭
穀
・
川
級
倒
竺

ｇ
里
叶
醒
田
Ｋ

ｇ
望
瞭
匪
痘
製
鞠
翻
・
容

呂
雲
慢
伽
ニ
ヘ
・
蕊
震
騨
伽
・
畢
鎚
茸
塀

。
④
の
一

唾
隅
侭
出

○
つ
の
一

扇
騨
鮒

ｇ
望
異
冊
骨
ヨ
・
留
矩
恥
叶

ｇ
雲
曝
柄
’
三
万
儲
儲
塵
浸
碧
篭
洞
八
わ

・
三
．
星
工

○
の
の
一
ロ
匡
珂
・
の
面
仁
扇
勇
⑮
エ
コ
の
ト
・
四
面
Ｎ
、
エ
ｍ
ｚ

ｏ
の
の
一
・
三
．
星
工
で
仁
、
凹
面
Ｎ
、
エ
ｍ
ｚ

ｏ
の
③
一
・
く
α
↑
一
万
Ｎ
Ｎ
、
』
一
Ｑ
で
こ
⑯
吟
㎡
匡
廻
多
ｍ
ヱ

９
２
潤
雷
な
Ｋ
・
職
長
詣

拭
蟹
謡
祐
・
外
礁
丑
・
珂

圏
宮
三
和
噸
・
鶴
ヨ
或
蝿
・
屍
椙
壇
皿

雷
雲
型
碧
頃
漫

ｇ
里
魯
哩
駅
徽
厘
漂
・
穏
陣
洞

呂
雲
Ｉ
悼
存
骨

屍
糧
雪
皿
・
型
碧
頃
填

ｇ
雲
．
ま
唄
幽
長
・
殴
鎚
専
度
・
環
匪
臣
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ぬ
ぐ
一
１
０
の
函
一

○
ト
ー
ｉ
ト
マ
ー

ｇ
ト
ー
の
マ
ト

、
の
函
ｌ
罵
函

函
唖
’
＠
の

マ
の
の
ｌ
の
守
の

。
、
０
１
の
唖

一
望
Ｉ
守
三

承
ｌ
ど
の
扇

。
画
一
’
○
○
一

戸
望
ｌ
一
望

の
の
－
１
奇
、
一

浬
’
一

＠
ぬ
１
国
守

苛
奇
－
１
ｍ
里

の
②
ト
ー
唖
ト
ト

ハ
Ｉ
で
マ
房

承
Ｉ
で
９
－

承
’
て
一
周

国
の
の
’
一
国
の

、
里
Ｉ
の
里

望
’
一

こ
の
Ｉ
の
○
の

函
唖
Ｈ
１
寺
マ

の
一
国
１
１
”
○
函

一
一
Ｉ
卜
の

ー

寺 の－
1 1 1

mめい』uうばう寺勺一 寺 ” 卜

の
１
国
の

－
１
マ
ー

マ
ー
の
一

ぬ
ｌ
卜
の

の
Ｉ
の
一

”
１
つ
の

－
１
ト
ー

倒
裂
露
黛

。
。
○
の
．
●
園
◎
の
。
⑲
彦
珂
匡
垂
○
・
一
百
四

鯉
伸
産
圃

鱈
匙
卦
倒
碧

室
２
３
３
匡
冒
ｍ
Ｅ
Ｂ
ｇ
ｏ
２
ト

剛
裂
露
栽

ｇ
Ｅ
．
・
量
ち
Ｅ
Ｃ
の
○
勝
２
８
号
．
２
２
ト

．
。
○
の
．
菌
。
①
。
⑮
宝
飼
匡
三
○
・
一
言
、

剃
容
Ｋ
言
異
兵
魯
ｅ
型
わ
く
型
郷
醸
ｅ
申
壬
〆
会
星
曝
叶
屡
睡
焼

哩
伸
填
孤

鰹
伸
寸
佃
『
登
漢
ｅ
長
田
師
や
呈
劉
』
叶
謹
田
長
・
Ｎ
Ｉ
裂
号

割
雷
Ｋ
言
異
兵
魯
ｅ
判
壱
八
判
郷
蟹
ｅ
申
一
Ｋ
全
ご
理
叶
暴
睡
艇

鱈
匙
卦
剛
碧

醍
碧

鰹
伸
寸
柏
『
登
窺
ｅ
骨
、
ゆ
わ
等
胤
』
汁
窪
田
Ｋ
・
Ｎ
ｌ
製
二

割
雷
Ｋ
言
異
魯
魯
ｅ
幻
箇
、
型
弼
霞
ｅ
申
一
Ｋ
会
ご
曝
叶
屡
睡
鰻

鱈
匙
卦
剛
裂

盤
悼
む
桓

蝋
浸
醗
一
Ｋ
承
ロ
ユ
で

葬
翠
遊
厄

穂
初
心
ｐ
『
Ｉ
雰
専
噸
皐
・
存
圃
卦
旺
Ｉ
州
揮
辿
筆
Ⅸ
ｅ
期
』
曝
鰍
騨
鵬
量

観
宙
緊
団
慨

ｇ
Ｅ
．
・
量
ち
Ｅ
Ｃ
①
○
の
３
５
号
つ
．
２
２
卜

選
裂

園
裂

肇
碧

函
・
叩
糊
鎧

（
論
余
剰
題
る
そ
縄
剛
碧
恭
皿
）
涯
拭
塞
咽

で
こ
、
匡
里
多
扇
ト
ご
旬
Ｑ
⑯
つ
星
の
』
の
三
α
の
二
》
半
。
⑩
の
壷
。
』
Ｑ
雨
巨
石
．
這
函
こ
◎
呈
半
。
⑮
豊
材
一
』
の
“
。
”
』
、
二
○
万
．
面
○
一
．
二
Ｓ
Ｏ
Ｅ
◎
の
。
ト
の
、
一

・
工
置
◎
Ｅ
二
○

冒
里
３
Ｎ
宝
①
ｚ
で
馬
室
ｇ
く
彊
弓
の
星
ｇ
ｇ
３
Ｅ
．
扇
Ｅ
扇
琴
も
の
罵
至
迄
－
．
８
両
Ｉ
苛
言
ン
も
５
覇
３
８
ａ
Ｓ
望
・
の
．
。
ご
８
で
ｚ
Ｅ
・
く
・
呂
里
爵
三

旺
坐
型
エ
バ
全
Ｒ
幻
怪
聖
ｅ
錘
雷
ｇ
望

塔
暇
幽
畏

に
廻
騨
・
恨
丑
、
三
田

、
鯉
郵
碧
蕊
皿
ｅ
骨
田
『
々
関
ｅ
腰
』
ｇ
ｇ
・
料
画
睡
黒
・
損
紙
幽
・
置
屡
韓
丹

山
函
謹
洞
八
わ
当
一
鼠
庖
照
ｇ
望

潤
雷
韓
Ｋ

選
碧
一
Ｋ
三
Ｒ
ｅ
瑚
尽
営
醇
興
鋒
輔
ｇ
里

瞭
匪
浸

選
裂
誕
小
赴
里
壇
鼠
塵
盟
狸
暮
異
鴎
里
苗
潟
呉
囲
溜
調
し
心
苫
一
範
碧
垢
健
喋
圏
雌
ｇ
望
盛
田
鯉
・
鰐
叩
酌
計
・
仁
嚇
抹
陣

里
樹
遡
調
小
吐
旦
暮
申
当
｝
樹
遜
理
ｅ
弧
凝
侭
甑
津
輪
ゆ
発
凹
二
画
ｇ
望
傾
ぐ
個
尋
・
雷
汁
口
舎

騨
頚
慢
醍
ｅ
篭
ｎ
入
お
当
｝
樹
阻
艇
ｅ
寒
装
瓢
ｇ
望

石
騨
餓

鴨
遜
等
翻
川
厭
Ｋ
辿
謹
洞
八
わ
ｇ
２

石
騨
機

等
鼠
起
辱
小
赴
旦
暮
順
当
｝
園
ｅ
弧
纂
慣
甑
津
翰
ゆ
む
縄
些
囲
鎚
＃
葛
雲
傾
ぐ
個
尋
・
舌
鱗
田
く
・
留
汁
口
舌

冒
口
什
侭
里
写
全
観
謎
』
ｇ
空

気
逸
長
畏

篭
皿
幻
要
判
ｅ
宙
長
駆
蛙
ｇ
里
軽
量
Ｉ
田
ヨ
・
犯
画
ヨ
時

歴
ぺ
認
黛
ｇ
雲
曝
謂
淵
瑚
・
拭
蟹
礁
丑

陣
葛
篭
皿
幻
樹
語
碧
Ｈ
妃
迄
縄
旦
韓
岬
噸
皐
・
存
圃
叶
皐
ｇ
空

隙
歴
毎

Ｉ
過
越
鍾
匝
礁
墓
痘
吊
縄
礁
謡
ｅ
円
盤
侭
・
由

側
霞
怪
田
・
鎚
即
田
撹
・
髄

騨
・
獄
円
ｅ
任
奪
扉
製
幽
艇
画
吊
縄
孤
潮
・
聾
Ｈ
１
隠
咽
図
怪
睡
聾
僅
ｅ
拝
由
粘
璽
Ｈ
釦
楓
礁
喚
一
縄
旦
囲
溌
圏
笹
ｇ
望
解
急
榊
・
騨
猟
年
埋
・
詞
侭
判
抜

当
量
弓
匡
一
圏
３
５
．

①
名
で
５
重
２
皇
室
・
穏
車
Ｌ
３
息
昌
Ｅ
上
月
号
一
望
名
言
室
①
彊
５
厘
ｇ
２
８
．
三
号
園
８
ｓ
も
冒
冒
Ｅ
ｆ
ｇ
雲

．
ｚ
菅
◎
エ
つ
こ
毎
・
エ
ご
句
ヱ

卦
選
碧
ｅ
佃
唆
篭
洞
八
わ
ｇ
望
忌
鋼
祐
骨
・
昇
槌
奮
皿

呈
劉
ｅ
胸
剥
蕊
皿
ｇ
雲

醐
匪
毎

迷
題
ｅ
辱
騨
甥
わ
発
縄
選
掴
盗
選
裂
迦
推
矧
狸
ゆ
宴
心
俺
旦
黙
艇
ｅ
長
田
創
雲
蓮
詞
圏
任
・
銀
骨
騨
・
忌
逼
疑
笹

、
肖
田
連
・
倒
伸
判
存
・
昇

『
と
嵯
卦
進
蕊
畳
竺
ｇ
望
橿
奮
皿
・
張
卿
碧
迂
・
琶
圏
雪
蕪

選
碧
製
馨
ｅ
鰭
笹
囲
躍
蛍

冒
型
３
Ｎ
宝
⑩
ｚ
で
烏
室
ｇ
く
二
ぢ
◎
の
屋
号
ｇ
ｏ
碧
塁
の
ト
２
８
．
型
一
○
の
名
も
の
蔦
室
３
８
両
二
工
呂
坐
２
着
◎
。
苦
◎
匡

隠
甑
・
郷
畷
辿
碧
画
批
叶
Ｋ

顧
鄭
ゆ
ち
侭
里
慢
選
畿
裂
ｅ
中
型
作
余
ｅ
騨
犀
碧
謹
皿
叩
圭
縄
型
篭
騨
観
侭
威
宙
丙
岱
鱈

５
号
つ
星
協
も
己
の
８
図
芯
ト
も
①
ａ
－
Ｅ
ｏ
ｏ
ｇ
の
３
菌
２
Ｑ
着
の
８
匡

惇
二
Ｃ
ｕ
図
臨
鋼
蝦
ｅ
卜
八
ど
ｎ
Ｉ
わ
ゆ
垂
縄
里
雪
撰
閣
電
武

つ
巨
星
、
①
Ｎ
宝
の
ｚ

で
こ
、
匡
里
多
扇
ト
ご
旬
Ｑ
⑯
つ
星
の
』
の
三
α
の
二
》
半
。
⑩
の
壷
。
』
Ｑ
雨
巨
石
．
這
函
こ
◎
呈
半
。
⑮
豊
材
一
』
の
“
。
”
』
、
二
○
万
．
面
○
一
．
二
Ｓ
Ｏ
Ｅ
◎
の
。

ｇ
里
３
Ｎ
宝
①
ｚ
で
馬
一
舌
．
く
彊
．
◎
の
星
の
堂
ｇ
３
Ｅ
．
扇
Ｅ
扇
宝
も
の
罵
至
迄
－
．
８
両
Ｉ
〆
の
言
ン
も
５
覇
＄
◎
の
匡

ロ
○
○
国

。
○
○
画

の
句
の
一

＠
つ
の
一

の
Ｑ
の
一

卜
の
の
一

駅
鄭
田
ヨ

・
く
・
◎
で
⑮
エ
の
、
乏

躯
叶
概
浬
舌

叶
剛
風
田
唖

●
ン
・
図
○
℃
こ
”
・
く
・
四
コ
Ｅ
○

震
ヨ
縦
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加
溝
詠
鯉
迩
蕊
匡
紅

賑
塔
逆
興
姐
禅
蕊
堂

麗
醇
逆
蕊
噸
韓
蕊
量

睡
蕪
埋
蕊
雑
削
蕊
量

雛
聖
逆
蕊
剛
州
畦
蕊
量

毒
叶
布
嬉
逆
蕊
唖
蕊
量

麗
室
ｅ
連
繋
蕊
迂

逆
単
蕊
量

ね
瀞
酸
礎
催
鵬
ご
侭
逆
蕊
Ｋ
ｌ
Ｈ
い
蕊
量

逆
無
雑
蝿
ｅ
翠
量

麗
憲
ｅ
駆
禦
畦
蕊
量

萎
隅
ｅ
逆
興
蕊
量

巾
【
逆
興
蕊
量
犀
吹
の
昂
雪

瀞
叶
砺
嬉
逆
蕊
禦
量

巾
〔
抑
［
逆
蕊
露
量
毎
＄
雪

騒
塞
逆
鞘
露
量

麗
塞
ｅ
逆
単
畦
蕊
量

里
毒
ｅ
逆
蕊
畦
蕊
量

細
加
霧
や

Ｊ
聖
血
糊
禅
迩
単
姻
繕
如
葉
ｅ
蕊
量
ｅ
緊
謹
詞
罪

回
の
雛
ぐ
い
ｌ
枝
ｎ

蝿
恨
榊
如
等
起
、
胆
葺
署
刈
会
－
Ａ
、
申
悟
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雪
幽
霊
国

営
益
に
判
郷
溌
胆
甜

↑
ぬ
Ｉ
寺
め

巾
唾
［

棄
蝿
銅
鰹
砺
姐
◎
畷
謹
哩
ｌ
ハ
ロ
ｎ
Ｈ
八
Ｆ
ｌ
Ｈ
Ｊ
［
・
孟
雪

や
趨
蜜
幽
詔
国

営
益
仁
剖
騨
鴎
胆
甜

［
や
Ｉ
ト
四

巾
吹
田

莫
蝿
網
鰹
施
噸
＠
噸
歴
哩
ｌ
冷
口
、
Ｈ
ハ
レ
ー
叶
型
国
霊
雪

や
単
蜜
哩
ト
雷

替
益
に
剖
罫
譜
胆
胡

卜
の
Ｉ
寺
宛

巾
匝
冒

蕊
慰
削
鰹
振
蛸
③
聡
睡
眼
ｌ
ハ
ロ
ｎ
Ｈ
ハ
レ
ー
叶
呈
員
雲
雪

や
趨
響
岨
男
函

督
益
に
剖
騨
騨
胆
超

．
い
め
Ｉ
［
の

巾
吹
雪

棄
慰
綱
蝉
振
姫
＠
噸
歴
眼
ｌ
翁
ｐ
ｎ
Ｈ
ハ
レ
ー
叶
型
三
・
浅
田

や
鎚
讐
幽
茜
雷
一

昌
益
仁
剖
郷
謡
鯉
胡

の
マ
ー
つ
寸

巾
唾
の

蕊
慰
知
鰹
市
噸
③
噛
歴
眼
ｌ
ハ
ロ
、
Ｈ
ハ
レ
ー
叶
型
の
宝
雪

や
趨
響
岨
誌
国

営
益
陣
剖
騨
溌
胆
胡

函
の
’
四
四

小
皿
四

葉
蝿
綱
鰹
砺
組
ｅ
嘱
歴
眼
ｌ
ハ
ロ
ｎ
Ｈ
ハ
レ
ー
乱
型
売
・
淫
雪
や
趨
警
岨
認
函

卜
申

［
④
Ｉ
ト
唖

巾
正
④
棄
紅
削
鐸
佑
猟
争
園
へ
言
ご
狸
一
冊
垣
胡
．
ご
毎
Ｇ
回
合
雪
宝
雪
拳
竪
竺
唱
函
雷
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巾
○
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○

銅
時
揺
帽
超
張
糟
○
洞
碍
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Ⅲ

戸
押
ヌ
ー
涯
恒

、

哩
母
仁
恕
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里
喋
恨
ｅ
「
く
魚
ｅ
建
任
」
（
巴
哩
恵

め
ぬ
１
国
鉛

巾
語
Ｋ
ｌ
ト
・
冷
尋
く
延
恭
承
．
侭
‐
判
く
判
礎
刈
横
訟
侯
的
忠
雪
黒
脳
養
榊
雷
の

里
喋
択
ｅ
「
く
魚
ｅ
窪
眺
」
三
垣
尽

め
の
１
国
ｍ

巾
馬
Ｋ
ｌ
卜
・
冷
鼻
く
錘
柄
試
侭
‐
判
く
刈
蟻
判
指
話
侭
『
忠
雪
黒
幽
稔
榊
函
男

岬
侭
榊
如

写
‐
騎
報
柵
錘
腿
Ｈ
蝦
躍
巾
や
雛
咽
柵
延
縦
延
柄
議
長
休
如
ｅ
岨
瀧
八
申
口
戸
司
忠
雪
黒
幽
韓
抑
［
男

姻
還
辱
悶
特

寸
の
【
１
，
卜
［

卿
の
服
剛
緊
縮
針
拭
く
朴
摂
咋
侭
帥
慨
ヨ
専
判
等
揖
掴
旺
岬
迄
異
叩
裏
八
い
（
一
Ｋ
的
忠
雪
黒
昭
韓
榊
Ｃ
男

‐
掘
鰹
霊
擢
輔
裡
企
但
旦
撫

の
ト
ー
つ
い

禅
涯
一
ぃ
戸
拳
匿
錘
延
柄
訟
侭
ｅ
批
叶

蝋
楕
蝉
辿
姻
僅
蝋
‐
意
刈
Ｅ
ｅ
猟
揮
謹
圃
ｌ
窯
胤
ｅ
猟
禅
骨
、
導
隅
授
催
‐
紅
蕪
鵬
骨
国
剖
Ｒ
遥
報
延
逃
圃
電
淫
雪
黒
悩
韓
榊
雪
函

‐
蝉
里
奏
零
岬
ヤ
睡
旦
郷
延
ｌ
Ｈ

民
ｌ
識
延
ｅ
い
、
鵬
会
串
‐
翠
慨
検
訟

榊
中
珊
剛
鴫
話
朴
獄
く
朴
Ｋ
咋
侭
帥
慨
ヨ
毒
侭
蝿
土
異
辿
葺
署
響
血
ｅ
批
些
八
や
南
屋
雪
黒
幽
韓
榊
四
ｍ

－
里
△
、
任
伽

坦
田
胆
胡
刈
坦
牒
溌
叶
櫛
ｌ
坦
綱
幅
霊

荊
の
峡
剛
緊
話
朴
ぽ
く
朴
Ｋ
咋
何
緋
隈
ヨ
毒
瓢
岬
や
睡
旦
哩
巽
ｅ
廻
鍵
鯉
胡
当
建
均
展
雲
黒
幽
韓
撫
ト
謁

巾
鵠

胆
胡
判
蟻
ｅ
皿
票
咲
窯
延
判
涯

四
ｍ
ｍ
〔

搬
竺
駕
班
加
溝
駅
匿
垢
朴
伽
無
朴
Ｋ
景
沌
腿
ｅ
報
延
検
訟
侭
岬
主
縄
旦
畦
蕊
量
黒
幽
韓
榊
雪
、

選
出
ｅ
報

国
つ
函
Ｉ
〔
つ
〔

呈
瑠
歴
ヨ
遥
剥
柳
の
検
訟
侭
三
・
屋
曾

朴
生
岨
ｅ
持
田
倒
瀧
黒
幽
韓
榊
ｍ
扇

ｅ
ど
の
ｅ
揮
姐
律
如
・
岨
湘
露
呈
Ｉ
穂

巾
め
価
ｅ
等
碧
隅
剖
匪
幽
霊
母
ｅ
報
延
室

鵬
緬
馬
珊
駅
庵
採
延
鴬
碧
奈
碧
輔
意
礎
岬
全
異
旦
遇
碧
批
俳
桜
笹
司
忌
雪
異
幽
韓
榊
寸
扇

‐
駅
匿
軍
冊
岬
ヤ
趣
旦
圏
忠
延
彊
八

巾
国
申
ロ
戸
ｅ
匿
垢
函
旺
盛
露
堂
‐
姻
縫
篭

雛
抑
馬
珊
線
庵
報
錘
濁
碧
輔
剖
図
剛
伺
伸
ｅ
報
延
検
訟
侭
供
樫
三
・
宝
雪
黒
幽
韓
榊
雪
の

哩
里
瀧
僻
裡
主
但
旦

迄
中
畑
鍵
埋
胡
叫
蟻
ｅ
望
「
蝶
哩
」

巾
‐
辱
瀧
胆
超
淑
延
ｅ
皿
票
椴
窒
延
横

寺
雛
湘
心
聴
蝶
楯
卦
ド
ヨ
毒
訟
槙
味
如
蝿
七
縛
旦
岨
瀧
八
申
ロ
戸
三
・
弐
雪
黒
圃
韓
榊
函
扇

‐
且
白
、
任
伽
碧
糊
雑

廷
ロ
、
ｅ
昌
易
‐
恕
監
督
署
判
無
煙
横

榊
国
搬
剛
畢
話
朴
獄
く
卦
ド
ト
将
帥
慨
ヨ
毒
訟
侭
律
如
岬
士
鴇
辿
曲
瀧
八
申
口
戸
曾
副
雪
辱
幽
韓
榊
『
扇

‐
い
い
、
、
申
賀
碧
岬

ヤ
駆
旦
匿
話
幽
皐
畦
哩
量
１
弾
廻
匪
哩

郷
［
服
剛
緊
溌
朴
侭
く
緋
Ｋ
咋
拭
帥
緩
ヨ
毒
剖
眠
紅
雷
管
署
ｅ
報
延
柄
試
狽
供
任
的
忠
雷
黒
幽
韓
榊
三
ｍ

揮
鰐
ざ
Ⅸ
骨
鯉
胡
判
蟻
ｅ
鋼
く
熊
ｅ
疑
眺
Ｉ
二
忽
骨
ｌ
柄
試
侯
垣
忌
日
黒
慨
韓
榊
っ
寓

巾
‐
型
倉
裡
ｅ
哩
欺

董
毒
戴
鯉
雌
鵡
畢
暴
唖
ｅ
類
罵
Ｗ
琴
鴫
吾
画
‐
方
堤
塞
搭
窒
善
室
［
萎
譜
室

娼
胡
（
仲
）
在
駅
匿
巾

等
侭
雑
悶
血
ざ
咽
函
荊
雪
聡
岨
ｅ
娼
矧
犀
糾
屋
霊
雪
ゞ
轄
偲
煙
仙
田
ｓ
ｍ

ｌ
蛾
八
早

恕
匪
睡
蕪
畏
国
圏
‐
叶
謁
や
倉
摂
如
匡
幽
ｅ
岨
鎧
‐
い
む
毎
超
翠
の
霊
雪
く
総
圏
宕
の
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小
鵜
ｉ
‐
篭

小
皿
綿
鎌

謹
懲
蝉
血
溌
圃
畑
畳
掲
ｅ
詠
喋
噛
溌
・
榊
判
‐
副
叶
十
川
啄
喋
血
鵠
認
雪
躍
田
叶
男
獄
蝉
噛
鵠
零
ｍ

猟
耀
Ⅱ

く

窪
獄
喋
噸
鵠
圃
畑
‐
隈
薫
剖
理
醇
ｅ
岬
‐
噛
鎧
宕
臼
皿
榔
綱
幅
謹
柵
噛
溌
辱
め

猟
瀧
躍

窪
獄
蝉
岨
鎧
圃
畑
蕊
恥
綱
幅
懲
鳴
噛
溌
噸
蝶
嘩
楯
菖
噸
持
田
寺
の

眼
雇
母
細
樋
Ｋ
、
お
い
ユ
ハ
く
唖
唱
噸
溌
霊
雪
・
巽
雪
ｌ
心
八
半
岨
鎧
骨
国
唖
誌

入
早
岨
鎧
骨
国
［
皇
縮
溶
］
柵
１
雪
遡
畏
国
認
雪
１
輪
ハ
ギ
噛
溌
特
国
寸
話

八
斗
血
議
長
、
震
雪
ｌ
心
八
学
遡
鎧
終
画
等
函

細
Ｉ
響
遡
特
国

姐
瀧
頓

窒
獄
喋
噸
鎧
圃
畑
弧
禦
□
く
蝋
鎧
圃
畑
総
窪
獄
喋
噛
溌
圃
畑
函
詫

眼
詠
唱
岨
眼
懲
喋

鎧
・
濁
碧
畦
露
量
棄
慰
遥
駆
血
鎧
瑚
鵠
・
潰
碧
畦
蕊
量
［
誌

八
￥
噛
溌
骨
画
認
雪
ｌ
心
八
早
遡
溌
骨
、
つ
誌

毒
叶
泥
増
血
謎
畠
雪

扇
‐
島
墾
細
介
相
「
割
暑
」
１
や
狼
睡
蓮
駅
磨
・
涯
侭
侭
榊
伽
頓
揮
ｅ
曲
ヨ
例
く
蝶
弊
忠
雪
壊
伽
困
伺
侶
圏
陣
っ
認

誇
‐
三
八
￥
岨
議
長
田
宰
二
［
終
ｅ
岨
蝶
弊
誌
雪
垢
蝶
躍
「
柵
Ｊ
」
認
の

柵
Ｊ

１
心
八

露
ｌ
圏
早
恕
涯
這
署
終
、
や
二
○
Ｍ
一
種
侭
岨
鎧
四
卜
雪

恕
監
督
署
莞
郷
特
報
卜
誇

等
‐
圏
小
島
雛
聯
蝋
蝋
朴
朴
罰
碧
朴
Ｋ
伽
無
墨
Ｋ
題
謹
駅
匿
判
渥
獄
ｅ
岨
溌
判
１
廓
郵
謂
の

－
１
冷
へ
一
誤
騒
裡
暑
囚
い
鯉
眼
里
韓
ｌ
仁
嘩
厩
遡
菖
糎
［
・
宝
雪
蓮
樵
臨
叶
い
認

八
早
岨
鎧
畏
国

制
Ｊ
に
嘩
厩
血
仲
田
・
雷
雲
蕊
惚
鹿
叶
寺
認

｛
１
戸
（
一
謂
騒
輿
血
圃
農
叶
‐
し
。
型
如
露
唾
ｅ
疑
眺
屋
霊
雪

蕊
撫
臨
俳
函
認

Ｉ
縮
佐
田
逆
襲
響
血
暁
劃

い
つ
【
’
ぬ
函

楯
岨
朴
批
汁
摂
Ｉ
鎚
雪
岨
刈
田
逆
単
（
巴
朴
逆
興
雪
岨
［
・
認
雪

余
巡
讐
岨
函
認

垢
朴
‐
葵
榔
ｅ
雑
蹄
督

眠
督
や
卜
Ⅱ
叶
岬

祷
岬
主
典
型
岨
瀧
睡
銅
／
〒
『
報
冊
督

、
卦
Ｋ
喋
朴
景
噸
巾
［
雛
剛
禦
垢
朴
躯
替
や
卜
Ⅲ
Ｈ
ｗ
ｎ
繍
岬
迄
縄
旦
菖
岨
禦
蛭
』
加
瀞
網
羅
勾
霊
雪
岨
避
叫
ヨ
〔
認

紅
無
悟
姪
岬
・
頓

皿
榔
峡
躍
「
悟

姪
岬
〉
曇
る
ｅ
」
皇
鎚
叶
三
彊
俳
（
旺
判
叶
寸
巴
侶
饗
岬
〉
曇
る
ｅ
司
誤
雪
っ
露

禅
蕪
挨
任
二
担
曇
景
刈
Ｏ
や
／
淵
鞭
喝
展
雪
匠
窪
や
捧
雷
、

ｌ
心
八

誤
雪
￥
駅
匿
搾
持
国
外
田
園

Ｋ
咋
何
秘
騨
竪
Ｋ
巾
や
峡
如
瀞
１
輪
ハ
ギ
駅
匿
鵬
持
田
ｅ
擢
蝿
鵬
伽
岬
酋
鴇
辿
岨
瀧
腿
淵
そ
亀
八
口
・
全
Ｈ
Ⅱ
冷
謁
の

枢
鱈
・
睡
淵
舌
・
綱
蟻
等
・
恨
慨
Ｉ
瀧

巾
［

侭
ｅ
埠
剥
ｅ
蝉
朴
幽
侭
岬
七
縄
旦
（
叶

峡
荊
等
峡
朴
奔
紅
輔
匪
話
室
拙
剛
鴫
朴
Ｋ
伽
蕪
墨
Ｋ
圏
雪
ｌ
舌
雪
）
霊
に
埋
坦
等
適
黒
川
雛
四
霊
雪
洲
且
沫
川
卜
男

匿
ヨ
曝
蒸
朴
閏
受
‐
細
如
瀞
綱
幅
惹
臨
垣

垢
朴
〆
朴
Ｋ
嘆
墨
綱
幅
朴
圏
碧
‐
起
、
督
碧
ｅ
噸
牒
遡
鵠
ｅ
蟻
骨
国
再
三
富
側
線
匿
善
ヨ
曝
謁
師

縄
朴
辿
喋
釈

昂
‐
急
ｅ
「
く
魚
ｅ
建
笹
」
／
も
陣
守
）
哩
尽

小
寺
Ｋ
ｌ
卜
・
冷
鼻
く
延
検
訟
侭
‐
幻
く
剖
蟻
剖
検
蕊
侭
員
・
忠
雪
黒
幽
轄
榊
の
男

縄
朴
旦
ｌ
心
ｌ
鴫
、
鵬

認
‐
男
ｌ
ｎ
ｅ
「
く
魚
ｅ
礎
笹
」
（
巴
哩
尽

巾
露
Ｋ
ｌ
ト
・
冷
辱
く
鰹
検
訟
Ｒ
‐
判
く
刈
堂
Ｕ
横
雰
Ｒ
喝
宝
雪
三
画
韓
恕
守
男

－114－

荊
煙

皿
梼
v''四

唖

忘
仁
認

巾
○
榊
○

h、

雨
搾
畿
ぢ
、
KT

Q－0

Ⅷ山

氾
瓢
メ
ー
涯
恒

、
匝
崎
■0

碍
認

岬
榊
榊

色
胃



：
壌
朴
号
ｌ
ｉ
鵬
尋
ｅ
糟
ｅ
函
戸
で
噸
遇
料
濫
卦
岩
孟
雪
網
田
沌
寺
誇

八
早
岨
溌
畏
、
圧
雪
ｌ
心
八
斗
噸
鎧
骨
、
認
め

護
皿
剖
Ｊ
囚
獅
ｅ
蝿
・
唾
ｅ
噸
／
く
ｅ
噸

刺
建
ヨ
供
電
ｊ
蕪
ｅ
濃
遡
忠
雪
卜
卸
側
田
盾
宕
語

呈
逼
－
１
く

今
〃
導
く
血
鎧
心
長
鯉
、
伽
麹
岬
Ｊ
や
縄
塞
雪
馬
拳
長
骨
［
露

呈
玉
－
１
く

小
川
仁
く
岨
鵠
櫛
和
吾
、
細
鋼
鱒
Ｊ
や
鴇
忠
雪
黒
拳
畏
特
売
の

ね
幻
心
掬
柵
血
尽
小
侭
一
簿
鱈
ｅ
輿
忠
雪
娠
趨
孝
凹
窪
師

墾
伽
４
相
自
口
汁
侭
田
今
〉
倉
血
鵠
霊
雪
尽
筆
特
待
麓
、
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